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建築物を定量的に表す指標として空間の広がりを示す｢面積｣､奥行きや幅､高さを示す｢距

離｣などがある｡これらの指標により建築物を規定することは可能であるが､規定された形状は

このままでは単なるオブジェクトにすぎない｡しかし､建築物はオブジェクトとしてのモニュメ

ンタルな側面もあるが､原則として人の居住､作業などを安全性や快適性､効率性など求められ

る様々な性能を屋根や壁などで囲い､空間を創造することである｡すなわち､建築とは内包する

人との関係を創出するものであり､関係の集合体と規定することができる｡また,建築は開く･

閉じる､採り込む･遮るなどの関係を外部と内部の2つの領域を創り出し､多様な関係が形成さ

れる｡そこで,壁や床,天井などの構成部材により｢囲う｣ことで創出された内部空間に人間が

入り､ ｢包まれる｣ことにより表出される空間の在り方を<空間囲包性>と定義し､建築に内包

される人の存在を考慮した定量的指標による建築平面及び建築内部空間の数学的な分析手法を

構築し,各建築が持つ潜在的な特性を明らかにすることを目的とする｡

本論文は｢建築内部空間における<空間囲包性>の定量的分析｣と題し,以下の6章により構成
される｡

第1章では,建築空間の<空間囲包性>の定量的な分析の重要性を指摘し､本研究の目的と意

義を示した｡また､関連する既往研究を整理した｡

第2章では,研究の理論として､分析についての考え方を述べ､分析対象資料の位置づけを行

ったo 次に､研究の進め方として,課題の検討と分析方法を設定し､研究の流れを述べた.

第3章では､戦後日本の各種建築物の平面を分析対象とし､人の存在を考慮した指標として動

線を用いた｡この動線と共に外形,空間構成､ 3つの指標を定量的に計測し､各平面の特性を導

き出し,その類型に属する事例との関係を探った.その結果､現在の一般的に捉えられているビ

ルディング･タイプにおける用途の枠組みを超えた各種建築物に潜在的に共通する平面構成の特

徴を導き出した｡また､各種建築物を横断的に捉え,平面特性によって体系化を行った｡

第4章では､建築内部の三次元空間を分析対象とし､人の存在を考慮した指標として奥行きに

着目した｡そこで,奥行きの数学的な指標として,視線を遮る構成部材までの視線の到達距離を

表す<視深度>を用いて三次元空間を測定し､奥行きを考慮した<空間囲包性>を数学的に評

価､分析する手法を構築した｡分析対象については､ケーススタディとして基本空間を､続いて

実在する建築物として茶室を選定した｡茶室は建築の中でも最も規模が小さい分類に属し､その

中で細かな建築操作により限られた空間を豊かにする工夫は特筆すべきものである｡本研究で

は,各茶室において亭主,正客の座位置を測定位置とし､畳の敷き方､炉の位置などの形式にと

らわれず､奥行きを考慮した<空間囲包性>における茶室の座位置毎の関係を明らかにした｡

第5章では, <空間囲包性>において重要な要素となる壁､天井,床などの部位を考慮し､部

位毎の視深度平均､視深度標準偏差､そして各部位の空間に占める構成割合を前章と同じ茶室､

測定位置について三次元的に測定し､数学的に分析を行った｡その結果､二次元図面では表出さ

れない<空間囲包性>における各測定位置間の近似性とその特徴を明らかにした

第6章では､以上の分析の流れと結論を総括すると共に､今後の課題と展望を述べた｡
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1 序論

1-1 研究の背景と目的

建築物を定量的に表す指標として空間の広がりを示す｢面積｣､奥行きや幅､高さを示す

｢距離｣などがある｡これらの指標により建築物を規定することは可能であるが､規定され

た形状はこのままでは単なるオブジェクトにすぎない｡すなわち､建築物はオブジェクト

としてのモニュメンタルな側面もあるが､原則として人の居住､作業などを安全性や快適

性､効率性など様々な求められる性能を屋根や壁などで囲い､空間を創造することである｡

言い換えれば､建築とは内包する人との関係を創出するものであり,関係の集合体と規定

することができる｡また,建築は開く･閉じる､採り込む･遮るなどの関係を外部と内部

の2つの領域を創り出し､多様な関係が形成される｡そこで､壁や床､天井などの構成部

材により｢囲う｣ことで創出された内部空間に人間が入り､ ｢包まれる｣ことにより表出さ

れる空間の在り方を<空間囲包性>と定義した｡

本研究では､この建築物が建築物であるために不可欠な｢人の存在｣を考慮した指標を

定量的に測定し､建築物を評価する一つの指標とすることで,図面からだけでは読み取る

ことができない個々の建築物のもつ<空間囲包性>を明らかにする数学的手法の構築し､

その有用性を探る｡分析方法ついては対象とする建築物の捉え方の違いにより､異なる二

種類の方法を用いる｡一つ目は対象を複数の室を含めた建築平面全体とする場合､そして

もう一つは建築物における一つの室､空間とする場合においてである｡

まず､対象を建築平面全体とするにおいては､複数の室が存在することから各室同士の

つながり方や配列にが重要な要素となる｡したがって､この場合には外壁や間仕切り壁に

よって囲われた空間を､内包された人がどのように各室や各空間をどのように移動し､つ

ないでいるかを｢動線｣で示し､これを定量的に測定し指標として用いる｡また､ ｢動線｣

とともに､外形を外部と内部の凹凸や伸長による建築平面の輪郭とし､空間構成を内部の

1



室の配置と壁の広がりと捉え､これらを建築平面の空間構成の仕方として位置付けた｡外

形､空間構成､そして動線の3つの指標により導き出された類型より各建築物に潜在的に

存在する平面の特性を<空間囲包性>から明らかにする｡

そして､対象を建築物における一つの室､空間とする場合においては､三次元の建築内

部空間を対象とし､その空間における位置毎の奥行きや部位を考慮した<空間囲包性>を

明らかにするため､空間のある点(視点)から視線の遮蔽体までの到達距離を示す<視深

度>を用いる｡三次元情報という高次元なデータを数学的に分析する手法を構築し､内部

空間における<空間囲包性>の特徴を明らかにする｡
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1-2 関連研究

既往研究の流れからみた本研究の位置づけを書く｡

建築平面､建築空間に関する研究は,これまでに数多く行われている｡本研究の研究対

象または分析方法と関連がみられる研究論文を大別し､その傾向を概観する｡関連研究論

文リストを章末に記す｡

建築の構成やビルディング･タイプを研究した論文として､北川･西山らは建築物の外

形､空間構成､動線の3つの視点に着目し,建築物の平面特性を新たな知見から示してき

た｡壁長と室面積を考慮した建築物の平面特性の記述評価を探るため､壁の長さと室の大

きさに関わる指標を定義し,近代住宅作品を対象とし､建築物と空間をそれぞれ実体と虚

体として捉えた研究1)を行ってきた｡また､山田･北川らは建築平面における外形､空間

構成､動線の3つの特徴を定量的に測定し､近代住宅作品における平面計画の傾向とその

変遷について論じた2)｡さらに､これまでのビルディング･タイプとは異なる新たな知見を

示した研究として､国内の各種建築物を対象とした建築空間を､使用者の活動範囲､空間

構成の関係に着目し､建築空間を使用者の活動範囲の重なりの違いから専有と共有に区分

されるとし､専有領域と共有領域の視点から､その領域構成を明らかにした北川･小田ら

の研究3)が挙げられる｡また､この続稿として,北川･奥村らは使用者の活動や活動性質､
′

活動圏距離に着目することで､用途に対して横断的に領域構成形式を導き出し､各種建築

物の領域構成について論考4)してきた｡

これまで､建築物における機能や用途､ビルディング･タイプを扱った研究としては､

小川や坂本らによる建築内外に関する構成的性格を捉えることにより新たなビルディン

グ･タイプを明らかにしようとした研究5-9)が挙げられる｡これらの研究は､公共文化施設

やアトリウム建築､都市型中高層建築などを対象として､これらの内部構成及び形態構成

を内部と外部を同時に把握しうる架構によるヴォリュームの空間単位に固有な性格を通し

て検討を行うことで､これらを内部のみによる表現,内部と外部の独立した表現､内部と

外部の関係による表現の3つの建築内外における構成的性格により位置付けている｡

また､中井や坂本らは,建築物の外形のヴォリュームの着目し､建築物の構成形式を明

らかにしてきた｡これらの研究として､外形を立体的な集合体として捉え､外形の構成パ

ターンと空間構成､用途の切り分けとの関係から市庁舎建築の構成形式を明らかにした研

究lo)や各種用途建築における内部の室の集合と外形上のヴォリュームとの関係から建築物
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の構成形式を明らかにした研究11)が挙げられる｡さらに柱や壁などの配置による架構と空

間構成との関係から建築物の構成形式を明らかにした研究12)や外形構成と立地環境,及び

内部の用途との関係から構成形式を明らかにした研究13)が行なわれてきた.

上記の研究は､架構による構成的な性格に着目し､建築内外に関する構成的性格を捉え

ることにより､新たなビルディング･タイプを明らかにした研究や外形ヴォリュームに着

目し､空間や室の分節などの空間構成との関係から､建築物の構成形式を明らかにしてい

る｡これらの研究は､主に外形､空間構成に分析の比重を置いているのに対し,本研究は､

外形､空間構成を建築平面の空間構成の仕方として位置付け､そこに人の活動を考慮した

動線を加えた3つの特徴を定量的に測定することで,各種建築物に潜在的に存在する平面

特性を明らかにするという点において､異なる立場をとっている｡

また､建築空間や茶室の視知覚に関する研究として早瀬らはこれまで､建築の内部空間

に対する人間の視行動知覚と建築の内部空間に対する囲い方をよみとるため､建築の内部

空間のある点から､視線の遮蔽体までの距離を<視深度>と定義し､この<視深度>を変

数として内部空間の視覚的認識を数学的に分析することを試みてきた14)～18)｡建築の内部空

間の認識に関する研究として､八木らによる研究19)が挙げられる｡この研究では､建築の

内部空間の形の知覚を,建築や壁面等の空間構成の影響を含めた空間の水平的な広がりの

状態を感じ取ることであると考え､その視知覚的な形の違いの表現を試みている｡そして､

空間の広がりは空間の構成面の作る連続と限界により決まるという考えを基に,視線の遮

られ方,または導かれ方という観点で考察している｡また､込山らによる研究20)では､内

部空間の認知における天井高に着目し､天井の面積と天井高の関係について実験､考察し

三次元的な空間の計画におけるその重要性を示している｡次に､茶室の空間構成について

の研究として､佐藤らによる研究21)が挙げられる｡この研究では､茶室の空間を構成する

要素として壁を面による要素､回縁,鴨居､床板などの部位を線による要素と捉えている｡

そして､線による画面分割が総体としての意匠における美的要素のひとつであり､これが

茶室に躍動感や緊張感を与える役割を担J;ているという知見を得て､それを基とした画面

分割の手法を数学的な解釈で論じている｡さらに､建築の構成部位に関する研究として､

建築部位の配列による量を比較する尺度の表現を明らかにした上で,現代建築作品の空間

構成を対象にし､建築空間の同一性と差異を論じている長谷川らによる研究22)が挙げられ

る｡また､画像を用いた空間分析の研究として､川合康央氏らによる研究23)が挙げられる｡

注視を促す空間構成要素に着目し､画像に写された街並みのシークェンスからこれらを抽
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出し､街並みのイメージを形成する要因の一つである空間構成要素の基本的性質を心理実

験で用いた画像の分析から明らかにすることで､街並みの整備における空間構成要素の誘

導手法の在り方に関する基礎的な知見を得ることを試みている｡

本研究では,内部空間の視覚的認識を視線の遮蔽体までの距離に着目した<視深度>

という概念を用いる点,建築の内部空間における人間の位置を中心とした空間構成を分析

する点､定量的な空間評価を行う点で上記の研究とは異なる立場をとっている｡

関連研究リスト

【建築構成やビルディング･タイプを研究した論文】

1 )北川啓介,西山尚希:室面積と壁長を考慮した近代住宅作品の平面特性､日本建築学会計画系論文集､

第614号､ pp.1291136､ 2007.4

2)山田好美､北川啓介､碓井将義､西山尚希:外形と空間構成と動線を考慮した近代住宅作品の平面特

性､日本建築学会計画系論文集､第629号､ pp.1469-1476､ 2008.7

3)北川啓介､小田裕司､坂井愛理:各種建築物の専有形式と共有形式,日本建築学会計画系論文集､第

637号､ pp.5671576､ 2009.3

4)北川啓介､奥村英里子:活動圏を考慮した各種建築物の領域構成,日本建築学会計画系論文集､第651

号､ pp.1069-1078､ 2010.5

5)小川次郎､坂本一成:公共文化施設における建築の構成とビルディング･タイプーヴォリュームの複合

から見た建築の構成形式に関する研究､日本建築学会計画系論文集,第486号､ pp.79188､ 1996.8

6)小川次郎､奥山信一､坂本一成:公共文化施設における形態構成とビルディング･タイプ?ヴォリュー

ムの複合から見た建築の構成形式に関する研究(2)
,日本建築学会計画系論文集,第494号､pp.137-145､

1997.4

7)小川次郎､安野彰､坂本一成:都市型中高層建築のファサードにおける形態構成-ヴォリュームの複合か

ら見た建築の構成形式に関する研究(3)
､日本建築学会計画系論文集､第496号､

pp.105-112､ 1997.6

8)小川次郎､迫慶一郎､坂本一成:現代日本のアトリウム空間をもつ建築作品の構成-ヴォリュームの複

合から見た建築の構成形式に関する研究(4)
､日本建築学会計画系論文集､第508号､

pp.91-98､ 1998.6

9)小川次郎､坂本一成:現代日本の都市建築作品における構成形式とビルディング･タイプーヴォリュー

ムの複合から見た建築の構成形式に関する研究(5)
､日本建築学会計画系論文集､第520号､pp.189-196､

1999.6

1 0) 中井邦夫,坂本一成:現代日本の市庁舎建築における空間構成と用途の分節一外形ヴォリュームの分

節による建築の構成形式に関する研究,日本建築学会計画系論文集､第519号､ pp.147-153､ 1999.5

1 1) 中井邦夫､大内靖志､小川次郎､坂本一成:現代日本の建築作品における室の集合と外形構成一外

形ヴオリュ-ムの分節による建築の構成形式に関する研究(2)
,日本建築学会計画系論文集､第528

号､ pp.125-131､ 2000.2

1 2) 中井邦夫､妹尾慎吾､坂本一成:現代建築作品における架構と空間構成一外形ヴォリュームの分節に

よる建築の構成形式に関する研究(3)
､日本建築学会計画系論文集､第551号､

pp.149-155, 2002.1

1 3) 中井邦夫､森山ちはる､坂本一成:現代日本の博物館建築における立地環境と外形構成一外形ヴォ

リュ-ムの分節による建築の構成形式に関する研究(4)
､日本建築学会計画系論文集､第607号､

pp.33-40､ 2006.9

【建築空間や茶室の視知覚に関する研究論文】

14) 早瀬幸彦､田中理嗣,近藤正一､若山滋: ｢視深度｣による建築平面記述･評価の研究､日本建

築学会計画系論文集,第484号､ pp.123･128､ 1996.6

15) 早瀬幸彦,近藤正一､松本直司､若山滋: ｢視深度｣による建築平面記述･評価の研究:近代住

宅作品の主室の評価､日本建築学会計画系論文集､第493号､ pp.1691174､ 1997.3
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16)早瀬幸彦､北川啓介､張健､松本直司: ｢視深度｣による建築平面記述･評価の研究:心理実験

との比較考察､日本建築学会計画系論文集,第495号､ pp.125-129､ 1997.5

17)北川啓介､早瀬幸彦､近藤正一,張健､妾湧､若山滋: ｢視深度｣による建築平面記述･評価の

研究:壁と開口部を考慮した近代住宅作品の空間構成､日本建築学会計画系論文集､第522号,

pp.187-194､ 1999.8

1 8) 北川啓介､横山順子､早瀬幸彦､麓和善､若山滋:茶室内の亭主位置と正客位置における視空間

の構成について: <視深度>による建築平面記述･評価の研究､日本建築学会計画系論文集､第541

号､ pp.115･122､ 2001.3

1 9) 八木澄夫､乾正雄､吉川松喜､田中英朗:建築視空間の形の知覚に関する考察､日本建築学会計

画系論文報告集､第386号, pp.54-61､ 1988･4

2 0) 込山敦司､初見学:建築視空間の形の知覚に関する考察､日本建築学会計画系論文集､第490号､

pp.111-118､ 1996.12

2 1) 佐藤祐介,新宮清志:茶室意匠におけるコンポジション認識の手法の提案､日本建築学会計画系

論文集､第5$9号, pp.221-227､
2005.3

2 2) 長谷川豪､塚本由晴:建築部位の配列による量を比較する尺度の表現:現代建築作品の空間構成

における同一性と差異(I)､日本建築学会計画系論文集､第673号､ 733-738､ 2012･3

2 3) 川合康央､材野博司:街路空間の代替視野画像での注視を促す空間構成要素の研究:京都中心市

街地の景観形成過程が夫々異なる街路のシ-クェンス､日本建築学会計画系論文集､第493号,

pp.169-174､ 1997.3
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2 研究の理論と進め方

2-1 研究の理論

2-1-1 分析対象についての考え方

本研究では､ 3章において内包される人の存在を動線という指標として<空間囲包性>

からみた外形と空間構成と動線を考慮した建築物の平面構成の分析を行う｡ここでは､用

途の異なる様々なビルディング･タイプを含んだ戦後日本の建築物を対象としながら､建

築物に共通する動線という指標を用いることで各種建築物に潜在的に存在する平面特性を

明らかにすることを目的としている｡

また､ 4章､ 5章においては分析の対象として内部空間における人間を中心とした空間

構成について繊細な演出をしている建築の代表としての茶室を選定した｡茶室は建築の中

でも最も規模が小さい分類に属し､その中で細かな建築操作により限られた空間を豊かに

する工夫は特筆すべきものである｡極小空間において亭主と正客からの視点を中心に､開

口部が壁面に不均斉に配置されているものや平面計画が非対称に構成されているものな

ど､極小空間でありながら,三次元的に複雑な空間構成をしているものが数多くある｡こ

れらの空間を構成するために用いられる部位は限られており､それらの配置や細部に変化

をつけることにより茶室の広がりに変化を与え,亭主が客をもてなすための場を演出し､

趣のある空間を創り出している｡各時代の茶匠が壁や開口部､床､天井の部材の形状や組

み合わせに意匠を凝らしたことから､茶室毎に多彩な空間構成がみられるため､それらの

部材が内部空間に対して与える影響をよみとることができる｡
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2-1-2 研究テーマの検討と分析方法の設定

本研究では､ 3章において外形と空間構成と動線を考慮した戦後日本の各種建築物

の平面構成の分析を行う.ここでは､多数の建築物の平面を分析対象としており､そ

れらの各種建築物から近似性を見出すために3つそれぞれの指標の組み合わせとなる

軸に持つ散布図を作成し,クラスター分析を行う手法とした｡これにより､それぞれ

の散布図より導き出された型の組み合わせにより､各種建築物の平面構成をいくつか

の類型に分類し､潜在的に存在する平面特性を明らかにすることとした.

また, 4章､ 5章においては<空間国包性>の分析として,各建築の測定位置につ

いて三次元方向に視深度や部位範囲を測定し算出された定量的データを数学的に分析

するため,高次元データを処理する必要がある｡そこで,ここでは自己組織化マップ

アルゴリズムを用いて<空間囲包性>の近似性を明らかにする｡自己組織化マップア

ルゴリズムはサンプル数､サンプルが有するデータの数の多少に関わらず､適正な学

習回数により高次元データであっても､そこに存在する傾向や近似性を視覚的に示す

ことができる｡測定した<視深度>の数値データを基に､各測定位置の<空間国包性

>の近似性を表した特徴マップを作成して分析を行うこととし､その結果について考

察を行うこととした.

詳細な分析方法については､該当各章において説明する｡



2-2 研究の構成

本研究は､建築内部空間を定量的に分析､考察するものであり,以下の6章により構成

される｡

1章 序論

2章 研究の理論と進め方

3章 動線を考慮した建築平面における<空間囲包性>の分析

4章 奥行きを考慮した建築空間における<空間国包性>の分析

5章 部位を考慮した建築空間における<空間囲包性>の分析

6章 結論

研究の構成を図2-2-1に示す｡
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3章

動線を考慮した

建築平面における

<空間国包性>の分析

･各種建築物の平面

4章

奥行きを考慮した

建築空間における

<空間国包性>の分析

･基本内部空間

･茶室内部空間

5章

部位を考慮した

建築空間における

<空間囲包性>の分析

図212_1研究の構成
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3 動線を考慮した建築平面における

<空間囲包性>の分析

311 分析の背景と目的

3-1-1 分析の目的

建築とは関係を創出するものであり､関係の集合体といっても過言ではない｡建築は､

開く･閉じる､採り込む･遮るなどの関係により外部と内部の2つの領域をつくりだし,

そこに多様な関係が形成される｡中でも､屋根や壁等を置くことによって生じる外と内の

関係や内部空間の内壁等により生じる内と内の関係は､建築において最も根源的な関係で

ある｡更に､建築はその中に人を内包し､人がそこで様々な活動を行うことにより､建築

には機能が備わり､建築は成立しているといえる｡このように外と内の関係に人の活動を

加えた､ 3つの要素により建築は決定され､その結果として創出されたものが､外形､空間
l

構成,動線であるといえる｡建築を計画する際に､必然的にこれら3つの視点が考慮され

ているといえる｡

本研究では,人が水平面上における活動の特徴として､外形を外部と内部の凹凸や伸長

による建築平面の輪郭とし､空間構成を内部の室の配置と壁の広がりと捉え､これらを建

築平面の空間構成の仕方として位置付けた｡そこに動線という､人が建築平面上でどのよ

うに活動するかに着目することで､本稿は､ひとつの建築平面の可能性を追求していこう

とするものである｡そこで､まず建築平面を手掛かりに､外形､空間構成､動線の3つの

特徴を定量化することにより建築物の平面構成を分析する方針をとる｡外形､空間構成､

動線の3つの特徴により導き出された平面構成の特徴を平面特性とし,これまでのビルデ

ィング･タイプを横断的に提えることで､各種建築物に潜在的に存在する平面特性を明ら

かにすることを目的とする｡
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3-1-2 分析の手順

研究の流れを段階的に示す｡

1) 『建築設計資料集成』
1-12)､

『新建築』
13)､

『建築文化』14)の3誌に共通して掲載された

作品を対象作品とし､ 『建築設計資料集成』に掲載された平面図全てを対象事例として選出

する｡

2)各種建築物の平面図の構成を定量的に分析していく上で,一続きの壁の直線が終結する

までを<壁>､複数の<壁>により内包された領域を<室>として定義する｡

3)さらに外形､空間構成､動線の3つの特徴を定義し,それらを定量化するために､各対

象作品の平面図から全ての外壁の長さ､ <壁>の数､延床面積､ <室>の数､動線の長さ

を定量的に測定する｡

4)3)で測定して得られたデータを基に､外形､空間構成､動線におけるそれぞれの特徴を

数値として算出する｡

5)4)で得られたデータを基に外形と空間構成に関する散布図､空間構成と動線に関する散

布図､動線と外形に関する散布図を作成し､クラスター分析を行い､それぞれの特徴にお

ける平面構成の傾向について考察する｡

6)それらの平面構成における特徴の組み合わせから外形､空間構成､動線を類型化し､各

類型における平面特性から各種建築物間の関係について探る｡
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3-2 平面の分析方法

3-2-1 対象作品の選定

本研究は各種建築物の平面特性を比較考察するため,あらゆる用途を網羅し､主に平面

構成に秀データ建築物を掲載している『建築設計資料集成』,日本の建築ジャーナリズムの

中でも､各種建築物が数多く建設され始めた戦後直後から現在まで継続的に刊行され､毎

号特集の傾向が強くなく､史実として建築物を紹介している『新建築』､ 『建築文化』の計3

誌に掲載された作品を平面構成の上でより新たな可能性を示した時事的な作品とみなし対

象作品とする｡

3-2-2 対象事例の選定

各種建築物と呼ばれる建築物は､住宅などの小規模かつ私的な建築物に比べ､階数が多

くなるものが多く､一つの建築物でも､階層によっては全く異なる平面特性となっている

ことも考えられる｡そこで,建築物を-単位とするのではなく､各階層を-単位として平

面特性を検証していく必要がある｡ 『建築設計資料集成』には､掲載図面の選定基準につい

て､ ｢できる限り一個の建物を総体として紹介することに努めた｡図は各階平面図を主体と

し-｣という記述があり､建築物総体を把握するために必要な平面図が全て掲載されてい

るとみなすことができる｡よって､各対象作品において､ 『建築設計資料集成』に掲載され

た平面図全てを対象事例として選定する｡その結果､ 185作品､ 440事例が選出されたo (表

3-2-1)
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表3-2-1研究対象一覧
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31213 <アウトライン><ゾーン><パス>の定義

平面図の構成を分析していく上で､まず外形を<アウトライン>､空間構成を<ゾーン

>,動線を<パス>として､それぞれ以下のように定義する｡ (図3-2-1)

<アウトライン> :建築物の外壁によって形取られた面の輪郭

<ゾーン> :建築物内部の室と壁の配置と広がり

<パス>
:建築物内部の人の動きを模擬化した線

<アウトライン>
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図3-2-1<アウトライン>､ <ゾーン>､ <パス>の定義
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3-2-4 <壁>の定義

一続きの壁の直線が集結するまでを1放とする｡ただし､曲面部分を含む場合は､一続

きであるものは同様にl枚とみなすoまた,平面図から壁と藩識できるもののみを扱うた

め､壁長が900mm以下のもの､平面図で断面が表記されない壁高1500mm以下の膜壁など

は含まないものとする(図3-2-2)0

園3-2-L2 <壁>の定義

3-2-5 <皇>の定義

<壁>により内包された領域とするo ただし､領域が<壁>によって完全に閉鎖されず､

異なる重用途が連綻的に繋がっている場合､連結部の長さが1800mm以上,かつ達綻する

領域のうち面積の小さいものを正方形に変形し､正方形の1辺長の1/2以上であれば､使用

用途上では二つ以上の領域であっても1つの重とする｡ (図3_2_3)
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図3-213 <室>の定義

3-2-6 <パス>の定義

1つの室に対して2つ以上の連結部がある際には､それらが対面関係の場合､その室が

移動のための空間としての機能を有しているものとし,それぞれの連結部の中点を繋ぐo

また､対面以外の関係の場合では連結部の中点とそこから延ばした垂線の交点を繋ぎ.全

ての重の連結部を繋ぐ｡ (図31214)

国3-2-4 <パス>の定義
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3-2-7 指標の測定方法

1)対象とする185作品､ 440事例の平面図から全ての外壁の長さ､ <壁>の数､各階床面

積､ <室>の数､動線の長さを定量的に測定する｡測定結果を指標の①､ ②, ③に代入

し､それぞれ算出する｡また､以下に上図の事例を対象にそれぞれ定量的に測定し､ <

アウトライン>､ <ゾーン>､ <パス>をそれぞれ算出したものを示した(表3-2-2)｡

<アウトライン>の指標:外壁の長さ/√各階床面積-①

<ゾーン>の指標: <壁>の数/<室>の数･-②

<パス>の指標: ∑動線の長さ/√各階床面積-③

2)以上のデータを基に､縦軸を<アウトライン>の指標,横軸を<ゾーン>の指標として､

全対象作品をプロットし,散布図を作成する(図3-2-5)｡同様に､縦軸を<ゾーン>

の指標､横軸を<パス>の指標とした散布図(図3-2-6)､縦軸を<パス>の指標､横

軸を<アウトライン>の指標とした散布図を作成する(図3-2-7).
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表3-2-2<アウトライン>､ <ゾーン>､ <パス>の測定結果

作品

暮†
暮

事el

暮号
*J

くアウトヲ

イン>
くゾーン> くノくス>

作品

●† E=
事仇

暮号
*J

くアウトラ

イン> <t/-ン>
<バス>

El 立件Jt小柳 EE] lF I.J55 3333 2.662 EZ] 白浜幼児PI 一2■1 lF 5j一丁 3.l79 7一夕34

2 2F 4.l50 1_667 0.969 42-2 2F 5333 1.Ilo 5_0?I

2
I.--:. EZ] 1F 4.003 lJ667 3.044 EEJ ･⊥三!-I..

43 lF 6.553 2.000 5_98?

2I2 2F 4.000 LOCO 0.抄一 44 紳F～小学校 小一1 lF 12j一3 E5 l1.602

E] SFL1 E] 1F 4B1 2.333 3.624 小u ZF 10.557 E≡ヨ I.f7?

E] 書T阜(代々*の幸) 4-I lF 6.一40 1l暮2 5.如○ EE] 加jI学I*券初gF手枕 45.1 )i 8179 2.畑 6.●一帖

4.2 2F 5A7? l玉コ 3ユ丁1 45.2 2F 8^70 2J412 E=

E] 住宅7W E] 1F 一J633 2_5dO Eヨ 46 丑肝′J.事牧 4ふ1 lF 20m 5.2¢1 5_占丘8

E] 育lたJB<自&> 6-1 1F 4.135 一.㈱ 0.Cm 一帖ー2 2F 17.33一 5.8一2 5.605

6_2 2F 4.061 Eg 1.033 47 ♯育J)､学校 47-I lF Il_242 3.COO 10.26丁

Eヨ 3F 一.OCO 2.000 2.l72 +7I2 2P ll.992 Eg 7.加

7 ユ一.. 7 1F 4.加5 1J600 3JBOO 一一 弘i(小学校 48-I Eコ lO.242 En 5.717

E] 其のホのある‡ E] lF ○,)Z6 lJB33 E= 4&2 lF 15.481 3340 9.003

9 ゲイ./ラ.クケクク EZ] lF 4.州 2333 3,049 48J 2P 5_042 Eg 6_014

四 2F 4.132 2333 1.146 EE] +8t小学校 一9L_1 lF 5JB17 2.133 E=
l○ 方■町の‡({台■rの‡)

<自&>

lO.I 1F 4J19 lJBOO 5.072 4k2 2F 5.888 E= 6.602

lO-2 2F 4.106 2.000 Ea
50

苫†ホ此′1､事故 50 lF l23Cq 2.ユ38 8.Il°

u スカイハウス EZ] IF 0.OOO 0.000 0.000 EZ) 自8i中学校 EZZ] lF 12.662 En 9_778

ll_2 2F 4m さ300 2.N2 51一2 2F I.A 2.孤 t357

12 Q井沢のLLJ荘 1ユ.1 )F 一.1ユ一 Zm 1.loo 52 田榊中学校 52-I lF lO.I31 1.Jd 31さ7

l2-2 ユF I.000 1.556 2.508 52-2 ℡ llJ79 Eg Eg
l3 JtQ>書 13 1F 5.793 1167 2.429 EEL )lI和中学填 53_1 IF 8J?}5 I.52一 11ユ15

I4
自の辛 l4.I 1F 4.○5一 2ユ5○ 3.l7一 53.2 2F 10.leo I.ユー一 7.053

)4_2 2F 4.000 5.000 0,000 53J 3F 7.629 I.8l書 6_抑

l5
住宅M l5_1 )F Eg 1.91丁 3エと} 54 大■中学校 54 lF 10.869 I_ー75 10.594

l5-2 ZF 5J抄 2_500 2_593 EE] 岩出山中学校 5～-I E:コ 1l,012 1196 7.84)

1一
Lて.

lー.l tEZP 5.730 2.JユJ 3,○15 55-2 IF lO.6Z4 ～,丁一l 7一丁8l

l6-2 BIT 5.078 }.(氾○ i.I一l 5日 ZF En 5.917 7_三川7

16J )F 10.067 10.Ode 0.5丁1 55J 3F 8m I.224 8134

l7
住吉の*且 1丁_1 )F EZEZ] I.000 2.050 5さ 韓ー里1rリT辛味 56Ll ･.±... E= E= 9.9@

l7_2 2F 5.742 3.ddO 0.000 5&2 LF 9_6Ca 3.訓 10353

1暮 中F暮rrの‡ I8 lF 8.l1古 3.429 I.T39 5u 2P 9-1一書 3j○■ 10.665

EE] -u-:. 19_1 lF 5｣965 2.857 4.661 5u 3F 10J421 4,333 9300

19-2 2F 5.α!9 )3lX) 1.082 57 早■日大草木庄高書草枕 5T_1 桝 9_l82 I.635 6322

20
lI..

20 )F I.7一6 2Ji57 3.025 EEZ] lF )5.779 3.丁58 13.一38

EZ] jI井阜(f*万JtケJFの‡) 2l 2F 7.の7 2.伽 1JBO9 57ーユ 2F 14.甜 3.05○ ll.846

22 ■ー山の‡ 22_I 1F 5.lO3 2.714 3.152 ～†一 3F 14388 2.500 4.500

22_2 2F 一■15 1.91丁 4.061 EZ) 金沢工兼大学本書 58_1 lF EZZZ] 5.13I ll.586

22J 3F 5J401 4.000 1_299 58'2 2F Wl6 0.949 9.205

23 シノーパーハット 23-I 1F 8.一l9 3315 3.01一 58J 3F u99 I.085 7ー2瓜

23-2 ユF 4.l54 )_000 EZZZ] 59 -.=,:I,≡-=L;

･三-..:

59_1 2F 8JD48 5.棚 9_d25

24 ROWA 24-I 4F EEヨ I.950 4JBO3 59I2 3F 8.078 1324 9_73?

24-2 5F 6.一93 2.455 3.l91 5M 4F 637l 1.500 ?m

25 小さな牛 24-1 地■ 4.0)5 4.000 1172 ～94 5F 63d2 E= ?,On

24-2 )F 4.Oq 4.000 l^88 59-5 E) 6.丁10 1.158 5358

24J 2F 4.000 4_Ode 0.l85 60 公立はこだて未来大字 60-1 )F 5_娘 2B1 SJB35

2AJ 3F 6.534 2.667 2.136 60b2 2F 5^n I,694 6_235

26 IMAJIア/i-ト 26_1 1F 8354 0_Plo 10.812 6(ー} 3F 4_I)0 4.Ill 9.701

26-2 2F I_851 L.4一石 15.一15 α).■ 4F 4.151 Eg En
28J 5rT/打lOF 7.726 I.ill l2.207 60-5 5F EZEZ] I.543 6.8T6

2u 3/のF 7.72一 Obl5 13.320 EZ] J8市立国暮書 一1●1 1ー 4JB45 1.M 7.暮74

27 代官山ヒルサイドテラス 27-I )F 6.799 1∫19 3二始ユ 6l_2 中2F 4_9丁7 2.l74 3.臥

27_2 2F 7.697 1JB37 7_505 一l-3 2F EEZZ] 8.083 占ユ事2

27_3 3F 6.979 1J一一 4.449 EZ)
.■京8立中央国書片

一2.1 IF 6_095 I.一5l 7.l3l

2& ♯台コートビレッジ 28 一F lam I.534 8.450 62-2 2F 5ユ書7 E= 7.120

29
中暮カプセルタワー- 29_I )F 5.069 4150 2.Og7 62J 4F 6.4?1 1759 8308

29-2 6F lI,042 3.176 4.770
63

金沢市立同暮■ 丘3_1 Eコ 6.733 1395 8.234

29-3 JitM ll,5q ー.)3j 6.555 6).2 LF 8384 1.909 7_3(B

EZ) 茨4*Jt甘六書地TJ<-I 30 lF 24307 2.02l 1暮.‡2○ 63-3 2F 73粥 1.I5丁 5ユ27

EZ] 戸島浜ホJ住宅 き1-1 住戸R, 9jN)2 l.一l5 lO.砂川 64 暮技市立詞書* 糾..1 )F +,丁95 2333 )37?

3l_2 共用RE l○.008 1.737 8303 64_2 2F 4J)23 l389 5.J14

EZ] つくFf.さくら団J& 32
-.-一l.A.

u.02t 1.415 1○.一38 65 中書市立小●た食間書+ 65.1 IF 6.085 E= 5.d丁l

EE] ユーコ--ト
33 1F 1I.I40 uB44

.?ー017
65-2 2F 8.015 En 1_422

34 りりばつとはう† 34 IF 12.130 1^69 9.丁75 66 音♯J&N+I 66Ll lP 7.703 2.050 8_03l

EE] 頼♯A甘保田食兼-田地 35 1F 1一.501 I.l43 l9.leo 66-2 2P 71一○ 1.863 8.770

36 扱が丘の▲合食宅T7uNrrE' 36 1F 7326 I.658 5ユ古2 66J 3F 6_62l 2.ld3 8_971

EZ) ゆかり文化幼稚J4 37_l 地稚 5.872 1.p一ワ 3.6a 伽.■ 4F 6JaZ1 E= 3.9丁3

王7_2 1F lO.○1一 3.750 331○ 67
不知火町立美稚.飼暮Jr 一7 lF 5.429 2.Ilo 3.丁32

37_3 ZP 13.766 4.083 4.789 E3 武Jtlu筆洗公江た金田+I 68.1 lF 4.548 1.760 7_875

38 自由苧叫幼児生活用 3&l )F 4.523 2.M 3.805 Eヨ 中zF 4.045 1.522 4383

3ー2 ユF 4ユ51 A_000 l388 68J 2P …5 2.伽5 &00】

EZ) JFー幼児IE 39 1F 8.785 l.2l汐 7.970 68J 3F 4.050 I,478 5.93B

EE] トトロ幼稚bq 40 1F 6312 2JBOO 4.008 曲 J(京JE済大学図書書 6gL.I mF 4.663 3.2一7 31粥

EZ) ‡*さぎ1Lみ幼ftーTネッ

クス2

4l-I )F 4.745 ユJB57 5.532 Eヨ BIT Eg 2.192 En
4l_2 2F 4.008 )_000 1.15S Eヨ IF E5 5.556 4_846

一汐■ 中2P 5.068 3.d6丁 0_607
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作品

■号
JLヰ■名 T% 【=】くアクトヲ

イン> </->> くパス>

丁○ 芝*工Jt大学大書同I廿 7D.I ip. 6.90? 1.900 En
70-2 1F En Eg 5.418

70-3 2F 5^61 3^2? 3.662

70J }F 6.70? 1.794 5.5n

7l
J(北大手付JL中央良書dr 71_I 8lF I.454 2J6ll 一.也一

71I2 LF I.605 EZZZ) 1○.l1○

7ト3 2F I.1丁l E= 7.422

72 El事大学生土工乎わ■I書 72_I lF 6_795 3_I一° d.671

72-2 中zp 6.86e 5.COD 2.398

72_3 2F 6.47一 3.061 a.■i8

72J コー 8.1u 2.556 一ー4d

73 同志社大学Eil+Jr 73_1 半JI下 5.550 2_217 一.B75

73.2 lF 5.2JO 3.OB8 6.06)

73J 2F 6.575 2_208 5,968

73J Ea 5_005 23l一 3.929

7一
不知火■暁ストレスケTセ

ン1-

74.1 lF 7.○さ○ 4_COO 丁_○34

74-2 2F 6J?34 2_妃ユ 9.2d一

75
里JB加E)*柵 75 Eヨコ 8.6)0 En 1暮.706

EZ] &■r■倶Iヨハネホスピス 7丘.I lF 一.19丁 ー1P 9,730

76I2 2F 一.&16 1ユ59 4.占30

7丁
石田IJL舟EEPE 7丁●l lF 7.164 2_813 2.380

78
P中朱書FI 7一.1 lF 8.65○ 正ヨ ll,259

78.2 2F 9.174 2_000 3.811

79
八代市立良** 79L.I 1F 8,45l 1ー213 7.B20

79L.ユ }, 7.536 LZ92 6.377

JO 大舟布いきいきプラザ/大府

市デイサ-ビスセンター
E:ヨ IF 6.667 3,450 5.070

且ー2 2F 6.824 2JNX) 5.(沌7

EZ] 光JLみどりーI EZ] lF E= 3ー15一 EZZZ]
EZ) 吉川7bJB書書含 82.I lF 8_88コ ユー0●8 一,069

82.2 2F 9.162 5.857 4,5t汐

EE] tが叩ピノレディング 83.I 2F I.476 3.063 7.)22

83-2 匹コ En 3.520 9.6ココ

84 書山タワービル 8一_I J)lF 4.m 2_4I7 3.954

8u lF 4.791 2_000 6.845

8+3 E= 4372 3.一;珍 3.139

lil #札色Jf工*本社ビル 85-I lF I.852 3.88? 3,004

85-Z JiqL* 4.t57 )_0?I 6.朗

B6
日★Tイ.ど.エム本社ビ

′レ

防.I lF Eヨ 2.l15 8.紀5

86_2 2F 5_827 1.氾9 3.666

86-3
--.∫.-

5323 2.O74 I.896

8丁 ポーラ五反田ビル 書丁-1 lF 6.7●l 2_450 伝.一99

t汀-2 Ji棚 I.63l 2.Ilo 4.IO7

E) 大雨生●本社ピノレ 書■..1 1F 4.029 2_lO3 l1^4I

S8-2
I.-l-.

4_000 1_15○ 古.丁}一

8? J(丈NF上ビル 8>1 LF 6178 2.583 6_632

89-2 JltI* En 2_333 4_592

EZ] 山之内柳本社ビル 90-I lF 7.602 2m En
90L.2 JiJI* 一_5}丁 2_600 4.083

EZ] =#*#t{JL, ?I-) lF 8.199 3.l二I3 9.073

EZZ] E= 一JB68 3.ヱ35 丁.491

92
J(京生千ft田ビJt, 92.1 lF 53一一 3.抑 6.276

9ユー2
--.｣..

4.931 E= 5.704

92J l8F 4^20 2379 5.94l

EZ] ライカ木ttビル 93-1 4F lO.04一 1.9ユl 丁.445

93-2 7F 8.m 2n7 5.499

94 四谷テンポラリーオフィス ートl lF 4.朗 Em 1,(氾5

糾●2 2F En l.600 7.243

EZ] N8EBf工師事鞍♯.ホ-Jt, E3 lF 7.728 l_一7¢ 丁.002

96
ひたちP1)プレ 96-1 E= 5.087 lー8丁5 4.020

弥.2 5F 5.087 l.667 4.4u

96J E) ～.087 I.2暮0 8.534

97 群光広卓也本社 EZZ] E) 5.Sol l.92? 1026

EZZ] 3F 5.559 l.氾9 3.620

9丁■3 4F 5_559 2.083 3.552

98 グラスオフィス.ヒE7シマ 9一.I 1F 4.S72 2｣抑 3.45○

EZ] E= Eg I.412 4.839

98●3 4.-暮F 4.○73 I.450 ユ.195

99 京王プラザホテル♯* 押●1 3F 4_5d2 2,Oil l4.20l

n2 5F 4_l64 I.986 l3.954

99J -=■...- 5.1ユ一 ln1 8.l77

100 #JBロイヤ′レホテル loo.I 1F 51(X ユ_967 7.080

223 JrtII■ 5196 I.547 4.678

作&

●† ⊂=:=】
+e(

■甘 【=】くアウトヲ
イン>

くゾーン> E=

1○l
山の上ホテル 1○1●1 ▲■ 5^09 13eD Eg

)OI.2 E3 6J413 2.5CO 5159

1○I-3 3F 4.676 I.l88 5.452

101■ 5P 4.732 I.233 En
lO2 *書ワシントンホテル IO2 主.-. 5.d51 I.41I 10_70+

LOJ 朱暮事-ホテル 103Il IF 1l.792 l.暮l○ l238l

103.2 2P I.4事丁 l.921 12^6}

103J 3F 7.朗 1.602 9JN

lO314 Jiqqr 4.000 l396 5323

lO4 ホテル安Jtタブンド lO4..l LF 7_Z2I 1.一31 1一uけ5

104'2 2F 9.564 14CKI I,○:持

104J 暮叫 7.!け5 lj8 タ.1}丁

1○5 mP 1○5_1 IF I.暮7一 I.5JO 8.5d

10542 2F 7.1抄 1J438 ～.Jq4

lO6
d:Aコンテンボラリーア-

トミユージア▲

18各.1 ]F 9ユー5 2.l8? En
106L2 2F 5.勅 E= 4.050

ION 3F 6.一○丁 I.778 l39

l○7 暮Jt花J( )O7-I 2F 7.51† En 9.4q+

)07.2 3F 9.Ill 1683 lO,胡書

10113 4F l2333 2.l仰 A.57D

lO1■ 5F 15.dot 2351 7.446

LOB +A+ 10■.I lF 5.6lJ 3.040 6.7n

lO8_2 2F 5.068 3.000 En
ーCtJ JiZF+ 4.920 En Eg
l【■■ E) 4.857 2.一11 I.0～●

log
…山 IO? IF Eヨ I.750 8.593

l10
E)立丘内■甘★茂+.付A

#**

110bl
⊥⊥一

9.604 2.412 ll^q

110.2 lF 5.857 5.5(氾 En
EZ] 日本■早大苧件†廿 lll●Ⅰ E= 5.983 l.688 ).丁3)

11112 lF 古.○11 2_㈱ 1393

IllJ 2F 4,一殉 E= l.71一

lⅠ1■ 3F 4.‡2一 llI7 5.丁一5

Ill-5 4F 4.651 En I.lZ6

ll2 I..-rr: )l2.I IF 8.023 En 9.7T7

112-2 2F 7.764 I.313 I.lJ9

bZ] ■択市叔古台文化件書† )13.l E= 4.蜘 2.033 6.518

113-2 IF 6.421 2.576 l○329

)l3-3 中2F 4.～l 2.000 3.7n

llJl4 2F 5^4l 1)00 7.l～3

lL4 小Eglr氏ヰ書書 ll+I lF 3.仙 EZヨ 古,5○l

EEEZ] 2F 3.779 I6.OqO 0.7a

115 J[某休†書 )15.I IF 6.lZ5 lea l5&76

115-2 2F 7.053 2.660 6,628

11占 括fEl市Eia件た全件書ー 11古 IF ～.一■一 ユ.00 11478

117 J(某Bt巳舛L*泳+ 11丁 L-A; 5.046 1.‡87 13JOOO

1lt 書阿>'-A 1l一 1F 5.l29 1.丘～8 9,胡l1

11○
-;:.

ll9-I IF ～.005 王.甜 6.383

119_2 2F 5.29○ I.一15 En
120

玉堂兼棚 1二!○ IF 6.796 LlOO J.I一l

l2)
並LLJ蜘稚A美稚ー )2l_I tF 5.l一丁 I.800 2.1J8

l2l-2 2F 5.lS7 4.㈱ 0.742

l22
甘木れ亜美棚 lZ2-1 lap 6.748 Eg 5.Nl

lZ2-2 3F 5.060 4_l67 0.99一

122J 4F 4.704 Eg I.522

122.■ 5F 4.一27 2.667 )_20I

l23 千JEJL立美樹 123-1 IF 13JOn ユ.5～● ll.○丁¢

123-2 2F 6.573 I.?l3 4333

l24
Jt馬JL立近代兼棚.患史

E≡ヨ
1ユ■.l

_-L_;/
43SO l.コl4 I.834

124-2 tP lO.l84 l.8ユ5 15.619

lユ一I3 2F 7.268 3.160 4.535

1加■ 3F Eg I.6CO O.00O

125
I-l.､...

l25.I 83F 5.056 l.646 14.371

l25-2 81F 6ユ8一 I.845 163QZ

125.3 IF 9.コ一 2.0# 11州

125J 中2F 8.427 l.和 ～.8暮丁

Ⅰユ一 A.J二▼....: 126_l IF 4.丁}一 1.書15 5.577

1ヱ以 2F 5.04l EZZZ] ～1一5

l26.) 3F 4.943 1.78丘 EEヨ
l26J 4F 4.抑 l.864 I.15t

127 †生生T-トハウス l21-I IF 73a l.一g6 7.一2?

l27-2 2F 7.一12 IO.000 I.132

128 土FIl事妃念ヰ l2B IF 6.903 l.書15 6.4:汐

129 EE)Jf兼併 l29_1 IF 9.471 3.ー50 4.91丁

130 広島ボー代*柑 l30L1 BIT 6394 I.841 8_991

130.2 IF 8.088 2_585 81e7

I)I 丸t市才頼*一々現代美♯
甘.九■i8立ZgIせ

l3l_l En 4.950 I.522 7.?)6

13l_2 4F 4.950 I.9丁5 5,933
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作品

■† E= 諾 IfJ
くアウトヲ
イン>

くゾーン> u<ス>
rF品

+% E=
I●l

■号
++ くアクトヲ

イン> くゾーン> くパス>

132
式年I甘E念♯甘*書ー 132 IF 9.230 2.065 7.&75 I63

三■市大択JI区コミュニ

デイセンター
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3-3 各型にみる各種建築物の平面構成

各種建築物における平面構成の傾向を整理するために､クラスター分析を行った｡クラ

スター分析を行うために, <アウトライン>と<ゾーン>､ <ゾーン>と<パス>､ <パ

ス>と<アウトライン>のそれぞれを軸とし,各指標をもとに､固有値と寄与率を求め､

この寄与率により､平面構成の傾向を整理したo ここでは､定義した<アウトライン>､

<ゾーン>､ <パス>の指標をそれぞれ組み合わせることにより,建築平面を構成する上

で,外形､空間構成､動線が平面構成の特徴として､それぞれどのような相関がみられる

かを明らかにする｡
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3-3-1 <アウトライン>と<ゾーン>の散布図の分析

<アウトライン>と<ゾーン>の散布図では､これらの指標を基に､固有値と寄与率を

求め､その寄与率により判断した結果､平面構成においてA-Gの7つに分類された(図3

-3-1)｡これらの指標の組み合わせ､つまり外形の凹凸や伸長の度合いと室の配置の整列

性に着目することで,主に建築平面全体の空間構成がどのように形成され､建築平面の特

徴として､現れているかを明らかにする｡ A型は､ <ゾーン>の指標が非常に低く､主<

室>をもたず､小さな<室>を廊下に沿って整列させて複製する構成となっている｡B型は､

<アウトライン>の指標､ <ゾーン>の指標共に非常に低く､方形の外形の中を分割して

<室>が形成されており,主<室>に沿って小さな<室>を整列して配置する構成となっ

ている｡ C型は, <アウトライン>の指標､ <ゾーン>の指標共に低く､大きな<室>､小

さな<室>を共に等価に扱い,それらを連結する構成となっている｡ D型は<アウトライ

ン>の指標, <ゾーン>の指標が高くなっており､ 1つの大きな<室>に小さな<室>を内

包､あるいは付属的に配置する構成となっている｡E型は､ <アウトライン>の指標が高く､

<ゾーン>の指標が低くなっており､整列して配置した<室>群をある点を中心として放

射状に配置した構成となっている｡ F型は､ <アウトライン>の指標､ <ゾーン>の指標共
■■

に高く､ <室>群を連結する構成となっている｡ G型は､ <アウトライン>の指標, <ゾ

ーン>の指標共に非常に高く, <室>と<室>との距離を離して配置し,通路により繋げ

る分棟型の構成となっている｡
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注)グラフの補助メモリの簡隔は,クラスター分析u)結果による
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図3-3-1 <アウトライン>と<ゾーン>における散布図
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3-3-2 <ゾーン>と<パス>の散布図の分析

<ゾーン>と<パス>の散布図では､これらの指標を基に､固有値と寄与率を求め､そ

の寄与率により判断した結果,平面構成においてa-eの5つに分類された(図3-3-2)0

これらの指標の組み合わせ､つまり室の配置の整列性と人の活動に着目することで,主に

室の配置により動線がどのように生成され､それが建築平面の特徴として現れているかを

明らかにする｡ a型は､ <ゾーン>の指標､ <パス>の指標共に低く,廊下や階段等の通行

の為の<室>と滞在する為の<室>が､ <壁>によって明確に分割されたことによって動

線の短い構成となっている｡ b型は, <ゾーン>の指標が低く､ <パス>の指標が高くなっ

ており,一つの長い軸をもった動線から枝分かれした構成となっている｡ c型は､ <ゾーン

>の指標が高く､ <パス>の指標が低くなっており､廊下や階段の通行の為の<室>を中

心として滞在する為の<室>や吹抜けが放射状に配置された構成となっている｡ d型は､ <

ゾーン>の指標､ <パス>の指標共に高く､大きな<室>を中心に回遊性を持ち､そこか

ら付属的な<室>-と動線が張り巡らされた構成となっている｡ e型は､ <パス>の指標が

非常に高く､平面全体が流動的な構成となっている｡
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江)グラフの補助メモリの間隔は,クラスターi〉軒の結果による
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図3-3-2 <ゾーン>と<パス>における散布図
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3-3-3 <パス>と<アウトライン>の散布図の分析

<パス>と<アウトライン>の散布図では､これらの指標を基に､固有値と寄与率を求

め､その寄与率により判断した結果,平面構成においてα-Gの4つに分類された(図3_

3-3)｡これらの指標の組み合わせ､つまり人の活動と外形の凹凸や伸長の度合いに着目す

ることで,主に外形により動線がどのように生成され､それが建築平面の特徴として現れ

ているかを明らかにする｡ α型は, <パス>の指標､ <アウトライン>の指標共に低く､大

空間を有したワンルーム型の構成となっている｡ β型は､ <パス>の指標が低く､ <アウト

ライン>の指標が高くなっており､ワンルーム型の<室>群を集結させた構成となってい

る｡ γ型は, <パス>の指標が高く､ <アウトライン>の指標が低くなっており,大きな<

室>やコアを中心として､テラスやアプローチ等の外部空間との接点や<室>を周囲に配

置し､動線に回遊性をもたせた構成となっている｡ ¢型は､ <パス>の指標､ <アウトライ

ン>の指標共に高く､凹凸化や伸長化した外形に沿って動線を形成させた構成となってい

る｡
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江)グラフの補助メモリの間隔は,クラスター分析の結果による
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3-4 各類型にみる各種建築物の平面特性

指標毎の平面計画における対象事例の散布図の傾向から､ 16の型が明らかとなった｡結

果として,この16の型の組み合わせから､各種建築物は32の類型が得られた(表3_4_

1 )｡各類型における平面特性から各種建築物間の関係について以下に述べる｡

表3-4-1各種建築物の用途と32の類型

戸 集

建 合

住 住

宅 宅

公 大

蓋･蓋蓋悪妻重…歪董貢…霊…蓋喜霊宝志望蓋毒
集

設

A-a一望

A-b- r
A-b- g

A-d- cr

B-a- a

ら-b- γ

B-d- r

B-○二γ

C-a- a(

C-b- γ

C-c- α

C-d- γ

C-ら- γ

D-a- a

D-c- α

D-d- γ

E-a- β
E-b- o'

E-d- q

E-e- q

F-a- α

F-a- β
F-b- γ

F-b- cr

F-c- α

F-c- β
F-d- γ

F-d- g

F-○- J

G-a- β
G-d- o'
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1) A-a-α

ワンルーム型の<室>が配列複製的に配置

され､壁による明確な機能が分割され､それに

より動線が短小化されていることが挙げられ

る｡また,この類型は9事例確認され,これら

のうち3事例が美術館であり,平面特性と用途

の間に相関がみられた｡美術館以外の用途とし

て集合住宅､病院､ホテル,博物館､劇場･ホ

･
>
･

･l.'J!

76_2 桜町病院聖ヨハネホスピス2F

図3-4-1 平面モデル例

-ルなどが確認されたo集合住宅において､共

用廊下から各住戸に繋がることで,室が効率的に配置され,動線を短くし､壁により

明確に機能が分けられる平面構成がなされている｡また､病院において,室を規則的

に配置することで､患者のプライバシーを保護し､即座に患者に対するケアが行なえ

るように患者と病院側のスタッフが滞在する室同士を明確に分け,動線を短くするこ

とを計画された平面構成がなされている｡

表3-4-2 類型A-a-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

27-3 代官山ヒルサイドテラス 3F 1969 集合住宅

76-2 桜町病院聖ヨハネホスピス 2F 1994 病院

100-2 群馬ロイヤルホテル 基準階 1975 ホテノレ

101-4 山の上ホテル 5F 1980 ホテ′レ

124-1 群馬県立近代美術館.歴史博物館 地階 1974 美術館

136-2 飯田市小笠原史料館 2F 1999 美術館

137-2 群馬県立館林美術館 2F 2001 美術館

149-1 潟博物館 1F 1997 博物館

168-1 東京文化会館 B2F 1961 劇場.ホール
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2) A-b-γ

広<室>やコアに沿って<室>が配列複製

的に配置され,通路又は廊下の基本となる軸か

ら枝分かれした動線により回遊性が生まれて

いることが挙げられる｡また､この類型は15

事例確認され､これらのうちホテルが4事例､

大学と庁舎がそれぞれ3事例ずつみられ､平面

特性と用途の間に相関がみられた｡これらの用

59-3 筑波大学体育芸術専門学校群中央棟4F

図3-4-2 平面モデル例

途以外に大学､病院,事務所､ホテル､体育館､美術館､博物館などが確認された｡

事務所や庁舎において,大きい<室>やコアを中心とし､そのコアから主要な通路を

通り､各事務所や会議室､または議員の控え室-と繋がる平面構成がなされている｡

これは､ホテルにおける通路から各宿泊室-と繋がる平面構成や大学における廊下か

ら各教室や研究室-と繋がる平面構成において類似がみられる｡

表3-4-3 類型A-b-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設車■ 用途

58-3 金沢工業大学本館 3F 1969 大学
59-3 筑波大学体育芸術専門学群中央棟 4F 1974 大学
59-5 筑波大学体育芸術専門学群中央棟 6F 1974 大学
76-1 桜町病院聖ヨハネホスピス 1F 1994 痛院

96-3 ひたち野リフレ 6F 1998 事務所

99-3 京王プラザホテル本館 基準階 1971 ホテノレ

101-1 山の上ホテル 地階 1980 ホテル

101-3 山の上ホテル 3F 1980 ホテル

102 新宿ワシントンホテル 地階 1983 ホテル

111-4 日本歯科大学体育館 3F 1970 体育館
131-1 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館.丸亀市立図書 2/3F 1991 美術館

135 熊野古道なか-ち美術館 1F 1997 美術館

143-4 国立民族学博物館 4F 1977 博物館

151-4 神奈川県新庁舎 7F 1966 庁舎

152-1 萩市庁舎 1F 1974 庁舎

153-1 佐久市庁舎 1F 1975 庁舎

3) A-b-o

<室>が配列複製的に配置され､その室や凹凸化もしくは伸長化した外形に沿うよ

うに動線が､形成されることが挙げられる｡また､この類型は7事例確認され､集合
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住宅､大学,公立図書館,福祉施設､ホテル､

博物館と多様な用途事例がみられ､平面特性と

用途の間に相関がみられた｡この類型において

は集合住宅においては住戸､大学においては教

室や研究室､福祉施設においては居室､ホテル

においては客室として同様に廊下に対して連

続的に配置しながら､全体の外形は複雑化した

平面となっている｡

79_1 八代市立保寿寮1F

図3-4-3 平面モデル例

表3-4-4 類型A-b-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 蓋.圭-. 用途

26-1 晴海高層アパート 1F 1958 集合住宅

58-2 金沢工業大学本館 2F 1969 大学

63-1 金沢市立図書館 地階 1978 公立図書館

79-1 八代市立保寿寮 1F 1994 福祉施設

79-2 八代市立保寿寮 2F 1994 福祉施設

104-3 ホテル安比グランド 基準階 1990 ホテノレ

140-1 倉吉博物館 1F 1973 博物館

4) A-d-o

広<室>を中心に<室>が配列複製的に配

置されることにより､外形が凹凸化･伸長化し､

動線が形成されていることが挙げられる｡ま

た､この類型は3事例確認され,このうち特徴

的な事例として体育館が確認された｡アリーナ

という広<室>を中心に多くの諸室が不整列

に配置された平面構成となっている｡

26_3 晴海高層アパート4/5//7/8/lop

園3-4-4 平面モデル例

表3-4-5 類型A-d-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

26丁3 晴海高層アパート 4/5/7/8/lop 1958 集合住宅

26-4 晴海高層アパート 3/6/9F 1958 集合住宅

115-1 東京体育館 1F 1990 体育俸
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5) B-a-α

主室に対して<室>の配置を整列させるこ

とにより,明確に機能が分節され,動線が短小

化されていることが挙げられる｡また､この類

型は16事例確認され､これらのうち8事例が

戸建住宅であり､平面特性と用途の間に相関が

みられた｡戸建住宅以外の用途として,大学図

ド
7 私の家

書館,事務所,美術館､博物館,庁舎､店舗など 園3-4-5 平面モデル例

が確認されたo主室の空間を､戸建住宅においては,居間や食堂､事務所では事務室

やエントランスホール､店舗では売場とし,それらに対して､戸建住宅においては､

寝室や書斎､事務所においては倉庫や会議室､店舗においては､トイレや倉庫等が配

置されている｡このようにワンルームを残しつつ,壁により明確に機能を分け､動線

が短くなることを背景とし､機能を明確に分節し､付属的に室が配置されたこれらの

用途の平面構成において類似がみられる｡

表3-4-6 類型B-a-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

1-2 立体最′ト限住居 2F 1950 戸建住宅

2-1 増沢邸 1F 1952 戸建住宅

2-2 増沢邸 2F 1952 戸建住宅

6-3 吉阪邸く自邸〉 3F 1955 戸建住宅

7 私の家 1F 1956 戸建住宅

10-2 方南町の家(南台町の家)く自邸〉 2F 1957 戸建住宅

EⅠ王】スカイハウス 1F 1958 戸建住宅
12-2 軽井沢の山荘 2F 1963 戸建住宅

68-2 武庫川学院公江記念図書館 中2F 1968 大学図書館

96-2 ひたち野リフレ 5F 1998 事務所

98-3 グラスオフィス.ヒロシマ 4-8F 2001 事務所

124-4 群馬県立近代美術館.歴史博物館 3F 1974 美術館

138-2 生駒山宇宙科学館 2F 1969 博物館

158-2 直島町役場 2F 1983 庁舎

184-1 ルイ.ヴィトン表参道 B2F 2002 店舗

184-2 ルイ.ヴィトン表参道 BIF 2002 店舗
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6) B-b-γ

主室に対して<室>の配置を整列させ､通路

又は廊下の基本となる軸から枝分かれした動

線により回遊性が生まれていることが挙げら

れる｡また､この類型は11事例確認され,こ

れらのうち劇場･ホールが3事例､図書館と事

務所がそれぞれ2事例ずつみられ､平面特性と 169_6 日生劇場5F

用途の間に相関がみられた｡これらの用途以外 図3-4-6 平面モデル例

に大学､ホテル,競技場､博物館などが確認された｡劇場･ホール､図書館や事務所

において､主室となる空間を中心とし､その空間から主要な通路を通り､各室-と繋

がる平面構成がなされている｡これは､ホテルにおける通路から各宿泊室-と繋がる

平面構成や大学における廊下から各教室や研究室-と繋がる平面構成において類似

がみられる｡

表3-4-7 類型B-b-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

60-5 公立はこだて未来大学 5F 2000 大学

64-2 藤枝市立図書館 2F 1979 公立図書館
68-4 武庫川学院公江記念図書館 3F 1968 大学図書館

94-2 四谷テンポラリーオフィス 2F 1990 事務所

98-2 グラスオフィス.ヒロシマ 2F 2001 事務所

103-4 筑波第一ホテル 基準階 1983 ホテル

119-2 遊水館 2F 1997 競技場

146-1 八代市立博物館.未来の森ミュージアム 1F 1991 博物館

169-6 日生劇場 5F 1963 劇場.ホール

173-3 国立文楽劇場 3F l983 劇場.ホール

175-4 なんばグランド花月 3F 1987 劇場.ホール

40



7) B-d-γ

主室に対して<室>の配置を整列させ,動線

に回遊性が生まれていることが挙げられる｡ま

た､この類型は1事例確認され､競技場､主に

野球場として.使用される福岡ドームのみであ

る｡また主室に対して<室>を配列する特徴を

もつB型において､広<室>を中心に<室>を 118 福岡ドーム1F

配列し回遊性が特徴的なd型の特徴を合わせも 図3-4-7 平面モデル例

つ類型もこの1事例である｡この類型が他に類を見ない特異な平面特性をもつことが

分かる｡

表3-4-8 類型B-d-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

118 福岡ドーム 1F 1993 競技場

8) B-e-γ

主室に対して<室>の配置を整列させ､流動

的な平面構成としながら動線に回遊性をもた

せた構成となっていることが挙げられる｡ま

た､この類型は2事例確認され､ホテル､美術

館のそれぞれ1事例が確認られた｡ホテルにお

いては大宴会場､美術館においては収蔵庫や機

械室などの主室に対して､その他の室が配置さ
125_1 東京都美術館B3F

図3-3-8 平面モデル例
れている｡それぞれ､サービスや作業のための動

線を重視し､効率的かつ自由な室の移動が可能な平面特性をもつことが特徴となって

いる｡

表3-4-9 類型B-e-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

99-2 京王プラザホテル本館 5F 1971 ホテル

125-1 東京都美術館 B3F 1975 美術館
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9) C-a-α

大きな<室>と小さな<室>を等価に連結

した構成となっており､また一般の室に対して

廊下などの移動のための室が少なく動線が短

小化されていることが挙げられる｡また､この

類型は41事例確認され､これらのうち事務所

が8事例,店舗が7事例､戸建住宅が6事例み

られ､平面特性と用途の間に相関がみられた.こ

87_2 ポーラ五反田ビル基準階

図3-4-9 平面モデル例

れらの用途以外に公立･大学図書館､体育館,美術館､庁舎,集会施設､劇場･ホー

ルなどが確認され,用途としては多様な13種類が含まれる｡動線を考慮した上で,

廊下を介さずに必要な室を配置することにより効率的な平面をもつことが特徴とな

っている｡
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表3-4-1 0 類型c-a-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

4-2 有富邸(代々木の家) 2F 1953 戸建住宅
9-1 ヴイツラ.クウクウ 1F 1957 戸建住宅
13 地の家 1F 1966 戸建住宅

15-1 自の家 1F 1967 戸建住宅
16-1 粟津邸 B2F 1972 戸建住宅
22-2 南青山の家 2F 1981 戸建住宅
37-1 ゆかり文化幼稚園 地階 1967 幼稚囲
61-2 堺市立図書館 中2F 1971 公立図書館
67 不知火町立美術館TL図書館 1F 1999 公立図書館

69-2 東京経済大学図書館 BIF 1968 大学図書館
73-4 同志社大学図書館 3F 1973 大学図書館
86-2 日本アイ.ビ.エム本社ビル 2F 1971 事務所
87-2 ポーラ五反田ビル 基準階 1971 事務所
94-1 四谷テンポラリーオフィス 1F 1990 事務所
96-1 ひたち野リフレ 1F 1998 事務所
97-1 読売広告社本社 1F 2000 事務所
97-2 読売広告社本社 3F 2000 事務所
97-3 読売広告社本社 4F 2000 事務所
98-1 グラスオフィス.ヒロシマ 1F 2001 事務所
106-2 直島コンテンポラリーアートミュージアム 2F 1992 ホテノレ

111-1 日本歯科大学体育館 地階 1970 体育館
111-2 日本歯科大学体育館 1F 1970 体育鋸
113-3 藤沢市秋吉台文化体育館 中2F 1984 体育館
121-1 遠山記念館付属美術館 1F 1970 美術館
126-4 熊本県立美術館 4F 1976 美術館
136-1 飯田市小笠原史料館 1F 1999 美術館
146-2 八代市立博物館.未来の森ミュージアム 2F 1991 博物館
149-5 潟博物館 7F 1997 博物館
152-3 萩市庁舎 中2F 1974 庁舎
152-4 萩市庁舎 中3F 1974 庁舎
160-1 入来町児童館 1F 1972 集会施設
167-2 白石市情報センター 2F 1997 集会施設
168-2 東京文化会館 BIF 1961 劇場.ホール
171-3' 岩手県民会館 3F 1973 劇場.ホール
182-2 紫野和久博 2F 1995 店舗
184-10 ルイ.ヴィトン表参道 8F 2002 店舗
184-3 ルイ.ヴィトン表参道 1F 2002 店舗
184-4 ルイ.ヴィトン表参道 2F 2002 店舗

184-7 ルイ.ヴィトン表参道 5F 2002 店舗

184-8 ルイ.ヴィトン表参道 6F 2002 店舗

184-9 ルイ.ヴィトン表参道 7F 2002 店舗
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10) C-b-γ

いくつかの大きな<室>と小さな<室>を

有し,通路又は廊下の基本となる軸から枝分か

れした動線により回遊性が生まれていること

が挙げられる｡また､この類型は15事例確認

され､これらのうち美術館,庁舎が3事例ずつ､

戸建住宅と劇場･ホールがそれぞれ2事例ずつ

みられ､平面特性と用途の間に相関がみられた｡

126_1 熊本県立美術館1F

図3-4-10 平面モデル例

これらの用途以外に幼稚園､大学,事務所､博物館,集会施設などが確認されたo
こ

の類型では､日常的な動線となる通路をもちながら､美術館であれば展示室､庁舎で

あればホールや事務室のような大きな<室>のいくつかの出入口により､動線に回遊

性をもたらしていることが特徴となっている｡

表3-4-1 1類型C-b-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

10-1 方南町の家(南台町の家)く自邸〉 1F 1957 戸建住宅

24-1 ROTUNDA 4F 1987 戸建住宅

42-2 白浜幼児園 2F 2001 幼稚固

60-2 公立はこだて未来大学 2F 2000 大学

84-2 青山タワービル 1F 1969 事務所

126-1 熊本県立美術館 1F 1976 美術館

126-3 熊本県立美術館 3F 1976 美術館

131-2 丸亀市猪熊弦一郎現代美術館.丸亀市立図書 4F 1991 美術館

144-1 佐野市郷土博物館 1F 1983 博物館

151-1 神奈川県新庁舎 1F 1966 庁舎

155-3 神岡町役場 3F 1978 庁舎

l57-2 前橋市庁舎 基準階 1b81 庁舎

167-i 白石市情報センター 1F 1997 集会施設

171-4 岩手県民会館 4F 1973 劇場.ホール

174-2 洗足学園大学前田ホール 2F 1984 劇場.ホール

ll) C-c-α

いくつかの大きな<室>と小さな<室>を有し､廊下や階段の通行の為の<室>を

中心として滞在する為の<室>や吹抜けが放射状に配置されたことが挙げられる｡ま

た､この類型は5事例確認され､これらのうち戸建住宅が3事例みられ､平面特性と
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用途の間に相関がみられた｡これらの用途以

外に大学図書館､博物館が確認された.この

類型においては個々の室は独立性の高い空間

としながら､通路空間に吹き抜けやテラスを

面して配置することにより活動的,または視

覚的に流動性をもたらしていることがうかが

える｡

)岩喜i

17-2 住吉の長屋2F

図3-4-1 1 平面モデル例

表3-4-1 2 類型c-c-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

17-2 住吉の長屋 2F 1976 戸建住宅
19-1 塚田邸 1F 1980 戸建住宅
22-3 南青山の家 3F 1981 戸建住宅
70-3 芝浦工業大学大宮図書館 2F 1971 大学図書館
142-3 奈良県立民俗博物館 2F 1974 博物館

12) C-d-γ

広<室>やコアを中心にその周辺に室が配

置され､動線に回遊性が生まれていることが挙

げられる｡また､この類型は45事例確認され､

これらのうち8事例が劇場･ホール､ 7事例が

博物館であり､平面特性と用途の間にそれぞれ

相関がみられたo これらの用途以外に幼稚園､

小学校､高校､大学､公立図書館､大学図書館､

事務所､旅館､体育館､美術館､庁舎､集会施

173-1 国立文楽劇場IF

図3-4-12 平面モデル例

設､工場などが確認された.広<室>やコアとなる室は､劇場･ホールにおいては舞

台や客席､奈落であり､博物館においては常設展示室や収蔵庫､記念ホールとなり､

これらを中心に､他の室が配置され､それらに沿うように動線がつくられているため､

回遊性が生まれている｡
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表3-4-1 3 類型C-d-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

42-1 白浜幼児園 1F 2001 幼稚固

49-1 御杖小学校 1F 1998 小学校

49-2 御杖小学校 2F 1998 小学校

56-1 国際聖マリア学院 地階 1972 高校

60-1 公立はこだて未来大学 1F 2000 大学

61-1 堺市立図書館 1F 1971 公立図書館

61-3 堺市立図書館 2F 1971 公立図書館

68-1 武庫川学院公江記念図書館 1F 1968 大学図書館

68-3 武庫川学院公江記念図書館 2F 1968 大学図書館

71-2 東北大学付属中央図書館 1F 1972 大学図書館

73-1 同志社大学図書館 半地下 1973 大学図書館

86-1 日本アイ.ビ.エム本社ビル 1F 1971 事務所

86-3 日本アイ.ビ.エム本社ビル 基準階 1971 事務所

88-1 大同生命本社ビル 1F 1972 事務所

92-1 東京堂千代田ビル 1F 1977 事務所

92-2 東京堂千代田ビル 基準階 1977 事務所

108-1 掬水草 1F 1990 旅館

110-2 国立屋内総合競技場.付属体育館 1F 1964 体育鱒

113-1 藤沢市秋吉台文化体育館 地階 1984 体育鋸

113-4 藤沢市秋吉台文化体育館 2F 1984 体育俸

126-2 熊本県立美術館 2F 1976 美術館

133 浅蔵五十吉美術館 1F 1993 美術館

138-1 生駒山宇宙科学館 1F 1969 博物館

139-1 北海道開拓記念館 1F 1971 博物館

141 瀬戸内海歴史民俗資料館 1F 1973 博物館

142-1 奈良県立民俗博物館 地階 1974 博物館

142-2 奈良県立民俗博物館 1F 1974 博物館

147-1 中原中也記念館本館 1F 1993 博物館

148 新美南吉記念館 1F 1994 博物館

151-2 神奈川県新庁舎 4F 1966 庁舎

151-3 神奈川県新庁舎 6F 1966 庁舎

155-1 神岡町役場 1F 1978 庁舎

157-1 前橋市庁舎 1F 1981 庁舎

158-1. 直島町役場 1F 1983 庁舎

159-1 沖縄県合同庁舎 1F 1990 庁舎

167-3 白石市情報センター 3F 1997 集会施設

171-1 岩手県民会館 1F 1973 劇場.ホール

171-2 岩手県民会館 2F 1973 劇場.ホール

172-2 国立能楽堂 2F 1983 劇場.ホール

173-1 国立文楽劇場 1F 1983 劇場.ホール

173-2 国立文楽劇場 2F 1983 劇場.ホール

174-i 洗足学園大学前田ホール 1F 1984 劇場.ホール

178 大社文化プレイス 1F 1999 劇場.ホール

179 苓北町民ホール 1F 2002 劇場.ホール

185 サンアクアTOTO本社工場 1F 1994 工場
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13) c-e-γ

いくつかの大きな<室>と小さな<室>を

有し,大きな<室>やコアを中心として､テラ

スやアプローチ等の外部空間との接点や<室

>を周囲に配置し､動線に回遊性を生み出しな

がら流動的な空間構成となっていることが挙

げられる｡また,この類型は5事例確認され､

用途としてはホテル,体育館､競技場､劇場･

ホール､店舗が1事例ずつ確認された｡この類

116 酒田市国体記念体育館1F

図3-4-13 平面モデル例

型には､エントランスホールやプラザなど目的室とは異なる空間を有する平面が多く

みられ､効率性よりも回遊性などを重視した平面特性が特徴となっている｡

表3-4-1 4 類型c-e-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

99-1 京王プラザホテル本館 3F 1971 ホテル

116 酒田市国体記念体育館 1F 1991 体育館

117 東京辰巳国際水泳場 地階 1993 競技場
172-1 国立能楽堂 1F 1983 劇場.ホール
180-3 西武百貨店大津店 6F 1976 店餅

14) D-a-α

1つの大きな<室>に小さな<室>を内包､

あるいは付属的に配置しており､また一般の室

に対して廊下などの移動のための室が少なく

動線が短小化されていることが挙げられる｡ま

た､この類型は25事例確認され,これらのう

ち戸建住宅が8事例､店舗が4事例,事務所が

3事例みられ､平面特性と用途の間に相関がみ

られた｡これらの用途以外に旅館､体育館､美

183-1 hhstyle.comlF

園3-4-1 4 平面モデル例

術館､博物館などが確認された｡この類型においては､動線を考慮した上で､必要な

室が廊下を介さず配置されることにより効率的な平面をもつことが特徴となってい

る｡
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表3-4-1 5 類型D-a-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

3 SⅠト1 1F 1953 戸建住宅

5 住宅No.20 1F 1954 戸建住宅

6-2 吉阪邸く自邸〉 2F 1955 戸建住宅

9-2 ヴイツラ.クウクウ 2F 1957 戸建住宅

12-1 軽井沢の山荘 1F 1963 戸建住宅

14-1 自の家 1F 1966 戸建住宅

15-2 @%KAH 2F 1967 戸建住宅

22-1 南青山の家 1F 1981 戸建住宅

64-1 藤枝市立図書館 1F 1979 公立図書館

84-l 青山タワービル BIF 1969 事務所

89-2 東京海上ビル 基準階 1974 事務所

90-2 山之内製薬本社ビル 基準階 1975 事務所

108-3 掬水亭 基準階 1990 旅館

108-4 掬水亭 6F 1990 旅館

111-3 日本歯科大学体育館 2F 1970 体育館
111-5 日本歯科大学体育館 4F 1970 体育鋸

122-3 栃木県立美術館 4F 1972 美術館

122-4 栃木県立美術館 5F 1972 美術館

145-1 神長宮守矢資料館 1F 1991 博物館

149-2 潟博物館 4F 1997 博物館

153-4 佐久市庁舎 基準階 1975 庁舎

182-1 紫野和久侍 1F 1995 店舗

183-1 hhstyle.com 1F 2000 店舗

183-3 hhstyle.com 3F 2000 店舗

184-6 ルイ.ヴィトン表参道 4F 2002 店舗

15) D-c-α

1つの大きな<室>に小さな<室>を内包,

あるいは付属的に配置しており,廊下や階段の

通行の為の<室>を中心として滞在する為の

<室>や吹抜けが放射状に配置されたことが

挙げられる｡また,この類型は30事例確認さ

れ､これらのうち戸建住宅が11事例､幼稚園､

博物館､店舗がそれぞれ3事例ずつみられ､平

面特性と用途の間に相関がみられた｡これらの
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用途以外に大学図書館,事務所､美術館などが確認された｡この類型においては大き

な室に対して吹き抜けを内包,もしくは近接して配置し､上下の階の連続性を意識し

たものが多くみられた｡

表3-4-1 6 類型D-c-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

l王】立体最小限住居 1F 1950 戸建住宅
6-1 吉阪邸く自邸〉 1F 1955 戸建住宅

ll-2 スカイハウス 2F 1958 戸建住宅

14-2 白の家 2F 1966 戸建住宅

16-2 粟津邸 BIF 1972 戸建住宅

19-2 塚田邸 2F 1980 戸建住宅

20 光格子の家 1F 1980 戸建住宅

23-2 シルバーハット 2F 1984 戸建住宅

25-1 小さな家 地階 2000 戸建住宅

25-2 小さな家 1F 2000 戸建住宅

25-3 小さな家 2F 2000 戸建住宅

29-1 中銀カプセルタワー 1F 1972 集合住宅

38-1 自由学園幼児生活団 1F 1967 幼稚囲

38-2 自由学園幼児生活団 2F 1967 幼稚囲

41-2 板橋さざなみ幼稚園アネックス2 2F 2000 幼稚固

69-1 東京経済大学図書館 B2F 1968 大学図書館

69-4 東京経済大学図書館 中2F 1968 大学図書館

84-3 青山タワービル 基準階 1969 事務所

85-1 菊池色素工業本社ビル 1F 1969 事務所

114-2 小国町民体育館 2F 1988 体育館

121-2 遠山記念館付属美術館 2F 1970 美術館

122-2 栃木県立美術館 3F 1972 美術館

145-2 神長官守矢資料館 2F 1991 博物館

146-3 八代市立博物館.未来の森ミュージアム 3F 1991 博物館

146-4 八代市立博物館.未来の森ミュージアム 4F 1991 博物館

155-2 神岡町役場 2F 1978 庁舎

162-2 和気町中央公民館 2F 1970 集会施設

182-3 紫野和久博 3F 1995 店舗

183-2 hhstyle.com 2F 2000 店舗

184-5 ルイ.ヴィトン表参道 3F 2002 店舗

49



16) D-d-γ

室が､広<室>やコアを中心に､付属的に配

置され､動線もそれに沿うように張り巡らされ

ているため､回遊性が生まれていることが挙げ

られる｡また､この類型は37事例確認され､

これらのうち9事例が劇場･ホール,大学図書

館が5事例と事務所がそれぞれ6事例みられ､ 73_2 同志社大学図書館1F

平面特性と用途の間にそれぞれ相関がみられた｡図3-4-1
6 平面モデル例

これらの用途以外に幼稚園､小学校,大学､ホテル､旅館､体育館､競技場,博物館､

庁舎､集会施設､店舗などが確認された｡広<室>やコアとなる室は､劇場･ホール

においては,奈落やホワイエ､大学図書館においては､視聴覚室や開架閲覧室､事務

所においては､上下階を移動するエレベータであり､これらを中心に機械室や事務室､

ゼミ室等の室が付属的に配置されている｡
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表3-4-1 7 類型D-d-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

41-1 板橋さざなみ幼稚園アネックス2 1F 2000 幼稚囲
48-3 弘道′ト学校 2F 1991 ′J､学校
60-3 公立はこだて未来大学 3F 2000 大学
60-4 公立はこだて未来大学 4F 2000 大学
62-2 東京都立中央図書館 2F 1972 公立図書館
69-3 東京経済大学図書館 1F 1968 大学図書館
70-1 芝浦工業大学大宮図書館 地階 1971 大学図書館
71-1 東北大学付属中央図書館 BIF 1972 大学図書館
7l-3 東北大学付属中央図書館 2F 1972 大学図書館
73-2 同志社大学図書館 1F 1973 大学図書館
83-1 霞が関ビルディング 2F 1968 事務所
83-2 霞が関ビルディング 基準階 1968 事務所
85-2 菊池色素工業本社ビル 基準階 1969 事務所
88-2 大同生命本社ビル 基準階 1972 事務所
91-2 三井物産ビル 基準階 1976 事務所
92-3 東京堂千代田ビル 18F 1977 事務所
100-1 群馬ロイヤルホテル 1F 1975 ホテル

108-2 掬水亭 2F 1990 旅館
114-1 小国町民体育館 1F 1988 体育館
119-1 遊水館 1F 1997 競技場
139-2 北海道開拓記念館 2F 1971 博物館
149-3 潟博物館 5F 1997 博物館
149-4 潟博物館 ■6F 1997 博物館
158-3 直島町役場 3F 1983 庁舎
162-1 和気町中央公民館 1F 1970 集会施設
166 熊本県営新渡鹿団地集会所 1F 1993 集会施設

169-1 日生劇場 1F 1963 劇場.ホール
169-2 日生劇場 2F 1963 劇場.ホール
169-3 日生劇場 中3F 1963 劇場.ホール
169-4 日生劇場 3F 1963 劇場.ホール
169-5 日生劇場 4F 1963 劇場.ホール
170-1 群馬県民会館 1F 1971 劇場.ホール
170-2 群馬県民会館 2F 1971 劇場.ホール
175-1 なんばグランド花月 BIF 1987 劇場.ホール
175-3 なんばグランド花月 2F 1987 劇場.ホール
180-1 西武百貨店大津店 1F 1976 店舗
180-2 西武百貨店大津店 4F 1976 店舗
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17) E-a-β

壁により明確に機能分けされたワンルーム

型の<室>群が中心性をもって配置されたこ

とが挙げられる｡また､この類型は4事例確認

され､福祉施設が2事例､中学校,博物館がそ

れぞれ1事例ずつみられた｡特徴として､室群

が機能毎に分棟的に外部を介して配置されて

いるものが多くみられた｡ E型の特性を持つ平

82_1 吉川油脂寄宿舎1F

園3-4-17 平面モデル例

面は､この類型以外は<パス>と<アウトライン>においてすべてG型の特性をもつ

類型に含まれており､また<ゾーン>と<パス>においてもa型の特性をもつ類型は

他にはなく,特徴的な類型であるといえる｡

表3-4-1 8 類型E-a-βにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

52-1 田野畑中学校 1F 1973 中学校

78-2 野中保育園 2F 1972 福祉施設

82-1 吉川油脂寄宿舎 1F 1993 福祉施設

143-5 国立民族学博物館 屋上 1977 博物館

18) E-b-o

<室>の集合が中心となり､その室や凹凸化

もしくは伸長化した外形に沿うように動線が､

形成されることが挙げられる｡また､この類型

は24事例確認され､これらのうち5事例が集

合住宅､ 4事例が美術館であり､平面特性と用

途の間にそれぞれ相関がみられた｡これらの用

途以外に幼稚園､中学校､高校､公立図書館､

事務所､ホテル､庁舎､集会施設などが確認され

55-4 岩出山中学校3F

図3-4-18 平面モデル例

た｡集合住宅において､中心となる中庭や子供の遊び場などに沿うように共用廊下が

設けられ､そこから枝分かれした廊下の先に各住戸がそれぞれ配置される平面構成が
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なされている｡また中学校において､中庭を中心とし､廊下を通じて各教室や調理室,

図書館､職員室などが不整列に配置された平面構成がなされている｡

表314-1 9 類型E-b-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

27-2 代官山ヒルサイドテラス 2F 1969 集合住宅
28 桜台コートビレッジ 4F 1970 集合住宅

31-1 芦屋浜高層住宅 住戸階 1979 集合住宅
32 つくば.さくら団地 基準階 1985 集合住宅
36 松が丘の集合住宅TRⅠNⅠTE' 1F 1997 集合住宅
39 藤野幼児園 1F 1975 幼稚囲

53-1 川和中学校 1F 1980 中学校
53-3 川和中学校 3F 1980 中学校
55-4 岩出山中学校 3F 1996 中学校
57-1 早稲田大学本庄高等学院 地階 1983 高校
63-2 金沢市立図書館 1F 1978 公立図書館
63-3 金沢市立図書館 2F 1978 公立図書館
93-1 ライカ本社ビル 4F 1989 事務所
95 NBK関工園事務棟.ホール棟 1F 1992 事務所

105-1 HOTELP 1F 1992 ホテル

105-2 HOTELP 2F 1992 ホテル

125-4 東京都美術館 中2F 1975 美術館
127-1 資生堂アートハウス 1F 1978 美術館
134-1 奈義町現代美術館 1F 1994 美術館
137-1 群馬県立館林美術館 1F 2001 美術館
154-1 和木町庁舎 1F 1975 庁舎
l56-2 名護市庁舎 2F 1981 庁舎
163-1 三鷹市大沢地区コミュニティセンター 1F 1973 集会施設
163-3 三鷹市大沢地区コミュニティセンター 3F 1973 集会施設

19) E-d-o

広<室>や<室>群を中･Lとした配置がな

され､外形が凹凸化･伸長化されることにより､

動線が各室-と張り巡らされ､回遊性が生まれ

ていることが挙げられる｡また､この類型は

15事例確認され,これらのうち3事例が集合

住宅であり､平面特性と用途の間に相関がみら

れた｡集合住宅以外の用途として中学校､図書

館､福祉施設､ホテル,旅館､美術館､博物館､
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109 海楢葉山1F

図3-4-19 平面モデル例



庁舎などが確認された｡児童福祉施設においては保育室､集合住宅においてはリビン

グ､博物館においては中庭を中心に動線における回遊性がみられた.また,目的に合

わせた大きさの<室>を中心に回遊性をもたせることによって,その中心に滞留空間

を形成する｡この類型は､人々の意識を回遊性のある<室>の中心に向けることによ

り,児童の安全性の確保を図る目的が背景としてあらわれ､中心となる<室>と対比

的に､個の空間がつくり出され,中心から外周-向かって､静から動､動から静の性

質-のヒエラルキーをもった空間を形成するものとしてこれらの用途における平面

構成との類似がみられる｡

表3-4-20 類型E-d10における各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

31-2 芦屋浜高層住宅 共用階 1979 集合住宅

33 ユーコート 1F 1985 集合住宅

35 熊本県営保田窪第一団地 1F 1991 集合住宅

54 大瀬中学校 1F 1992 中学校

66-2 宮城県図書館 2F 1998 公立図書館

78-1 野中保育園 1F 1972 福祉施設

103-3 筑波第一ホテル 3F 1983 ホテル

109 海椿葉山 1F 1999 旅館

132 式年遷宮記念神宮美術館 1F 1993 美術館

143-1 国立民族学博物館 1F 1977 博物館

143-3 国立民族学博物館 3F 1977 博物館

150-3 牧野富太郎記念館 本館2F 1999 博物館

153-2 佐久市庁舎 2F 1975 庁舎

154-3 和木町庁舎 3F 1975 庁舎

161 鳥取砂丘子供の国児童館 1F 1973 集会施設

20) E-e-o

中心性を持った<室>が群を成すように配

置され､外形が､凹凸化･伸長化されることに

より､動線が流動的な平面が形成されることが

挙げられる｡また､この類型は7事例確認され､

これらのうちホテルと美術館がそれぞれ2事

例ずつみられ､平面特性と用途の間にそれぞれ

相関がみられた｡これらの用途以外に､集合住
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宅､庁舎､劇場･ホールなどが確認された｡中心性を持つ<室>として､ホテルにお

いては宴会場やホワイエ､オリエンテーションホール､美術館においては企画･公募

展示室やアトリエであり､これらを不整形に配置させることにより､流動的な平面と

なっている｡

表3-4121類型E-e-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

26-2 晴海高層アパート 2F 1958 集合住宅

103-2 筑波第一ホテル 2F 1983 ホテル

104-1 ホテル安比グランド 1F 1990 ホテル

124-2 群馬県立近代美術館.歴史博物館 1F 1974 美術館

125-3 東京都美術館 1F 1975 美術館

159-2 沖縄県合同庁舎 6F 1990 庁舎

177-2 東京国際フォーラム 6F 1997 劇場.ホール

21) F-a-α

ワンルーム型となる大きな室に対し､壁による

明確な機能分けがされた<室>群を配置する

ことにより動線の短小化されていることが挙

げられる｡また､この類型は11事例確認され､

戸建住宅が4事例､図書館､美術館ががそれぞ

れ2事例ずつみられ､平面特性と用途の間に相

関がみられた｡これらの用途以外に集合住宅､
8 栗の木のある家

図3-4-21 平面モデル例
ホテル､博物館などが確認された｡大きな室とし

て戸建住宅においてはリビング､図書館と美術館においては展示室があり､その他の

付属的な室群がコンパクトな動線にてつながれていることが用途は異なるものの類

似した特性を見出した｡
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表3-4-22 類型F-a-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

8 栗の木のある家 1F 1956 戸建住宅

21 藤井邸(南方騎ケ原の家) 2F 1981 戸建住宅

24-2 ROTUNDA 5F 1987 戸建住宅

25-4 小さな家 3F 2000 戸建住宅

27-1 代官山ヒルサイドテラス 1F 1969 集合住宅

66-4 宮城県図書館 4F 1998 公立図書館

70-2 芝浦工業大学大宮図書館 1F 1971 大学図書館

106-3 直島コンテンポラリーアートミュージアム 3F 1992 ホテル

120 玉堂美術館 1F 1961 美術館

123-2 千葉県立美術館 2F 1974 美術館

147-2 中原中也記念館本館 2F 1993 博物館

?2) F-a-B

壁による明確の機能分けされたワンルーム型

の<室>の連結により動線の短小化が図られ

ていることが挙げられる｡また､この類型は7

事例確認され,小学校､博物館がそれぞれ2事

例ずつみられ､平面特性と用途の間に相関がみ

られたo これらの用途以外に大学図書館､ホテ

ル､集会施設などが確認された｡小学校におい

ては各教室が,博物館においては展示室がそれ

ぞれ明確な廊下を持たず連結されており平面構

成に類似性がみられる｡

享
144_2 佐野市郷土博物館2F

図3-4-22 平面モデル例

表3-4-23 類型F-a-βにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

44-2 真駒内小学校 2F 1963 ′小学校
45-2 加藤学園暁秀初等学校 2F 1972 小学校

72-4 日本大学生産工学部図書館 3F 1973 大学図書館

106-1 直島コンテンポラリーアートミュージアム 1F 1992 ホテル

140-2 倉吉博物館 2F 1973 博物館

144-2 佐野市郷土博物館 2F 1983 博物館

164 今帰仁村中央公民館 1F 1975 集会施設
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23) F-b-γ

広<室>やコアに沿って<室>群の連結が長

い軸を有し,枝分かれした動線により回遊性が

形成されていることが挙げられる｡また,この

類型は7事例確認され､図書館､福祉施設､美

術館､博物館､庁舎などが確認された｡この類

型の特徴として,福祉施設である保育園におい 70_4 芝浦工業大学大宮図書館3階

てはプレイルーム､図書館においては開架書庫ス 図3-4-23 平面モデル例

ペース､博物館においては展示スペース､庁舎においてはホールを中心に､その他の

各諸室が回遊性を持った廊下によって配置された平面となっている｡

表3-4-24 類型F-b-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

43 浪合保育園 1F 2002 幼稚囲

62-1 東京都立中央図書館 1F 1972 公立図書館

70-4 芝浦工業大学大宮図書館 3F 1971 大学図書館

128 土門拳記念館 1F 1983 美術館

150-2 牧野富太郎記念館 本館1F 1999 博物館

152-2 萩市庁舎 2F 1974 庁舎

156-3 名護市庁舎 3F 1981 庁舎

24) F-b-o

凹凸化･伸長化した外形に沿って長い軸を有

し､枝分かれした動線の形成し<室>群が連結

されていることが挙げられる｡また､この類型

は､集合住宅である｢りりばっとはうす1階｣

のみ確認された｡集合住宅は<パス>と<アウ

トライン>においては本事例と同様19事例中

34 りりはっとはうすIF

16事例と､そのほとんどがo型に分類される
図3-4-24 平面モデル例

が､本事例のように<アウトライン>と<ゾーン

>においてF型に分類されるものは19事例中3事例と比較的少ない｡
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表3-4-25 類型F-b-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

34 りりぱつとはうす 1F 1987 集合住宅

25) F-c-α

通行部を中心とした吹抜けやワンルーム型の

<室>群が配置されていることが挙げられ

る｡また,この類型は11事例確認され､図書

館､美術館がそれぞれ3事例ずつみられ､平

面特性と用途の間に相関がみられた｡これら

の用途以外に戸建住宅､幼時稚園､病院,体

育館､店舗などが確認された｡この類型にお 40 トトロ幼稚舎2F

いては1階においては中庭やアプローチとし 図3-4-25 平面モデル例

て､ 2階においては吹抜けを中心にワンルーム

型の室群を配置した平面となっている｡

表3-4-26 類型F-c-αにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

17-1 住吉の長屋 1F 1976 戸建住宅

40 トトロ幼稚園 1F 1997 幼稚固

65-2 中津市立小幡記念図書館 2F 1993 公立図書館

72-2 日本大学生産工学部図書館 中2F 1973 大学図書館

72-3 日本大学生産工学部図書館 2F 1973 大学図書館

77 石田胃腸科医院 1F 1971 病院

112-2 洞峰公園体育館二 2F 1980 体育錯
124-3 群馬県立近代美術館.歴史博物館 2F 1974 美術館

127-2 資生堂アートハウス 2F 1978 美術館

134-2 奈義町現代美術館 2F 1994 美術館

181-2 ハナエ.モリビル 2F 1978 店舗

26) F-c-β

通行部を中心とした吹抜けやワンルーム型の<室>が放射状に配置されていること

が挙げられる｡また､この類型は7事例確認され､戸建住宅ががそれぞれ3事例みら

れ､平面特性と用途の間に相関がみられた｡-これらの用途以外に幼稚園､中学校,福
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祉施設､集会施設などが確認された｡いずれの

平面にも吹抜けや中庭が設けられており､戸建

住宅の内2件は伊東豊雄設計の｢中野本町の

家｣と｢シルバーハット｣が分類されており､

平面構成に対して一貫した考えが反映されて

いることがうかがえる｡

23_1 シルバ-ハット1F

図3-4-26 平面モデル例

表3-4-27 類型F-c-βにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

16-3 粟津邸 1F 1972 戸建住宅

18 中野本町の家 1F 1976 戸建住宅

23-1 シルバーハット 1F 1984 戸建住宅
37-2 ゆかり文化幼稚園 1F 1967 幼稚囲

51-2 白浜中学校 2F 1970 中学校

82-2 吉川油脂寄宿舎 2F 1993 福祉施設

160-2 入来町児童館 2F 1972 集会施設

27) F-d-γ

連結された室の集合体が配置され､この<室

>群や広<室>､コアを中心に回遊性を持った

動線が形成されることが挙げられる｡また､こ

の類型は25事例確認され､これらのうち図書

館が5事例､集会施設が3事例みられ､平面特

性と用途の間に相関がみられたoこれらの用途

以外に戸建住宅､大学､病院､福祉施設､体育

館､美術館､劇場･ホール､店舗などが確認さ

72-1 日本大学生産工学部図書館1F

図3-4-27 平面モデル例

れた｡図書館において､書庫や開架閲覧室､学習室､吹き抜け空間等の広<室>を中

･Lとした室の集合により平面構成がなされている｡これは､福祉施設における吹抜け

を中心として､休養室や宿泊室､リハビリルームなどの室が配置される平面構成や集

会施設におけるロビーやエントランスを中心に､集会室､会議室が配置される平面構

成との類似がみられた｡
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表3-4-28 類型F-d-γにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

4-1 有官邸(代々木の家) 1F 1953 戸建住宅

58-1 金沢工業大学本館 1F 1969 大学

59-4 筑波大学体育芸術専門学群中央棟 5F 1974 大学

62-3 東京都立中央図書館 4F 1972 公立図書館

65-1 中津市立小幡記念図書館 1F 1993 公立図書館

66-3 宮城県図書館 3F 1998 公立図書館

72-1 日本大学生産工学部図書館 1F 1973 大学図書館

73-3I 同志社大学図書館 2F 1973 大学図書館

74-1 不知火病院ストレスケアセンター 1F 1989 病院

80-1 大府市いきいきプラザ/大府市デイサービスセ 1F 1992 福祉施設

80-2 大府市いきいきプラザ′大府市デイサービスセ 2F 1992 福祉施設

87-1 ポーラ五反田ビル 1F 1971 事務所

89-1 東京海上ビル 1F 1974 事務所

101-2 山の上ホテル 1F 1980 ホテ′レ

113-2 藤沢市秋吉台文化体育館 1F 1984 体育錯

115-2 東京体育館 2F 1990 体育俸

122-1 栃木県立美術館 1/2F 1972 美術館

130-1 広島市現代美術館 BIF 1988 美術館

163-2 三鹿市大沢地区コミュニティセンター 2F 1973 集会施設

165-1 川崎市民プラザ 1F 1979 集会施設

165-2 川崎市民プラザ 2F 1979 集会施設

170-3 群馬県民会館 3F 1971 劇場.ホール

176 清和文楽館 1F 1992 劇場.ホール

181-1 ハナエ.モリビル 1F 1978 店舗

181-3 ハナエ.モリビル 5F 1978 店舗

28) F-d-o

広<室>を中心にその周辺に<室>が連結す

るように配置されることにより､外形が凹凸

化て伸長化し､動線が形成されていることが挙

げられる｡また､この類型は33事例確認され､

これらのうち5事例が中学校であり,平面特性

と用途の間に相関がみられた｡中学校以外の用
52_2 田野畑中学校2F

途として集合住宅､小学校,高校､大学､病院､
図3-4-28 平面モデル例

福祉施設､事務所､ホテル､旅館,競技場､体育

館､美術館､博物館､庁舎､劇場･ホールなどが確認された｡小学校や中学校､高校

における各教室や理科室､技術室などの特別教室､事務所におけるロビーや玄関ホ-
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ル､事務室､機械室等がそれぞれ不整列に配置されることにより､平面全体が凹凸化･

伸長化し､動線が形成されている平面構成に類似がみられる｡

表3-4-29 類型F-d10における各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

29-2 中銀カプセルタワー 6F 1972 集合住宅

29-3 中銀カプセルタワー 基準階 1972 集合住宅

45-1 加藤学園暁秀初等学校 1F 1972 ′ト学校
47-1 城西′ト学校 1F 1987 小学校

48-1 弘道小学校 地階 1991 小学校

52-2 田野畑中学校 2F 1973 中学校

53-2 川和中学校 2F 1980 中学校

55-1 岩出山中学校 地階 1996 中学校

55-2 岩出山中学校 1F 1996 中学校

55-3 岩出山中学校 2F 1996 中学校

56-2 国際聖マリア学院 1F 1972 高校

56-3 国際型マリア学院 2F 1972 高校

56-4 国際聖マリア学院 3F 1972 高校

59-1 筑波大学体育芸術専門学群中央棟 2F 1974 大学

59-2 筑波大学体育芸術専門学群中央棟 3F 1974 大学

66-1 宮城県図書館 1F 1998 公立図書館

74-2 不知火病院ストレスケアセンター 2F 19g.9 病院

81 光風みどり園 1F 1985 福祉施設

90-1 山之内製薬本社ビル 1F 1975 事務所

91-1 三井物産ビル 1F 1976 事務所

93-2 ライカ本社ビル 7F 1989 事務所

104-2 ホテル安比グランド 2F 1990 ホテル

107-1 強羅花壇 2F 1989 旅館

107-2 強羅花壇 3F 1989 旅館

110-1 国立屋内総合競技場.付属体育館 地階 1964 体育館

112-1 洞峰公園体育館 1F 1980 体育館

129 田崎美術館 1F 1986 美術館

130-2 広島市現代美術館 1F 1988 美術館

150-1 牧野富太郎記念館 展示館1F 1999 博物館

153-3 佐久市庁舎 3F 1975 庁舎

154-2 和木町庁舎 2F 1975 庁舎

156-1 名護市庁舎 1F 1981 庁舎

175-2 なんばグランド花月 1F 1987 劇場.ホール
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29) F-e-o

凹凸化･伸長化した外形に沿って<室>群を

配列し､流動的な平面を構成していることが挙

げられる｡また､この類型は3事例確認され,

病院､美術館,劇場･ホールがそれぞれ1事例

ずつみられた｡いずれも大規模な平面であり,

その用途から多くの室が配置されているが室

の移動が単一とならないように流動性を意識し

75 聖路加国際病院基準階

図3-4-29 平面モデル例

た平面構成となっている｡ <アウトライン>と<ゾーン>においてF型に分類される

平面構成において,本事例のように<ゾーン>と<パス>においてe型に分類される

ものは本事例のみである｡

表3-4130 類型F-e-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

75 聖路加国際病院 基準階 1992 病院

125-2 東京都美術館 BIF 1975 美術館

177-1 東京国際フォーラム 4F 1997 劇場.ホール

30) G-a-β

壁により明確な機能分けがされ､連結したワン

ルーム型の<室>群を分横配置していること

が挙げられる｡また,この類型は1事例確認さ 凹mTTW

れ､高校である｢早稲田大学本庄高等学院3階｣

0

♂-

@

のみである｡高校については<アウトライン>

と<ゾーン>においてG型に分類されるもの
57-4 早稲田大学本庄高等学院3F

は8事例中,同じ｢早稲田大学本庄高等学院｣
図3-4-30 平面モデル例

の1､2階と合わせ3事例あるが､ <ゾーン>と

<パス>においてa型に分類されるもの､ <パス>と<アウトライン>においてβ型

に分類されるものは本事例のみである｡
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表3-4131類型G-a-βにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

57-4 早稲田大学本庄高等学院 3F 1983 高校

31) G-d10

広<室>を中心に各室が配置され､同時に

室同士に距離をもたせた分横型とすること

で,外形が凹凸化･伸長化し,動線に回遊性

が生成されることが挙げられる｡また､この

類型は12事例確認され､これらのうち6事例

が小学校であり､平面特性と用途の間に相関

がみられた｡小学校以外の用途として幼稚園,

中学校､高校､旅館､美術館などが確認されたo

123-1 干葉県立美術館1F

園3-4-31 平面モデル例

小学校や中学校において,ゆとりをもって計画された共用廊下を中心に各教室が配置

された平面構成がなされている｡また旅館において､ロビーを中心とし､庭などの外

部空間を鑑賞できる回遊性をもった動線により各宿泊室-と繋がる平面構成がなさ

れている｡

表3-4-32 類型G-d-uにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

37-3 ゆかり文化幼稚園 2F 1967 幼稚囲
44-1 真駒内小学校 1F 1963 小学校
46-1 笠原′j､学校 1F 1982 小学校
46-2 笠原小学校 2F 1982 小学校
47-2 城西小学校 2F 1987 小学校
48-2 弘道小学校 1F 1991 小学校
50 吉備高原′j､学校 1F 1998 小学校

51-1 白浜中学校 1F 1970 中学校
57-3 早稲田大学本庄高等学院 2F 1983 高校
107-3 強羅花壇 4F 1989 旅館
107-4 強羅花壇 5F 1989 旅館
123-1 千葉県立美術館 1F 1974 美術館
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32) G-e10

凹凸化･伸長化した外形に沿って流動的な動線

をもつ平面構成の各棟を分棟配置したことが

挙げられる｡また､この類型は4事例確認され､

集合住宅､高校,ホテル､博物館がそれぞれ1

事例ずつみられたoこのうち3事例が1階の平

面であり､分けられて配置された複雑な外形を

もつ各棟を流動的な動線により繋ぎ､施設とし

て一体化を図る平面構成であるといえる｡

143_2 国立民族学博物館2F

図3-4132 平面モデル例

表3-3-33 類型G-e-oにおける各種建築物

事例番号 建築物名 階層 建設年 用途

30 茨城県営六番地アパート 1F 1976 集合住宅

57-2 早稲田大学本庄高等学院 1F 1983 高校

103-1 筑波第一ホテル 1F 1983 ホテノレ

143-2 国立民族学博物館 2F 1977 博物館
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3-5 小結

本研究では､各種建築物の外形,空間構成､動線に着目することで､ 32の平面特性を導

き出し､その類型に属する事例との関係を探った｡その結果､室を規則的に配置させ､壁

により機能が分けられた平面特性として､集合住宅と病院に類似性がみられた事が挙げら

れる｡また､ワンルームを壁により明確に機能を分節する平面構成では､規模は異なるが､

平面特性として､戸建住宅や事務所､美術館に類似がみられた｡さらに､大きい<室>や

コアを中心に室を配置し､主動線から各室-と繋がるような動線計画がなされた平面特性

をもった用途として､事務所､ホテル､大学がみられた｡このように､外形､空間構成､

動線により導き出した32の類型は､現在の一般的に捉えられているビルディング･タイプ

における用途の枠組みを超えた各種建築物に潜在的に共通する平面構成の特徴として考え

られる｡

本研究では､各種建築物を横断的に捉え､建築物の外形,空間構成､動線の3つの視点

により導き出された平面特性によって体系化することができた.これにより､建築物を抽

象的な機能に置き換えて再構築するという従来のビルディング･タイプが基盤としている

観点とは異なり､建築物を設計する際に必然的に考慮される外形や空間構成､動線により,

各種建築物を再構築できることを示すことができた｡また､建築物における外形､空間構

成､動線の3つの指標により導き出された平面特性によって､比較的規模が類似している

という前提ではあるが､空間構成を変えることなく用途転換を行なうことが出来る可能性

を示すことができたo
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4 奥行きを考慮した建築空間における

<空間囲包性>の分析

4-1 分析の背景と目的

4-1-1 分析の目的

普段生活している我々を取り巻く空間は､内部空間とそこに存在する人間との位置的な関

係により三次元的に構成されている｡人間を中心としてその周囲を取り巻くこの空間は､

壁や床面､天井などの構成部材により｢囲う｣ことで創出された空間に人間が入り､ ｢包ま

れる｣ことにより表出するもので､人間の位置が変わることに伴い変化するため､同じ室

内においても視点の位置や向きによって大きく異なる｡この空間のあり方を<空間囲包性
Jt

>と定義する｡本研究では奥行に着目し､それを構成する物体の形状や位置関係を認識す

るための物体までの距離,方向,物体の形状などの関係を数学的に分析するために､視線

の遮蔽体までの距離を示す視深度注1)を用いる｡

本研究では､ケーススタディとして基本的な建築内部空間を対象に分析の手法の構築を行

う｡そして､実在の建築物の分析に際して茶室を選定した｡茶室は建築の中でも最も規模

が小さい分類に属し､その中で細かな建築操作により限られた空間を豊かにする工夫は特

筆すべきものである｡極小空間において亭主と正客からの視点を中心に,開口部が壁面に

不均斉に配置されているものや平面計画が非対称に構成されているものなど､極小空間で

ありながら､三次元的に複雑な空間構成をしているものが数多くある｡これらの空間を構

成するために用いられる部位は限られており､それらの配置や細部に変化をつけることに

より茶室の広がりに変化を与え,亭主が客をもてなすための場を演出し､趣のある空間を

創り出している｡各時代の茶匠が壁や開口部､床,天井の部材の形状や組み合わせに意匠

を凝らしたことから､茶室毎に多彩な空間構成がみられるため､それらの部材が内部空間

に対して与える影響をよみとることができる｡本研究では<空間囲包性>における各茶室

67



の近似性,亭主位置と正客位置の近似性などを分析､考察することで､ <視深度>からみ

る茶室の内部空間における<空間囲包性>の特徴を明らかにすることを目的とする｡

注

注1)建築物の内部のある点から,視線を遮る構成部材までの視線の到達距離を<視深度>と定義する｡
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4-1-2 分析の手順

研究の流れを段階的に示す｡

1) <視深度>を用いた<空間囲包性>を評価する研究対象として選定する｡

2)建築物の内部空間の三次元情報を得るために､各建築物の図面を基にCADソフト上で

立体形状を作成する｡

3) <視深度>の測定位置として平面上の位置,視点となる高さを設定する｡

4) 3)で設定した測定位置において, <視深度>を三次元空間において測定する｡

5) 4)から得られた<視深度>を基に､自己組織化マップアルゴリズム注1)を用いた各測

定位置における<空間囲包性>の特徴マップを作成する｡

6) 4)から得られた<視深度>を基に正弦図法を用いて空間記述を濃淡により行う｡

7) 5)で得た特徴マップと6)で得た空間記述を基に<空間囲包性>の特徴の近似性を表

した系統樹を作成し､考察する｡
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4-2 奥行きを考慮した基本内部空間の<空間国包性>の分析

4-2-1 分析対象と測定位置の設定

ケーススタディとして建築の内部空間として基本的な部位をもつ10種の基本空間を設定

し､同じ室内においても視点の位置や向きによって<空間囲包性>が異なることを明らか

にするため､それぞれの基本空間において複数の測定の位置や向きの異なる46測定位置で

視深度の測定を行う(表4-2-1)0

表4-2-1 対象とした基本空間と測定位置
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懲.h
1

41'如

②主謬

~~1
41Ph

4h
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@@2i猛
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基本空間F 基本空間G 基本空間H 基本空間Ⅰ 基本空間J

一①②-各基本空間における視深度の測定位置

hは測定位置における床面からの高さを表し,各基本空間の寸法の基準としたo
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4-2-2 立体空間における視深度の測定方法

測定の対象となる空間をs､測定位置をp,測定位置から空間を構成している部材までの

視深度をSpとして定義すると､spは視深度の測定の範囲を水平方向oと垂直方向q'を変数

にとることによって表現できる(図4-2-1)｡これらの角度がもつ情報は､視点から人間

を取り巻く壁､柱､床面､天井などの構成部材との距離によって規定される.水平角度o

は-180o≦0≦180o､垂直角度q)は-90o≦1)≦90oの範囲において連続した視深度を測定する.本

ケーススタディにおいては独立した柱などの付加的な部材が<空間囲包性>に与える影響を

読み取ることが可能な角度として､測定範囲内において水平角度o-3o､垂直角度甲-3oの

角度毎に測定し,各測定位置において計4624ポイントの視深度を数値データ注2)として得

た｡

図4-2-1 視深度の測定方法

注

注2)視点p(Ⅹ｡､ y｡､ z｡)から視線を遮る物体のある点sl (Ⅹsl､ ySl､ Zsl)までの視深度dsl
の算出については次式にてあらわされる｡

dsl- (x,-xsl)2
+ (y,-ysl)2

+ (z, -zsl)2
dsl=d叫
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4-2-3 各測定位置の<空間囲包性>の分析方法

4-2-2で測定した<視深度>の数値データを基に各測定位置における<空間囲包性>

の近似性を考察するために自己組織化マップアルゴリズムを用いた特徴マップを作成す

る｡加えて､各測定位置の近似性において具体的に近似,相違している箇所を確認し､考

察するために<視深度>による空間記述を行う｡

4-2-4 自己組織化マップの利用

自己組織化マップは､ニューラルネットワークアルゴリズム(NNA)の1つで､ Kohonen

(1984)によって開発された｡自己組織化マップアルゴリズムそのものを自己組織化マップ

と呼ぶ場合もあるが､本稿では､自己組織化マップは､自己組織化マップアルゴリズムに

より生成された地図をあらわすこととする｡

自己組織化マップアルゴリズムは､大脳皮質における視覚情報処理に着想を得た数理

モデルであり,非線形な主成分分析と説明されることもある(徳高･藤村･山川､ 2002;

Rbee et al.､ 2005)｣)線形の主成分分析では､事実上､変数をもつ全ての情報量を用いてク

ラスタリングを行うことが不可能であるのに対し､自己組織化マップアルゴリズムでは,

変数のもつ全ての情報量を2次元に集約する｡なお, 2次元であることは本質的ではなく､

視覚的に理解しやすいからである｡

自己組織化マップアルゴリズムの基本は次の通りである｡入力データはk個の変数を

もち､サンプル数はhとする｡また, mxn行列に配置されたノード(神経細胞)それぞれ

に対して,参照ベクトルと呼ばれるランダムなk次元ベクトルがあると仮定する｡このと

き､入力データ･Ⅹが与えられると,それは,入力データに最も近いユークリッド距離ノー

ド(｢勝者｣ノードと呼ばれる)に振り分けられる｡勝者ノード及びその近傍のノードの参

照ベクトルは､入力ベクトルの値に近づくように更新され､次の入力データが与えられる｡

勝者の決定は､ (1)式により､また､参照ベクトルの更新(NNAでは更新の過程を｢学

習｣と呼ぶ)は(2)式および(3)式により行われる｡

IlmcIX"-min"mi-X"
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ただし､ m:ノード参照ベクトル､ Ⅹ:入力データのベクトル､ i:ノード番号､ c:勝者

ノード番号とする｡

mi :=mi+hci(X-mi)

hci-αeX｡〈-皆〉

(2)

(3)

上式中､ hciは近傍関数と呼ばれ､ :-は更新を表す.ただし, α
:学習の強さを表す定数､

ri:i番目のノードの2次元配列上での位置を表すベクトル､ o:近傍の広がりを決める正の

定数とする｡

このような計算手順を繰り返すことで､各ノードの参照ベクトルは､入力データのベク

トルに近づき､最終的に､入力データは2次元上に配置されたノードに振り分けられ､特

徴マップが完成する｡

自己組織化マップアルゴリズムを用いて地域分類を行う場合､各ノードの参照ベクトル

を変数ごとに取り出したマップ(要素平面と呼ぶ)を観察することで､どの変数が分類結
Jl

果に大きな影響を与えているかを理解することが出来る｡ノードの配置は2次元で表現さ

れるが､自己組織化マップ全体としては､水平または垂直方向そのものに意味はなく､ま

た､自己組織化マップ上の距離は多次元空間での距離に正比例するものではない｡自己組

織化マップ上の距離が意味することは､互いに近くに配置されているノードは関係性が高

い,ということのみである｡このため､ノード間の距離を色もしくは濃淡で示せば､色調

の変化により距離を感覚的に把握することが可能である｡等差級数的に色調が変化し､グ

ラデーションが鮮やかに描かれる要素平面は｢優勢｣な要素平面と呼ばれ､自己組織化マ

ップ生成-の寄与が高く､自己組織化マップの評価を行う上で重要である｡

これにより､自己組織化マップを用いて形態操作に関する分析を行う｡
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･2-5 特徴マップの作成

i次元データの中に存在する傾向や相関関係を視覚的に示すことができる自己組織化マ

pアルゴリズムを用いて<空間国包性>の相関関係を明らかにするo 前項で測定した各

;位置につき4624ポイントの視深度の数値データを基に､各測定位置の各方位の数値を

ととして各測定位置における<空間国包性>の相関関係を表した特徴マップを作成して

Fを行うc 特徴マップを作成する際の最適な学習(参照ベクトルの更新)回数について

FJ定位置の数と各測定位置がもつ変数の数により異なるため､計算により求めることは

.い｡そのため,少ない学習回数から始め二次元表示上､各入力データが重なることな

ト散配置するまで学習を繰り返し検証する.本ケーススタディにおいては学習を1000回

､､分析に有用な特徴マップを得た(図4-2-2)o

･X国中のアルファベットを基本空間Ll)種類とし,各番号を測定位匿とするt

園41212 全46測定位置の特徴マップ
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4-2-6 祝深度による空間記述

壁や床､天井などの構成部材がその測定位置において<空間囲包性>をどのように構成

しているのかを分析するために､測定した視深度の数値データを基に空間記述を行い,考

察を行う｡

三次元の立体を二次元の平面上に表現する方法である地図投影法をもとにした表現の中

から､人間を中心として包む<空間圃包性>の特徴を明らかにする研究の目的上､ <視深

度>の立件角を正しく記述できる正弦曲線図法(囲4-2-3)を用いる｡正弦曲線図法は測

定位置に対する視線を遮る物体の占める立体角の割合が面積として正しく表されるため､

壁や床面などが空間を囲い包む様子を比較することに適しており､分布や密度などを考察

するための<祝深度>を正しく記述することが可能である｡

祝深度の測定より得られた視線の到達距離である数値データを視覚的に分析するため

に､数値データを濃淡に変換することにより二次元平面に記述する｡濃度については対象

空間の全ての&Il定位置から最も遠い距離にある構成部材の濃度を90%となるように変換す

る(図412-4)o

園4-2-3 正弦曲線図法
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o%

※hは激定位置における床面からの高さを表すo

図41214 正弦曲線図法と濃淡による空間記述(例:基本空間A)

4-2-7 特徴マップを用いた系統樹の作成

特徴マップにおいて各基本空間の測定位置番号としてプロットした各測定位置における

<空間囲包性>の情報は､プロットのポイントが他と近いほど相関が強いことを意味する

が､図の濃度が濃いほどお互いの間に隔たりがあると捉える事ができるため､お互いのポ

イントが近接していても濃度が濃い部分を跨いでいる場合は相関が弱いものとして読み取

ることができるc 以上のことを踏まえて分析すると､特徴マップから測定位置間の<空間

囲包性>の相関関係を段階的に読み取ることができる｡

特徴マップと空間記述を基に猟定位置間の<空間園包性>の相関関係を具体的に考察す

るために､各測定位置における<空間囲包性>をその特徴の相違から段階的に系統立てて

いくことにより､それぞれの<空間囲包性>に固有性を見出すo その系統立てと系統の分

岐の要因を記したものを系統樹として示す(図4-215)o なお､本研究においては基本空

間における各測定位置を基本空間Aの測定位置ⅠではAlのように表記する｡
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図4-2-5 各測定位置の<空間囲包性>の特徴と祝深度による空間記述
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4-2-8 測定位置間の<空間囲包性>の相関関係の考察

特徴の相違による分岐の傾向として､まず深浅の構成における大概の特徴が近似してい

るものがそれぞれ纏まり､分岐した.次に､細かい特徴の相違によって纏まりが徐々に細

分化し,それぞれ固有性が表出した｡

A2､ B2､ C3､ F3､ G2､ J2は後方の壁による浅部が大概の特徴で､前方には深部が広が

っている｡さらにそこから､前方の奥行きの構成が簡潔で深浅の凹凸が少なく均一である

A2とB2､前方中央に最深部があり､そこを中心として左右に深浅の凹凸が表れているC3

とF3とG2とJ2に分岐した｡その後さらに,他の基本空間に比べ平面形状が小さく､それ

により全体の奥行きが比較的浅いJ2が分岐し､固有性が表出した.

A5､ B5､ C6､ F6､ G5､ J5は左手の壁による浅部が大概の特徴で､右前方から右後方に

は深部が広がっている｡さらにそこから､右前方から右後方の奥行きの構成が簡潔で深浅

の凹凸が少なく均一であるA5とB5､右手に最深部があり､そこを中心に前後に深浅の凹

凸が表れているC6とF6とG5とJ5に分岐した.さらにJ2と同様､全体の奥行きが浅いJ5

が分岐し､固有性が表出した｡

Ⅰ4は独立した壁による局所的な浅部が左後方に出現している特徴がある｡独立した壁の

面積が少ないために浅部が局所的であり､これにより後方の壁による浅部が特徴であるA2

やc3の纏まりと､左手の壁による浅部が特徴であるA5やc6の纏まりの中間的な特徴を

もつ｡

A3､ B3､ C4､ F4､ G3､ J3は前方の壁による浅部が大概の特徴で,左右から後方にかけ

ては深部が広がっている｡さらにそこから､左右から後方にかけての奥行きの構成が簡潔

で深浅の凹凸が少なく均一であるA3とB3,後方に最深部があり､そこを中心に左右に深

浅の凹凸が表れているC4とF4とG3とJ3に分岐した｡さらに前述のJ2とJ5と同様,全

体の奥行きが比較的浅いJ3が分岐し､固有性が表出した｡

Ⅰ2は独立した壁による局所的な浅部が中央左手に出現している特徴がある｡前述のⅠ4と

同様､浅部が局所的であり左手の壁による浅部が特徴であるA5やC6の纏まりと､前方の

壁による浅部が特徴であるA3やc4の纏まりの中間的な特徴をもつ｡

A4, B4､ C5､ F5, G4､ J4はA5やc6の纏まりと左右対称の構成をしており､右手の壁

による浅部が大概の特徴で､左前方から左後方には深部が広がっている｡さらにそこから,

左前方から左後方の奥行きの構成が簡潔で深浅の凹凸が少なく､均一であるA4とB4､左

手に最深部がありそこを中心に前後に深浅の凹凸が表れているC5とF5とG4とJ4に分岐

-
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した｡さらに前述のJ2とJ3とJ5と同様､全体の奥行きが比較的浅いJ4が分岐し,固有性

が表出した｡

Ⅰ3はⅠ2と左右対称の構成をしており､独立した壁による局所的な浅部が中央右手に出現

している特徴がある｡前述のⅠ2とⅠ4と同様､浅部が局所的であり,これにより前方の壁に

よる浅部が特徴であるA3やc4の纏まりと､右手の壁による浅部が特徴であるA4やc5の

纏まりの中間的な特徴をもった<空間囲包性>となっている｡

Ilも同様に､ Ⅰ4と左右対称の構成をしており,独立した壁による局所的な浅部が左後方

に出現している特徴があり､後方の壁による浅部が特徴であるA2やc3の纏まりと､右手

の壁による浅部が特徴であるA4やc5の纏まりの中間的な特徴をもつ｡

Al､ Bl､ Cl､ C2､ Dl､ D2､ El､ E2､ E3､ E4, Fl, F2, Gl､ Hl､ H2､ H3､ H4､ Jlは､

測定位置がそれぞれの基本空間の中央に位置しているため､前後左右の壁との距離が等間

隔であることから全体的に奥行きが深く､ Fl, F2を除いて局所的な浅部がみられない特徴

がある｡さらにそこから､奥行きの構成が簡潔で深浅の凹凸が少なく均一であるAlとBl､

他の基本空間に比べ前後左右の壁との距離が近くそれにより全体の奥行きが比較的浅い

Jl､それぞれ部分的に深浅の凹凸があるものの全体の奥行きの傾向が近似しているElとE2

とE3とE4とGlとHlとH2とH3とH4､前方中央に浅部が表れるDlとF2､前方左右に

浅部が出現するCl､右手と左手に浅部が出現するC2とD2とFl､のように分岐し,そこ

からさらに､ C2は内部空間の形状が三角柱であることから他の基本空間よりも隅の数が少

なくそれにより深浅の凹凸が少ないため､分岐し､固有性が表出した｡
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4-2-9 基本空間における<空間囲包性>の特徴

本研究では,基本空間における<空間囲包性>の特徴を定量的に分析,考察した結果,

以下の知見を得た｡

<空間囲包性>の特徴を決定づける要因として,まずは近接する壁などにより表れる､

大きな面積を占める最浅部の位置が最も大きな要因となり､その後に最浅部以外iこおける

深浅の構成の中でも特に､深部と浅部の前後左右の位置的な関係､独立している壁などの

付加的な部材による部分的な浅部の出現が要因となる｡

基本空間Jなどの平面形状が他に比べて小さいことによる相違は視点から離れた部分で

の特徴となるため<空間囲包性>の特徴が細分化する過程で表れている｡よって平面形状

の規模の軽微な相違は<空間囲包性>の大概の特徴を決定づける要因とはならない｡

AlとHlやH2などは各軸定位置の水平面としては同じ平面形状､同じ位置､同じ向きと

なっているため､大概の傾向として近似するが､基本空間Hのもつ高さ方向の凹凸により､

奥行きの構成が異なるため､特徴が細分化する過程で異なる特徴を示した｡よって視点か

ら離れた位置での構成の相違は<空間囲包性>の大概の特徴を決定づける要因とはならな

いが､細かい特徴としては相違を示す｡基本空間Jのように高さが他のものより高いものも

同様に視点から離れた部分での特徴となるため､大概の特徴を決定づける要因とはならな

い｡

空間Gにおける独立した柱はGlやG2において局所的な浅部の出現の要因となるが､柱

は壁に近接した位置にあるため､壁による深浅の傾向と差異が少ない｡よって壁に近接し

た位置での付加的な部材は<空間囲包性>の大概の特徴を決定づける要因とはならない｡

.一方で､基本空間Ⅰのように付加的な部材でも視点に近い位置に存在する場合は､それによ

り表れる浅部が<空間囲包性>の大概の特徴を決定づける要因となり,その特徴は独立し

た壁をもたない基本空間における<空間囲包性>においての最浅部の位置の特徴と近似す

る｡

このように基本空間を用いたケーススタディを通し､三次元情報による奥行きを考慮し

た建築内部空間の<空間囲包性>を数学的に評価､分析する手法を構築した｡
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4-3 奥行きを考慮した茶室の内部空間の<空間国包性>の分析

4-3-1 分析対象と測定位置の設定

本研究では研究対象として重要文化財に指定されている茶室をはじめ､ <空間囲包性>

を探る上で重要であり､また茶匠の創意工夫が感じられる､奥行きからみるため<視深度

>を用いた<空間囲包性>の評価に有効な茶室32席を選定した(表4-3-1)｡また､測定

位置については<視深度>の測定位置を各茶室の亭主位置と正客位置の2ケ所に設定した

上で､その点から､正座した一般的な人間の視線の高さを考慮した床面より800mmの三次

元空間上の点を測定位置とした｡
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4-3-2 事主位正と正客位正の走*

点前による人の動きのある茶室において,いくつかの流派や作法が存在し､亭主位置と

正客位置をそれぞれ一つに定めることは困難であるが､茶室空間を分析するという目的上,

また､研究における一般性をもたせるために､本研究では炉やにじり口などの茶室の図面

から得られる情報により､亭主と正客の各位置と方向について統一した規則を定めた｡

亭主位置

･点繭畳の長手方向の二等分線上に配置する｡

･勝手口の位置をそれぞれ考慮する｡

･入炉の場合,亭主は炉から妻手の半分の距離を離れたところから炉の遠い方の隅に向く

(表4-3-2)0

･出炉の場合､亭主は点前畳の長手方向の二等分線上と炉の中心線の交点に座し､本勝手
と逆勝手によって方向を変え､炉の遠い方の隅を向く｡

正客位置

･正客は貴人畳の長手方向の二等分線上に配置する｡

･にじり口および貴人口の位置をそれぞれ考慮する｡

･基本は貴人畳内において点前と床がよく拝見できる位置に座り､

亭主の点前方向を畳と直交して向く｡

以上の規則により亭主位置および正客位置を､各茶室において以下のように定めた｡

表4-3-2 炉の切り方と亭主位置の例

入炉 出炉

向切 隅切 四畳半切 台目切

丁≠回

+｢

l七_

Eg
こrt7口 匡阿~~工~

32清香軒 02待庵 27霞床席 22鎖の間
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4-3-3 立体空間における視深度の溺走方法

視深度の測定については､基本空間と同様の方法にて測定する｡角度についても床柱な

どの意匠を読み取ることが可能な角度として､測定範囲内において水平角度o-3o､垂直角

度q)-3oの立体角毎に測定し､各測定位置において計4624ポイントの<視深度>を数値デ

ータとして得た(図4-3-1)｡また､本研究では対象を茶室としているため､単位には尺

を用いた.

図4-3-1 <視深度>の数値データ

4-3-4 淵定位IE同の<空間PEl包性>の分析方法

dl-d2 (q)=90.)

d3- d 10 (I)=87.)

dll- d26 (q)=84o)

d27- d48 (q)=81o)

d 4623- d 4624 (q)=-90o)

茶室空間を構成するために用いられる部位は限られている｡そうした中でも茶室は過去

の茶室との相対的比較の中で部位の組み合わせにより､それぞれ特徴に差異を見出してき

た｡つまり､お互いの茶室がどのように近似しているか､相違があるかをみることで測定

位置の<空間囲包性>の近似性を明らかにすることができる｡基本空間と同様､測定した

<視深度>の数値データを基に32席の茶室の亭主位置と正客位置それぞれ計64測定位置

の<空間囲包性>の近似性を表した特徴マップを作成する｡本データにおける特徴マップ
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を作成する際の最適な学習(参照ベクトルの更新)回数については学習を1400回行い､分

析に有用な特徴マップを得た(図4-3-2)｡

･X国中の各数字を茶壷番号とし.召を亭主位乱 bを正客位置とするD

固4-312 全64軌定位置の<空間国包性>の特徴マップ

加えて､測定により得られた<祝深度>の数値データを視覚的に分析するために,濃淡

に変換することで二次元平面に記述する｡本研究では研究対象となる茶室の内部空間の測

定位置から視線を遮る部材までの距離の最大値が15尺であることから､視点から15尺の

距離にある部材の療度を90%となるように変換する(図413-3)｡
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園4-3-3 濃淡による<祝深度>の表現(例: 02待庵)

4-3-5 満足位tP)の<空間出色性>の近似性の考察

4-3-4で得た特徴マップと空間記述を基に測定位置間の視空間の構成の近似性を具体

的に考察する｡特徴マップにおいてはデータに大きな隔たりがある場合には濃い濃度によ

り相違性が表現される｡また､プロットのポイントが他と近いほど近似性が強いことを意

味するが,ポイントが近接していても濃度が濃い部分を跨いでいる場合は近似性が弱いも

のとして読み取ることができる(図4-3-4)o以上のことを踏まえて段階的に分析すると､

特徴マップから測定位置間の<空間囲包性>の近似性を系統立てることができるoその系

統立てについて､平面図などと共に濃淡による空間記述から分岐の要因をよみとり､記し

たものを系統樹として示した(図4-3-5, 6)o表記については茶室における各測定位置

を茶室番号o1の利休四畳半の亭主位置は｢ola弄り休四畳半の亭主位置｣､正客位置は｢olb

利休四畳半の正客位置｣のようにする｡また,茶室自体についての記述においては､ ｢o1手り

休四畳半｣のように表記する｡
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図413-4 特徴マップの投階的な分析
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画4-3-5 各測定位置の<空間囲包性>の特徴の系統樹と空間記述一覧
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4-3-6 特殊な<空間田包性>をもつ淵定位dE

系統樹の根元にあたる序盤においては,他の測定位置に対して近似性の弱い､つまり独

自性の高い<空間囲包性>をもつ測定位置から全体の群から外れ､固有性が表出した｡

25a澱着席の亭主位置は,右手の仕切り壁の花頭口による局所的な深部と浅部の出現の組

み合わせが特徴であり,独自性の高い要因となっている(①)｡

30a菅田庵の亭主位置は後方から左手にかけての複数の壁による奥行きの断続的な構成

が特徴であり､左後方の壁が近いことと,右手の袖壁によって奥行きの断続的な構成が際

立っていることが独自性の高い要因となっている(②)0

4-3-7 社数部材による深浅の4一成による特故の分岐

系統樹の幹にあたる中盤においては､ <空間囲包性>の傾向を創り出している複数の部

材の組み合わせによる深浅の構成の相違により分岐していくが､相違を生み出す部材の位

置が測定位置に近く大きな面積を占めるものから強い固有性を示し､全体から分岐した.

27b霞床席の正客位置､ 31b向月亭の正客位置､ 32b清香軒の正客位置は､右後方から右

手の複数の壁による中央左手-の深部の偏在により,前方の深部と浅部が対比されており､

それにより中央左手-の指向性が生まれている(⑫､ ㊨)｡さらに右手の床による深部の局

所的な出現がある27b霞床席の正客位置が分岐した｡ o2a待庵の亭主位置は30a菅田庵の亭

主位置と同様,後方から左手にかけての複数の壁による奥行きの断続的な構成が特徴であ

るが､前方の奥行きが浅く､後方に深部が広がっている(③)｡ 08a如庵の亭主位置､ 20a

今日庵の亭主位置, 21a柵床席の亭主位置､ 31a向月亭の亭主位置､ 32a清香軒の亭主位置

は､左手の壁と中央左手の袖壁による中央右手-の深部の偏在により､前方の深部と浅部

が対比されており､それにより中央右手-の指向性が生まれている(⑥､ ⑦､ ⑧)｡さらに

右手の壁までの距離が他に比べて遠く､それにより指向性が弱くなっている08a如庵の亭主

位置と21a柵床席の亭主位置が分岐し､次に規模が2畳と小さいことから正面の最深部が他

に比べて浅い20a今日庵の亭主位置が分岐した｡ 11b憶昔席の正客位置､ 13b春草慮の正客

位置は､床,壁､袖壁の組み合わせにより深浅の凹凸が連続しており,それに加え棚や相

伴席によって後方に深部が出現している(④､ ⑤)｡さらに左手の床による深部の局所的な
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出現がある11b憶昔席の正客位置と､後方の棚による深浅の凹凸がある13b春草慮の正客

位置のふたっに分岐し､それぞれ固有性が表出した｡

03b不審庵の正客位置, o6b湘南亭の正客位置､ 09b元魔の正客位置､ 20b今日魔の正客

位置､ 24b高林庵の正客位置は､左後方の壁による中央-の深部の偏在により､前方の深部

と浅部が対比されており,それにより正面-の指向性が生まれている(⑨-⑪)｡これらは

前述の08a如庵の亭主位置などの特徴に近似しているが､前方の袖壁がない､もしくは袖壁

までの距離が遠いため､最深部が正面にある点で異なる｡さらにこれらはその後､右手の

壁までの距離が他に比べて近い09b元魔の正客位置と20b今日庵の正客位置と24b高林庵

の正客位置が分岐し､次に右手の床による深浅の凹凸が出現している06b湘南亭の正客位

置が分岐した｡

06a湘南亭の亭主位置､ o9a元魔の亭主位置､ 24a高林庵の亭主位置､ o5b露滴庵の正客位

置､ 15b燕庵の正客位置､ 28b夕顔亭の正客位置は､後方にある棚や相伴席による深部の出

現が特徴となっている(㊨-⑱)｡さらに左右および後方の壁までの距離や袖壁の有無によ

る中央付近の深浅の相違によりo5b露滴庵の正客位置と15b燕魔の正客位置と28b夕顔亭

の正客位置､ o6a湘南亭の亭主位置とo9a元庵の亭主位置と24a高林庵の亭主位置に分岐し

た｡ o9a元庵の亭主位置はさらに左手の壁までの距離が遠い特徴から分岐した｡

01利休四畳半の亭主位置と正客位置､ 27a霞床席の亭主位置は､全体的に深い奥行きをも

ち､さらに､天井がすべて平天井であることにより深浅の凹凸がない(⑪､ ㊨)｡そのため､

前方の深部が均一で広範囲である｡ 01b利休四畳半の正客位置はさらに左手の床による浅部

が細やかな特徴となり､分岐した｡

上記の測定位置が分岐した後､左右および後方の壁までの距離や袖壁の有無による中央

付近の深浅の相違により特徴が二分し､そこから特徴が細分化していく系統樹の枝にあた

る終盤-と向かう｡

4-3-8 単数細材の構成による特枚の分岐

系統樹の枝にあたる終盤においては､単数部材の構成による奥行きの特徴の相違により

分岐したが,その中でも袖壁等の部材の有無､部材までの距離の相違､袖壁の吹抜に代表

される部材の形状の相違､部材の長短の相違という順に分岐していき,固有性が表出した｡
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o3a不審庵の亭主位置､ o4a利休二畳台目の亭主位置､ 05a露滴庵の亭主位置､ o7a庭玉軒

の亭主位置､ 10a密庵席の亭主位置､ 12a織部三畳台目の亭主位置､ 13a春草慮の亭主位置,

14a燈心亭の亭主位置, 15a燕庵の亭主位置, 16a閑隠席の亭主位置､ 17a松琴亭の亭主位置､

18a札幌八窓庵の亭主位置､ 19a奈良八窓庵の亭主位置, 26a蓑庵の亭主位置､ 28a夕顔亭の

亭主位置は､目前に袖壁があり､それにより前方の深部が限定されていることが大概の特

徴として近似しているが､細やかな部材の相違により分岐した(㊨, ⑳, ㊨, ㊨). 16a閑

隠席の亭主位置と26a蓑魔の亭主位置は､他のものに比べて右手の壁までの距離が遠いこと

から分岐した(⑲). 16a閑隠席の亭主位置と26a蓑庵の亭主位置以外の測定位置はその後､

右手の壁の長短により分岐した｡右手の壁の寸法が3尺である12a織部三畳台目の亭主位置

と14a燈心亭の亭主位置,また､ 5尺程度である07a庭玉軒の亭主位置が分岐した(⑳, ㊨)0

o7a庭玉軒の亭主位置と12a織部三畳台目の亭主位置と14a燈心亭の亭主位置以外の測定位

置は右手の壁が5尺以上､もしくは正面の壁まで続いており､測定位置から遠い位置での

変化となるため<空間囲包性>に大きな影響を与えなかった｡前項で述べたo6a湘南亭の亭

主位置, o9a元庵の亭主位置､ 24a高林庵の亭主位置は､これらの測定位置と特徴が近似し

ているが､後方の床による深部の出現が特徴となり､系統樹の中盤で分岐した｡

29a飛涛亭の亭主位置, o2b待庵の正客位置､ o4b利休二畳台目の正客位置､ o7b庭玉軒の

正客位置, o8b如庵の正客位置､ 10b密庵席の正客位置､ 12b織部三畳台目の正客位置､ 14b

燈心亭の正客位置､ 16b閑隠席の正客位置､ 17b松琴亭の正客位置､ 18b札幌八窓庵の正客

位置, 19b奈良八窓魔の正客位置､ 21b柵床席の正客位置､ 22b鎖の間の正客位置, 23b又

隠の正客位置､ 25b澱着席の正客位置､ 26b蓑庵の正客位置､ 29b飛涛亭の正客位置, ヨob

菅田庵の正客位置は､袖壁などの測定位置から近い位置で深部を限定する部材がなく､前

方の広範囲に深部があることが大概の特徴として近似しているが､部材の相違により分岐

した(㊨-㊨)｡.

まずは､測定位置から見て床が左右どちらに位置しているかによって分岐した｡床が右

手にある02b待庵の正客位置と23b又隠の正客位置と29b飛涛亭の正客位置と30b菅田庵

の正客位置は､その後さらに､正面に袖壁があり､それにより正面の最深部が見えなくな

っている30b菅田庵の正客位置,袖壁はないが､正面の最深部の奥行きが浅い02b待庵の

正客位置､正面の最深部の奥行きが深い23b又隠の正客位置､天井に深部が出現する29b

飛涛亭の正客位置に分岐した(㊨-㊨)｡床が左手にあるものは､その後さらに,床や天井

などの部材の形状による特徴により分岐した｡まずは､後方の棚により深部が局所的な出
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現する10b密庵席の正客位置､次に,左後方の壁と左手の床により浅部が局所的に出現す

る12b織部三畳台目の正客位置､次に､床に吹抜が有り､それにより深浅の凹凸が出現す

る21b柵床席の正客位置,そして,天井の凹により深部が局所的に出現する29a飛涛亭の亭

主位置のように分岐した(⑳-㊨)｡なお29a飛涛亭の亭主位置は､他の茶室における正客

位置と近似した<空間囲包性>をもつ特殊な例である｡これは他の茶室における亭主位置

は壁の近くに位置するため前方の深部が偏在することが多いことに対し､前方の深部が広

範囲で､さらに右後方の壁が最深部となる特徴をもつためであると考えられる｡それ以外

の測定位置はその後､壁や床などの部材までの距離や測定位置から遠い位置での構成の違

いにより分岐した｡ 14b燈心亭の正客位置と25b澱着席の正客位置は正面の最深部までの奥

行きが他のものと比べて深いことが特徴となり分岐し､その後さらに､右手の壁までの距

離が9尺である14b燈心亭の正客位置､ 4尺半である25b澱看席の正客位置が分岐したo正

面の最深部までの奥行きが浅い14b燈心亭の正客位置と25b澱着席の正客位置以外のもの

はその後､左手の床までの距離が4尺半である19b奈良八窓庵の正客位置とそれ以外に分

岐し､さらに､正面4尺以降に袖壁のない22b鎖の間の正客位置､袖壁のある04b利休二

畳台目の正客位置とo7b庭玉軒の正客位置とo8b如庵の正客位置と16b閑隠席の正客位置

と17b松琴亭の正客位置と18b札幌八窓庵の正客位置と26b蓑魔の正客位置のふたっに分

岐した(㊨-㊨)｡
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4-3-9 茶室の♯成を考Jtした<空間田包性>の考察

茶室の内部空間の構成は､亭主と正客の位置を決定づける重要な要素となる炉の切り方

をはじめ,床の形状や設ける位置､さらには天井の形状によって特徴づけられる｡ここで

は､それらの要因を考慮し, <空間囲包性>について考察する｡

A一炉の切り方

亭主の位置と向きが決まる炉の切り方は､特に亭主位置における<空間囲包性>の傾向

を決定づける最も重要な要因となる｡ (表4-3-2)

表4-3-2 炉の切り方の例

台目構 台目切 四畳半切

L]-.耶
一●

○v[コ

[コ

一●

12織部三畳台目 22鎖の間 27霞床席

向切 隅切 道安囲

ー●

i-(Jem□

.♂

32清香軒

琶一

02待庵 25澱看席
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A. 1-出炉の台目構

亭主位置においては,左右と後方の近い位置にある壁と目前の袖壁によって囲包されて

いるため､前方の深部が限定されている｡また､ <空間囲包性>において茶室の規模によ

る影響が見られないことから､点前畳の中での完結性の高い特徴をもっている｡

この構成をもつものは対象とした茶室に多くあるが､同じ台目構をもつものでも､点前

畳が丸畳であるか､畳の長辺の寸法が丸畳の四分の三である台目畳であるかによって<空

間囲包性>に差異が生じる｡ 03a不審庵の亭主位置やo4a弄り休二畳台目のように点前畳が台

目畳の場合は､右手の壁までの距離が近くなるため､前方の深部の限定が強くあらわれる｡

一方で16a閑隠席の亭主位置と26a蓑庵の亭主位置のように点前畳が丸畳の場合は､点前畳

が台目畳の場合より右手の壁までの距離が遠くなるため,前方の深部が広くあらわれる｡

また､点前畳以外にも､右手の壁の寸法によっても<空間囲包性>に差異が生じる｡ 12a織

部三畳台目の亭主位置と14a燈心亭の亭主位置のように右手の壁の寸法が点前畳の短辺と

同様の場合は,前方の深部が広くあらわれる｡

A.2-出炉の台目切

平面形状が台目構の茶室と近似しているが､目前の袖壁がないため､亭主位置の<空間

囲包性>において台目構ほどの点前畳の中での完結性の高さはない｡正客位置においては､

袖壁がないことにより正面の最深部が台目構の茶室よりも深くなる｡この構成をもつ茶室

の中でも11a憶若席の亭主位置は､右手の床の形状や左手の壁が途中で途切れることにより

深部が局所的に出現する｡亭主位置からでも<空間囲包性>の特徴において顕著にあらわ

れていることが確認できることから､出炉の台目切の特徴的な例であるといえる｡

A. 3-出炉の四畳半切

正方形に近い平面形状をもつことから亭主位置､正客位置共に前方に深い奥行きが広範

囲に広がる<空間囲包性>をもつ｡その中でも01利休四畳半は亭主位置と正客位置共に､

床以外に奥行きに変化をもたらす部材がないため､特徴が近似しており床の見え方だけが

<空間囲包性>の違いとなっている｡
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A. 4一入炉の向切

床が袖壁を挟んで亭主位置と反対側にあるため､亭主位置からは床が見えないものが多

い｡そのため亭主位置における<空間囲包性>は壁と袖壁の形状によって決定づけられる｡

一方で正客位置から見ると床と袖壁が一体になっているため,正面の奥行きが変化に富ん

だものとなる｡ 21b柵床席の正客位置はその特徴が顕著に表れており,床による奥行きの変

化と袖壁の吹抜による深部の局所的な出現が特徴的である｡ 25澱看席のように亭主位置と

正客位置を仕切壁によって隔てている道安囲は,仕切壁と花頭口によって､.亭主位置にお

いては局所的な深浅の構成を生み出し､正客位置においては花頭口で切り取ることで強調

した深部に亭主が座ることにより,茶会における亭主の所作を強調する構成となっている｡

A. 5一入炉の隅切

亭主位置においては､入炉の隅切以外の炉の切り方のものは正面に最深部があることに

対し､正面に最浅部があることが大きな特徴である｡この構成は茶室の規模が小さいもの

に用いられることが多いことが多い｡その中でも30b菅田庵の正客位置は他の茶室の正客

位置と比べて､袖壁が近い位置にあるため､亭主位置付近の構成が正客位置における<空

間囲包性>の特徴を生み出す特殊な例である｡

B-床

床は茶室の内部の奥行きに変化をもたらし､その位置だけではなく､形状にも様々な形

式があるため､亭主位置と正客位置両方において<空間囲包性>を特徴づける重要な要因

となる｡

B.1一壁床

奥行きがない簡略的な床であり､ 20今日庵の正客位置では､ <空間囲包性>に奥行きの

変化が少ないだけでなく､亭主位置において､床による深浅の凹凸がないことと､正方形

に近い平面形状をもつことから､奥行きの変化が少なく､左右対称に近い<空間囲包性>

となっている特殊な例である｡
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B.2一下座床

亭主の背後に位置する床であり,対象とした茶室の中では06湘南亭､
o9元庵､ 24高林

庵が下座床をもつ.点前畳の中での完結性の高い台目構の亭主位置において,後方に広が

りを生み出し, <空間囲包性>に変化を与える床である｡また袖壁に隠れて正客位置から

の床見えが悪くなることから､前述の壁床をもつ20b今日庵の正客位置と同様に床による

深浅の凹凸が特徴としてあらわれなくなる｡

C一天井の形状

天井の形状は狭い茶室内に広がりの変化を与えるという目的だけではなく､亭主と正客

の関係を特徴づけるものとして操作されている｡そのため､同じ平面形状をもつ茶室であ

っても天井の形状の相違による<空間囲包性>の差異がよみとれる｡

23b又隠の正客位置と29b飛清亭の正客位置は共に四畳半であり､加えて右手に床があり､

平面形状は同じだが､ 23b又隠の正客位置は左手の最深部付近の一部が掛込天井であること

に対して､ 29b飛涛亭の正客位置は中央左手付近が掛込天井となっており,又隠よりも掛け

込みが深い｡また､点前畳の上は落天井､それ以外は平天井となっており､正客位置から

天井においての深浅の凹凸が明瞭に確認できる｡このことから､特に29b飛涛亭の正客位

置は深浅の凹凸が生まれにくい四畳半の平面形状をもつ茶室の中でも､天井の形状を使い

分けることにより､茶室内に広がりの変化を与える意図がよみとれる特徴的な例であると

いえる｡

413-1 0 茶室における<空間田包性>と<平面FEl包性>の比較

本研究で得られた<空間囲包性>における分類と既往の研究で試みた茶室の平面での視

空間の構成<平面囲包性>からみた分類との比較を行った｡ <平面囲包性>と<空間囲包

性>の主な分類については類似性がみられ､水平方向の奥行きの特徴は<空間囲包性>に

おいても大きな影響を与えることを示している｡しかし､垂直方向に特色のある部位や天

井をもつ茶室は異なる分類となった｡たとえば､ 25a澱看席の亭主位置は特殊な<空間囲包

性>であったが､ <平面囲包性>においては系統樹のN922と同じグループに属していた｡
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これは平面的には同じ深部を有しながら､仕切り壁の花頭口をもつという平面には表れな

い部位が<空間囲包性>において大きな影響を与えることを示している｡
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4-4 小結

測定位置毎の近似性の考察から､茶室の座位置毎の<空間囲包性>を特徴付ける要因を

確認することができた｡複数の部材の組み合わせによる深部の偏在､深浅の明瞭な対比な

どの深浅の構成の相違により大きな傾向が生まれ､そして単数部材の構成の相違により特

徴は細分化し､最終的には部材単体の寸法の2寸程の相違による<空間囲包性>の固有性

を確認した｡また､茶室の<空間囲包性>においては､茶室毎の近似性よりも亭主､正客

それぞれの位置毎の近似性が強いことが確認された｡そのような中でも飛涛亭の亭主位置

は､他の茶室の亭主位置のよりも正客位置との近似性が強い特異な例である｡本研究では､

畳の敷き方､炉の位置などの形式にとらわれず､ <視深度>からみた<空間囲包性>にお

ける茶室の座位置毎の関係を明らかにした｡

茶室が造られた年代に着目してみると､千利休が登場した桃山時代から､古田織部､織

田有楽らが登場した江戸時代の初期にかけて作られた茶室は､亭主位置においては左右の

壁と目前の袖壁により深部が中央右寄りに偏在している傾向､正客位置においては左右い

ずれかにある床による深浅の凹凸と､その対面の壁に沿って深くなっていく奥行きの構成､

のようにほとんどの茶室において大概の傾向が近似していた.江戸時代中期以降に作られ

た茶室にも同様の傾向がみられるものもあったが､澱看席の亭主位置や飛涛亭の亭主位置

などのように部材の配置よりも､部材の形状の操作によって独自性の高い<空間囲包性>

を創り出している茶室も年代が進むにつれ多く出現しており､このことから茶室の形態が

自由になっていったことがよみとれた｡

茶匠に着目してみると､千利休は､特徴として亭主位置､正客位置共にほとんどの座位

置において異なる<空間囲包性>をもっていた｡これは千利休が茶室の形態を常に創意工

夫していたためと考えられる｡その中でも不審庵､利休二畳台目,閑隠席の亭主位置と正

客位置双方における<空間囲包性>の大概の傾向に後の茶匠による茶室が数多く近似して

いることから､千利休の茶室が後の茶匠に与えた影響の大きさが伺え､ <空間囲包性>の

視点から見ても､茶室の基礎となる形式を築いたといえる.一方で､奥行きが均一で広範

囲であり,さらに､亭主位置と正客位置の<空間囲包性>の傾向が近似している利休四畳

半や､亭主位置は後方にのみ広がりをもつ一方で､正客位置は床や天井の形状による奥行

きの変化が明瞭に確認できる待庵のように特徴的な茶室もあることから,茶室の形式化を

行うと共に､実験的な形態の操作を試みていたことがよみとれる｡また､小堀遠州は､密
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庵席,松琴亭,札幌八窓庵､夕顔亭の全ての亭主位置において細部の特徴まで近似してお

り､ほぼ同じ<空間囲包性>をもっていることに対し､正客位置では床や袖壁の位置は近

似しているが､夕顔亭は相伴席による後方の広がり､密庵席は後方の棚による深部の局所

的な出現､松琴亭は正面7尺以降の壁による深浅の凹凸､札幌八窓庵は正面4尺以降の壁

による深浅の凹凸､といったように部材単体の位置や形状の操作ではなく､複数の部材の

組み合わせによる全体の奥行きの構成により特徴を生み出し､その相違により異なる<空

間囲包性>を有していた｡
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5 部位を考慮した建築空間における

<空間囲包性>の分析

5-1 分析の背景と目的

5-1-1 分析の目的

前章において内部空間に存在する人の視認知と空間構成について奥行きに着目し､その

指標として<視深度>を三次元空間において測定することで,ある測定位置における奥行

きを考慮した<空間囲包性>の特徴を明らかにする研究を試みた｡しかしながら､建築の

内部空間は､天井､壁､床などにより空間の外殻が構成されるが､これら内部空間を構成

する各部位は単なる空間の一要素としてだけでなく､美術品の掲げられた壁を印象的な部

位となるよう配置されたり,裏手となる壁や扉を見えない様に空間的な細工が行われたり､

光の差し込み方を考慮し開口部を配置するなど設計者の意図により特別な意味を持つ部位

もあり､ <空間囲包性>において重要な要素となっている｡このことから,本章では､前

章同様､極小空間の中で限られた部材を効果的に用いることで空間を繊細に演出している

建築の代表として茶室を取り上げた上で,とりわけ,茶室内部を構成する主要部位に焦点

を当てる｡

茶室内部を構成する部位は､茶匠毎に寸法や素材､姿が異なると同時にそれらがもつ意

味合いも異なる｡例えば,茶室の床柱は茶室内の情趣を左右する重要な役割をもつとされ､

材料の選択や形状の操作に際立った工夫がみられる部位であり､また､開口部に関しても､

採光や装飾など様々な意図の基､慎重に計画される部位であるといえる｡このことから､

部位を考慮することで､単なる遮蔽体として扱うことでは十分に把握できなかった､細か

な部材にまで配慮された茶室内部のより詳細な構成を探ることが可能となるとともに､茶

匠によって込められた造形意図を探ることができると考える｡
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以上より､本稿では各茶室の亭主位置､正客位置において<視深度>を三次元空間にお

いて測定した上で､茶室を構成する主要部位を区分し､その結果を分析､考察することで､

部位を考慮した茶室内部空間の<空間囲包性>の特徴を明らかにすることを目的とする｡
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511-2 分析の手頼

研究の流れを段階的に示す｡

1)重要文化財に指定されている茶室をはじめ､ <空間囲包性>を探る上で重要であり,

また茶匠の創意工夫が感じられる, <視深度>を用いた<空間囲包性>の評価に有効

な茶室32席を研究対象として選定する｡

2)茶室の内部空間の三次元情報を得るために､各茶室の図面を基にCADソフト上で立体

形状を作成する｡

3) <視深度>の測定位置として各茶室の亭主位置(a)と正客位置(b)の2点を設定する｡

4) 3)で設定した測定位置において､ <視深度>を三次元空間において測定する｡

5) 4)から得られた数値データを基に,部位毎の視深度平均､視深度標準偏差および構

成割合を算出する｡

6) 5)によって得られた各値を基に､自己組織化マップアルゴリズムを用い､視深度平

均,視深度標準偏差､構成割合それぞれにおいて､各測定位置における特徴マップを

作成する｡

7) 6)で得た特徴マップを基に､視深度平均,視深度標準偏差､構成割合のそれぞれに

おける各測定位置の類型を導出する｡

8) 7)で得た3つの類型を基に､部位を考慮した<空間囲包性>の近似性を整理し､考

察する｡
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5-2 立体空間における視深度の測定方法

5-2-1 分析対*と5N定位正の設定

本章では研究対象､測定位置について4章と同じ茶室32席､測定位置を測定位置と

した｡

5-2-2 部位の走暮

本研究では茶室の内部空間を構成する主要な部材である9つの要素に着目し､ <視深度

>による部位を考慮した<空間囲包性>を明らかにする｡以下に､それぞれの部位につい

て定義する｡

｢天井｣は茶室の畳の直上部上面を構成するもの､ ｢床天井｣は床(トコ)の上面､ ｢壁｣

は内部空間の側面を構成する光を透過しないもの､ ｢開口部｣は内部空間を構成する面の切

り取られた部分で光を透過するもの､ ｢床壁｣は床(トコ)の側部を構成するもの､ ｢床柱｣

は床(トコ)に鉛直に備え付けられた柱状の角材とし､ ｢床｣は内部空間の下部の畳上面､

｢炉｣は内部空間下部を四角に切った箇所､ ｢床床｣は床(トコ)の下面を構成するものと

定義する｡また､本稿におけるユカとトコの表記については,単に床､ ｢床｣と表記した場

合はユカを指し､床(トコ)と表記した場合のみトコを指すものとする｡

5-213 立体空間における<視深度>の淵走方法

本研究では､着目する部位である｢天井｣ ｢床天井｣ ｢壁｣ ｢開口部｣ ｢床壁｣ ｢床柱｣ ｢床｣

｢炉｣ ｢床床｣の9要素について､それらの意匠を読み取ることが可能な角度として､測定

範囲内において水平角度o-3o､垂直角度甲-3oの立体角毎に測定し､各測定位置において

計4624ポイントの<視深度>を数値データとして得た｡以上により得られた数値データを

｢天井｣ ｢床天井｣ ｢壁｣ ｢開口部｣ ｢床壁｣ ｢床柱｣ ｢床｣ ｢炉｣ ｢床床｣の9つのいずれの部位

までの値であるかによって数値データを区分し, ｢天井｣ ｢床天井｣ ｢壁｣ ｢開口部｣ ｢床壁｣

｢床柱｣ ｢床｣ ｢炉｣ ｢床床｣それぞれの視深度平均､視深度標準偏差,空間における部位の

構成割合を算出する(図5-211)｡視深度平均は､内部空間のある位置から空間を構成す
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る部位までの平均距離を表し､例えば壁の視深度平均の数値が大きいほど平均的に遠距離

に壁が構成されることを意味する｡また､視深度標準偏差は内部空間のある位置から空間

を構成する部位までの距離のばらつきを表し､例えば､壁の祝深度標準偏差の数値が大き

いほど壁との距離がばらついていることを意味する｡さらに,構成割合は内部空間のある

位置から空間を構成するある部位まで立体角の数であり､ある部位が空間を占める割合を

意味するoなお､本研究では対象を茶室としているため､単位には尺を用いるo

晩諜蟹平均 罷深度襟帯偏差 構東割合

-(∑D...1/～...,)-((∑(D..すqn2)/竹.り〕主王n(鴫/N

1].2g[尺] }9.74 0.02?

図5-2-1視深度の測定と部位毎の指標の算出(例: 02待庵 亭主)
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512-4 正弦Eb銀Eg法による空間但述

三次元の立体を二次元の平面上に表現する方法である地図投影法をもとにした表現の中

から､人間を中心として包む<空間国包性>の特徴を明らかにする研究の目的上､ <祝深

度>の立体角を正しく記述できる正弦曲線図法を用いる｡正弦曲線図法は測定位置に対す

る視線を遮る物体の占める立体角の割合が面積として正しく表されるため､空間を構成す

る諸要素が空間を囲い包む様子を比較することに適しており､分布や密度などを考察する

ための<視深度>を正しく記述することが可能である｡本研究では､内部空間を構成する

部位に着目することから､部位毎に色分けした正弦図を作成し､考察に用いる(囲5_2_

2)o

園5-2-2 空間記述の部位による色分け(例:o2待庵)
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5-3 淵定位置間の<空間田包性>の分析方法

5-3-1 特種マップによる琳位を考J*した<空間田包性>の分析

本研究では高次元データの中に存在する傾向や近似性を二次元の視覚的情報して描出可

能な自己組織化マップアルゴリズムを用いて部位を考慮した<空間囲包性>の近似性を明

らかにする｡

前章にて算出した視深度平均､視深度標準偏差,構成割合の各数値データを基に､ 32席

の茶室の亭主位置と正客位置それぞれ計64測定位置の<空間囲包性>の近似性を表した特

徴マップを作成する｡得られた特徴マップを基に測定位置間の視空間の部位構成の近似性

を読み取り､類型を導出する｡

特徴マップを作成する際の最適な学習回数については､測定位置の数と各測定位置がも

つ変数の数により異なるため､計算により求めることは難しい｡そのため､少ない学習回

数から始め二次元表示上､各入力データが重なることなく分散配置するまで学習を繰り返

し検証する｡なお､特徴マップの分析にあたっては､各茶室の測定位置を記号としてプロ

ットした情報がプロットのポイントが他と近いほど近似性が強いことを意味することに加

え､図中の濃度の度合いによりポイント同士の隔たりを表現していることに留意する｡
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SIS-2 視深度平均の類型の井出

4章より得た各茶室の測定位置における部位毎の視深度平均の数値データ(表5-3-1)

を基に､自己組織化マップアルゴリズムの学習を10000回行うことで､分析に有用な特徴

マップを得た(図5-3-1)｡

表5-3-1 部位毎の祝深度平均

6日 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床味

01a 10.39 12.01 8.05 ll.77 l2.96 12.23 9.34 10.57 12.30

02a 9.44 10.69 7.50 9.73 ll.29 8.48 8.35 10.24 1l.29

03a 10.17 0 7.34 10.16 0 0 8.l9 10.21 0

04a 9.13 l1.96 7.2S 5.42 l2.69 12.21 8.24 10.00 12.24

05a 9.26 ll.60 6.61 3.76 12.76 12.29 8.26 10.03 12.37

鵬a 10.03 10.70 8.16 7.75 9.23 7.43 8.41 10.13 9.09

07a 8.26 12.05 6.64 5.16 l2.78 10.47 8.25 9.92 12.14

08a 9.48 9.67 7.82 6.45 9.25 9.03 8.52 8.97 9.32

()9a 9.01 8.25 8.52 7.24 7.97 3.54 8.66 10.16 8.76

10a 9.64 13.18 5.65 8.69 13.59 13.20 8.48 lO.26 13.41

lla 9.86 12.24 8.40 8.37 13.30 ll.94 8.57 9.96 12.33

lュa 9.32 12.50 6.54 6.7l 12.66 12.41 8.32 10.06 l2.69

13a 10.00 0 7.ll 3.23 13.32 13.25 8.44 10.34 0

14a 9.22 12.89 5.83 9.87 13.13 12.97 8.60 9.85 l3.16

15a 9.03 ll.61 6.95 4.13 12ー76 12.02 8.83 10.60 l1.8l

16a 9.24 0 5.77 12.73 12.85 12.69 8.77 10.31 13.05

17a 9.84 13.00 7.43 4.90 l3.38 12.63 8.51 10.18 13.39

l8a 9.56 12.94 6.95 2.22 12.75 12.59 8.37 10.51 l2.76

l9a 9.41 0 6.90 4.3S 0 0 8.64 10.32 0

20a 10.44 5.87 10.97 8.38 10.40

21a 9.90 0 8.54 12.57 8.68 10.36 9.16 10.19 10.83

22a 9.97 13.24 7.95 10.58 13.42 13.31 8.74 10.15 13.41

23a 9.58 12.71 8.20 12.53 13.01 1l.81 9.05 10.08 13.06

24a 9.58 10.39 7.92 8.30 8.55 7.05 8.46 9.86 9.12

25a 9.80 12.90 7.80 3.94 12.80 0 8.64 10.15 12.85

26a 8.82 12.59 7.94 9.28 13.15 12.79 8.72 9.79 13.12

27a lO.43 l1.85 8.09 12.63 12.24 ll.79 9.41 9.86 12.01

2ぬ 9.6l 12.24 7.41 3.95 13.03 12.02 8.70 10.35 12.82

29a 9.44 12.35 5.77 12.68 l2.88 12.56 8.98 10.52 12.80

30a 8.94 12.08 6.40 9.68 ll.97 0 8.24 9.92 ll.96

31a 9.28 0 6.62 12.24 10.39 12.55 8.29 9.88 9.78

32a 9.77 0 6.83 l2.36 12.09 12.09 S.52 9.94 ll.60

＼ 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

01b 10.02 10.53 5.43 13.06 lO.85 1l.24 8.83 l1.76 9.52

02b 8.43 8.27 7.56 5.32 9.24 8.40 8.43 ll.30 8.96

03b 9.72 12.42 6.26 3.88 12.22 ll.82 S.45 12.57 12.17

04b 9.60 10.24 5.32 10.79 9.53 9.32 8.39 ll.43 9.27

05b 10.17 10.30 9.88 10.94 10.ll 9.24 8.75 ll.51 9.31

06b 10.01 0 6.03 13.08 13.12 0 8.70 ll.22 l3.26

07b 9.45 10.36 5.88 5.23 9.88 9.35 8.19 ll.40 9.20

08b 9.84 10.86 6.20 ll.20 9.56 10.17 8.35 10.62 9.27

09b lO.96 0 6.68 9.6l 13.58 0 8.69 12.59 13.32

lob 10.75 10.87 8.49 10.83 10.20 9.l6 8.31 12.71 9.28

llb 10.27 ll.13 8.56 ll.73 12.21 12.54 8.97 ll.39 10.93

12b 9.71 ll.27 3.92 4.22 ll.75 7.99 8.50 12.28 10.94

l3b 9.91 10.02 7.41 ll.18 6.79 10.74 8.77 ll.51 8.41

14b 9.85 10.64 7.79 5.54 10.21 ll.29 8.69 12.16 9.51

15b 8.89 10.87 6.79 5.39 10.ll 9.37 7.88 ll.42 9.69

16b 9.60 10.68 6.44 2.02 lO.58 ll.15 8.l5 ll.73 9.97

17b 10.10 10.22 8.ll 6.90 9.79 8.43 8.61 12.62 9.89

l8b 9.77 lO.60 9.ll 7.00 10.l9 9.30 8.44 ll.10 9.37

19b 9.88 12.15 8.33 6.4l 12.66 l2.38 9.04 12.65 12.41

ユob 9.22 8.63 7.97 8.54 10.03

21b 10.10 10.40 7.58 4.01 lO.18 ll.40 8.92 10.04 10.24

22b 10.81 10.64 l1.06 3.24 10.78 ll.43 8.77 12.79 9.83

23b 9.60 10.27 7.33 5.61 10.30 9.21 8.95 ll.60 9.43

24b 8.9S ll.09 S.12 2.74 ll.22 0 7.53 10.74 l2.06

25b 10.72 9.62 5.37 4.37 10.24 10.27 8.53 13.12 9.42

26b 9.78 9.30 7.16 7.97 9.35 10.00 8.85 12.12 9.30

27b 10.56 ll.89 7.35 5.87 12.57 8.73 9.16 Ill.55 ll.17

28b 10.50 10.36 lO.89 12.32 10.74 10.14 9.07 ll.41 10.24

29b 9.44 9.27 8.13 7.3l 9.98 8.82 8.94 ll.54 9.35

job 9.31 9.8l 7.98 7.38 7.41 10.61 8.23 9.54 8.37

3lb 10.23 13.02 8.46 6.83 12.84 12.62 8.26 12.59 l2.89

32b 10.53 8.98 7.20 3.95 8.84 12.48 8.38 12.45 9.21
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※国中の各数字を茶室番号とし,
aを亭主位･匿. bを正客位置とするD

園5-3-1部位毎の視深度平均による特徴マップ

Ⅰ型は,亭主位置に多くみられ､ ｢開口軌の視深度平均が亭主位置に掛､約2尺から釣

8尺の距離に構成される｡一方,床(トコ)の各要素が深く､ ｢床壁｣が10尺の深部に構成

されているoまた,前方に袖壁をもつものが多くみられることから､ ｢開口部｣が近域の閉

塞感を軽減しながらも､深部の床(トコ)や前方の深部を限定する袖壁が奥行きを強調す

る性質をもつといえる｡ Ⅱ型は, ｢開口軌や｢床壁｣ ｢床床｣ ｢床天井｣などの部位が比較

的深部に構成される特性がみられるo特に｢開口部｣は､測定位置より10尺以上の深さに

あるものが多いロまた､遠方の採光と深い床(トコ)が奥行きを強調しているo Ⅲ型は,

正客位置に多くみられ､ ｢開口部｣や｢床壁｣ ｢床床｣ ｢床天井｣などの部位が比較的浅郭に

構成される特性がみられる｡正客位置近域で床(トコ)の意匠が空間を特徴付ける一方, ｢開

口部｣においても測定位置から6尺以下の浅部に主だって構成されるなど､遠近の空間に

強い対比がみられる｡ Ⅳ型は､類型Ⅲと同様に正客位置で多くみられ,床(トコ)の各要

素が比較的浅部に構成される特性がみられるcまた､ ｢開口部｣は測定位置から8尺以上の

深部に構成されることが多いoさらに､袖壁がないものが多く､深部が限定されか､性質

をもつといえる｡

結果､導出された4つの型についての特性を見出した(表5-3-2)｡
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表5-3-2 視深度平均の型の特性

型 型の特性

Ⅰ ｢開口部｣の奥行きが浅く,床(トコ)の奥行きが深い

Ⅱ ｢開口部｣の奥行きが深く,床(トコ)の奥行きが深い

Ⅲ ｢開口部｣の奥行きが浅く,床(トコ)の奥行きが浅い

Ⅳ ｢開口部｣の奥行きが深く,床(トコ)の奥行きが浅い
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51313 視深度8準4差の類型のgr出

同様に､ 4章より得た各茶室の測定位置における部位毎の視深度標準偏差の数値データ

(表5-3-3)を基に､自己組織化マップアルゴリズムの学習を12000回行うことで,分析に

有用な特徴マップを得た(図5-312).

表5-3-3 部位毎の視深度標準偏差

iiZ51 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

01a 18.38 10.18 63.26 3.80 3.22 15.51 27.72 1.42 7.13

02a 18.17 12.61 54.00 l6.13 23.22 10.56 21.87 l2.6l 7.71

03a lS.79 0 39.02 33.79 0 0 29.92 5.18 0

04a 15.56 6.58 49.9l 27.81 2.13 15.43 24.23 5.70 5.18

05a 20.75 3.30 53.41 46.30 5.96 15.86 32.81 4.56 6.45

06a 17.74 7.60 45.9l 9.94 24.55 20.88 27.80 5.15 10.30

07a 23.97 12.05 45.88 43.86 2.48 2.02 26.ll 8.53 ll.50

08a 19.64 1.15 49.59 76.68 5.01 7.31 26.93 6.87 2.12

09a 25.52 45.00 39.52 40.12 39.74 37.90 28.97 4.82 16.l4

10a 27.10 0 61.34 35.09 1.50 6.89 32.79 5.8S 0

lla l7.24 5.59 5l.85 30.35 6.32 7.50 28.53 5.39 7.54

12a 28.91 2.12 49.65 41.65 1.88 24.92 30.75 5.90 1.53

13a 20.49 0 48.36 38.66 0.62 3.10 30.76 5.59 0

14a 28.35 3.70 48.00 49.l7 2.49 4.83 32.24 6.98 2.3l

l5a 20.37 5.13 40.49 49.05 2.67 l8.55 26.99 2.28 6.65

l6a 26.l3 0 63.88 2.44 6.87 13.ll 31.95 5.51 1.35

17a 22.41 6.08 41.19 49.32 0.59 10.94 31.22 5.74 0.58

18a 25.82 0 46.57 59.90 0.99 5.69 30.78 5.22 0.00

19a 24.92 0 46.04 57.14 0 0 3l.48 4.67 0

20a 17.ll 65.l6 6.48 25.86 5.01

21a 22.50 0 48.17 4.84 23.20 63.5l 3l.19 5.(X) 15.80

22a 25.75 7.8l 42.66 33.54 0.78 8.05 29.49 5.95 0.82

23a 21.94 10.38 58.23 2.70 1.58 14.00 30.12 5.73 1.5l

24a l9.64 12.72 41.50 47.06 27.24 20.26 26.97 4.60 14.51

25a 25.45 1.03 45.66 65.96 1.20 0 31.28 4.73 0.71

26a 27.89 5.66 47.90 45.63 1.66 ll.93 28.33 5.50 3.65

27a 17.97 l4.56 6l.57 1.52 3.70 2.57 27.86 6.46 6.66

28a 23.95 6.29 49.65 39.49 4.41 13.82 30.20 5.60 4.13

29a 26.44 5.60 78.63 6.89 1.49 12.10 31.09 4.35 3.93

30a 21.03 0.58 47.44 35.66 0.53 0 24.95 6.93 0.58

31a 30.19 0 47.44 28.26 34.43 19.04 27.01 6.71 6.91

32a 26.09 0 53.41 18.73 22.46 18.82 28.64 6.68 16.38

LiiZ9 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床
01b 40.95 30.54 85.86 3.08 l6.67 7.49 41.16 2.20 25.53

02b 30.18 18.81 68.95 74.12 19.21 8.75 30.18 1.91 19.52

03b 21.71 4.49 74.31 51.33 5.97 1.35 32.72 0_58 4.62

04b 21.86 22.64 79.59 27.96 25.66 8.91 29.63 1ー19 14.l9

05b 22.06 24.76 39.31 23.54 24.81 9.17 30.03 1.39 17.12

06b 28.24 0 58.42 8.20 4.04 0 34.53 2_05 0.51

07b 23.27 25.29 14.97 73.91 14.97 3.05 29.32 1.46 14.02

08b 23.18 21.71 76.94 l4.47 31.31 30.76 27.30 3.74 19.12

09b 20.84 0 58.00 41.62 2.91 0 28.90 0.00 1.22

lob 22.06 l6.69 56.64 30.23 16.86 9.30 42.10 0 17.38

llb 22.43 9.04 71.30 10.64 13.03 6.56 29.99 3.71 17.占9

12b 3l.73 l7.85 79.05 84.59 9.55 45.32 41.27 I.48 13.6l

l3b 22.46 18.l5 69.55 37.78 54.62 14.91 32.44 1.39 19.93

l4b 20.64 25.87 69.08 80.71 l6.78 3.43 30.99 I.l5 18.47

15b 35.95 24.46 80.89 105.0 12.04 3.15 47.99 2.19 14.53

l6b 24.29 22.42 85.15 55.46 l6.l1 3.44 35.67 1.52 14.40

17b 2l.62 2l.48 58.96 62.07 16.34 伝.89 30.55 0.58 17.45

18b 19.89 15.15 41.51 49.72 12.01 3.39 26.98 1.77 14.50

19b 22.15 10.56 61.67 65.35 4.34 9.46 29.41 0 6.07

ユob l8.07 65.35 55.l6 25.44 6.25

21b 2l.81 16.13 75.64 59.73 26.16 27.14 31.13 23.94 17.05

22b 19.72 15.84 38.66 60.85 14.41 3.90 32.10 0.71 14.23

23b 26.05 24.22 73.91 51.31 24▲22 2.96 33.02 2.48 14.15

24b 23.56 0.53 64.09 36.05 12.48 0 30.00 3.83 15.98

25b 23.41 23.76 85.l8 78.38 12.60 3.54 30.98 0 15.97

26b 21.03 0.58 47.44 35.66 0.53 0 24.95 6.93 0.58

27b 22.21 23.59 72.62 45.39 4.69 43.27 29.61 2.13 16.16

28b 17.96 14.00 22.27 ll.18 ll.58 10.91 28.42 1.31 ll.18

29b 28.04 24.88 56.97 67.04 ll.56 5.10 32.58 2.19 14.52

30b 15.49 l6.84 59.23 62.76 49.75 2.89 23,80 2.99 25.44

3lb 29.62 3.53 5l.60 66.01 3.54 1.55 32.64 0 3.65

32b 21.72 29.20 80.85 55.43 35.84 5.76 32.01 2.89 31.32
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栄回申の各数字を茶室番号とし. 8を亭主位置, bを正客任建とする｡

図5-3-2 部位毎の祝深度標準偏差による特徴マップ

i型は, ｢壁｣の奥行きのばらつきが大きく､ ｢開口部｣の奥行きのばらつきが比較的小

さい構成の特性をもつo 故に, ｢壁｣単体の奥行きのばらつきが<空間囲包性>に大きく影

響しているといえる｡正型は, ｢壁｣ ｢開口部｣の奥行きのばらつきが小さく､ ｢床壁｣や｢床

柱｣などの床(トコ)の要素のばらつきが比較的大きい構成の特性をもつD故に､床(ト

コ)の要素が空間の固有性の創出に大きく影響しているといえるc iii型は､ ｢壁｣や床(ト

コ)の要素の奥行きのばらつきが大きく､ ｢開口部｣の奥行きのばらつきが′｣､さい特性をも

つ｡故に､平面の形状が複雑で床(トコ)の見えが良好な座位置において､ ｢壁｣と床(ト

コ)要素の部位が複合的に奥行きの変化量に影響している空間であるといえる｡ iv型は､

亭主位置に多くみられ､ ｢開口部｣の奥行きのばらつきが大きく, ｢壁｣の奥行きのばらつ

きが小さい特性をもつo 故に､複数の｢開口部｣が深浅にわたって構成されることで奥行

きにばらつきが生まれ､その位置関係により固有性を創出している｡類型vは､正客位置

に多くみられ､ ｢壁｣ ｢開口部｣や床(トコ)の要素の奥行きのばらつきが複合的に大きい

特性をもつ｡故に,平面形状の複雑さ､深浅にわたる複数の｢開口部｣､床(トコ)見えの

良さなどの性質を有する座位置において､それらが複合的に奥行きの変化量に影響してい

る空間であるといえる｡

結果,■導出された5つの型についての特性を見出した(表5_3_4)
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表5-3-4 視深度標準偏差の型の特性

型 型の特性

1 ｢壁｣の凹凸が大きく,｢開口部｣の凹凸が小さい

止 ｢壁｣｢開口部｣の凹凸が小さい

1皿 ｢壁｣の凹凸が大きく,｢開口部｣の凹凸が小さい

Ⅳ ｢壁｣の凹凸が′トさく,｢開口部｣の凹凸が大きい

Ⅴ ｢壁｣｢開口部｣の凹凸が大きい
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5-3-4 部位の柵成割合の類型の導出

さらに､ 4章より得た各茶室の測定位置における部位毎の構成割合の数値データ(図5-

3-5)を基に､自己組織化マップアルゴリズムの学習を10000回行うことで､分析に有用

な特徴マップを得た(図5-3-3)0

表5-315 部位毎の構成割合

貞ヨ 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 蘇 炉 床床

01a 16.41 0.54 54.84 2.51 2.44 0.58 22.04 0.26 0.37

02a 13.32 0.56 55.56 6.49 4.22 0.56 18.3S 0.45 0.45

03a 8.37 0 68.01 4.97 0 0 18.21 0.43 0

04a 10.88 0.ll 49.74 19.42 I.36 0.54 17.24 0.5S 0.13

05a ll.51 0.09 46.02 22.84 0.$4 0.52 17.69 0.32 0.17

06a 12.46 1.49 38.45 4.22 20.9S 1.02 18.49 0.58 2.40

07a 14.14 0.22 49.46 l6.74 1.69 0.58 l6.28 0.69 0.17

08a l3.26 0.06 55.17 7.50 1.56 0.65 21.17 0.41 0.04

09a 12.05 2.29 4l.85 2.70 17.91 0.93 l7.65 0.28 4.30

10a 9.97 0.02 60.66 ll.79 0.19 0.39 16.46 0.50 0.02

lla 14.49 0.48 52.34 7.29 2.94 0.67 20.74 0.6l 0.45

lュa 13.04 0.04 59.62 8.54 0.89 0.35 16.76 0.58 0.06

13a 7.96 0 52.23 22.21 0.39 0.24 16.57 0.41 0

Iヰa 12.ll 0.ll 62.18 5.93 1.12 0.35 17.39 0.65 0.17

15a 12.09 0.06 50.06 19.27 1.34 0.67 16.05 0.32 0.13

l6a 12.63 0 64.23 1.15 0.93 0.30 20.20 0.39 0.15

17a 9.17 0.06 55.02 17.15 0.52 0.35 17.17 0.50 0.06

18a 8.35 0.02 54.71 l8.36 0.30 0.39 17.45 0.35 0.06

19a 12.80 0 51.84 17.52 0 0 l7.37 0.48 0

20a 9.21 70.52 5.28 l4.66 0.32

21a l8.5l 0 51.17 1.60 2.70 1.47 22.62 0.54 1.36

22a 15.55 0.06 54.71 8.39 0,52 0.30 19.77 0.48 0.09

23a 20.42 0.17 51.86 1.90 0.99 0.35 23.62 0.52 0.17

24a 10.92 2.92 36.46 5.06 22.10 1.34 l6.78 0.35 4.07

25a ll.20 0.13 57.07 13.97 0.39 0 l6.72 0.48 0.04

26a 14.88 0.13 59.36 3.40 0.97 0.41 20.22 0.48 0.15

27a 17.04 1.02 47.82 2.42 6.2l 0.39 23.40 0.48 1.23

28a 15.27 0.37 40.77 21.82 2.05 0.65 l8.58 0.37 0.13

29a 18.32 0.09 55.06 3.70 0.99 0.41 20.83 0.41 0.13

30a 1l.85 0.06 64.42 7.66 0.19 0 15.14 0.61 0.06

31a 14.77 0 58.37 5.23 2.08 0.61 17.78 0.65 0.52

32a 13.54 0 5S.72 4.58 1.34 0.74 19.29 0.65 1.08

6日 天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

01b 16.72 4.43 41.65 I.64 ll.48 0.52 18.81 0.17 4.58

02b 12.61 2.92 35.83 9.58 14.73 1.43 18.43 0.22 4.22

03b 15.05 0.37 37.02 25.54 3.78 0.41 17.ll 0.04 0.6l

04b 14.36 2.14 41.39 6.27 14.73 0.65 17.76 0.17 2.53

05b 13.30 1.47 36.48 10.75 12.69 0.78 21.22 0.17 3.14

06b 16.35 0 56.3l 3.29 2.14 0 2l.35 0.24 0.32

07b 15.35 1.64 20.35 27.05 13.06 0.84 19.12 0.17 2.36

08b 15.38 2.08 39.29 5.73 l5.61 0.84 l6.96 0.19 3.94

09b 10.47 0 59.02 10.94 0.91 0 l8.51 0.06 0.13

lob 12.72 1.95 39.40 5.15 12.74 0.87 23.46 0.06 3.63

llb 20.59 1.04 39.17 9.32 3.65 0.45 24.13 0.ll 1.54

12b 13.13 0.78 53.61 9.43 4.13 1.10 16.76 0.13 0.95

13b 12.48 6.27 27.40 6.06 22.69 0.87 17.24 0.17 6.90

14b 8.63 1.67 26.28 27.60 15.10 0.56 l6.93 0.06 3,l8

15b 17.88 2.47 33.33 6.25 13.02 0.67 22.90 0.26 3.24

1(ib 14.29 1.75 36.25 14.64 ll.31 0.6l 1S.71 0.ll 2.44

17b l2.65 2.47 35.38 13.84 14.12 0.82 l7.08 0.09 3.55

18b 14.92 2.44 3l.68 15.94 13.56 0.65 17.47 0.17 3.16

19b 18.73 0.37 38.52 16.20 2.77 0.52 22.38 0.06 0.45

ユob 12.65 58.89 8.28 l9.62 0.37

21b 15.38 2.29 36.01 l6.24 7.29 1.02 19.03 0.ll 2.62

22b ll.87 1.64 l9.64 32.85 13.06 0.50 17.95 0.04 2.44

23b 19.40 1.71 33.80 8.43 13.06 0.6l 20.l6 0.13 2.70

24b 13.24 0.15 42.54 23.08 1.41 0 19.l8 0.13 0.26

25b 13.34 2.27 37.35 15,22 ll.74 0.63 l6.41 0.04 2.98

26b 13.02 2.70 36.12 9.13 17.30 0.69 l7.56 0.06 3.42

27b 12.95 0.91 36.51 25.17 3.87 0.95 18.53 0.17 0.95

28b l8.90 I.56 34.02 5.84 10.77 0.71 26.l5 0.17 I.88

29b 15.92 2.12 33.22 12.63 13.21 0.74 18.17 0.17 3.89

30b 10.25 I.86 40.53 13.67 14.62 0.50 14.64 0.09 3.8l

3lb 1l.98 0.22 12.22 55.10 2.40 0.32 17.47 0.04 0.22

32b ll.53 0.17 38.13 27.08 2.88 0.41 19.38 0.06 0.35
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※回申の各数字を茶室番号とし. aを亭主位乱 bを正客位置とする｡

園5-3-3 部位毎の構成割合による特徴マップ

A型は､亭主位置に多くみられ､視空間における｢壁｣の割合が大きく､ ｢開口部｣の割

合が小さい構成の特性をもつQ 前方浅部に袖壁をもつものが多いことが, ｢壁｣の割合を増

大させているといえる｡また, ｢壁｣の増大に伴い, ｢天井｣ ｢床｣の割合が小さくなる反比

例の関係の特性がみられるo B型は､正客位置にみられ､ 4つの測定位置のみ該当する独自

性の高い<空間国包性>を有する｡視空間における｢開口部｣の占める割合は大きいが､ ｢壁｣

の占める割合が比較的小さい特性をもつ｡大きな｢開F]部｣を左右から背面にかけてもつ

構成が特徴的であり､亭主位置との対比関係となっている｡C型は,亭主位置に多くみられ,

視空間における｢壁｣と｢床｣の占める割合は大きいが､ ｢開口部｣の占める割合が小さい

特性をもつ｡ ｢壁｣や｢床｣といった基本的な躯体要素が祝空間の大部分を占めることで､

簡素で静穏な空間となっている｡ D型は,正客位置に多くみられ､祝空間における床(ト

コ)の要素の占める割合は大きいが､ ｢壁｣ ｢開口部｣の占める割合が比故的′トさい特性を

もつD 後方に近接した床(トコ)の存在が空間の奥行きの変化量に変化を与えているとい

える｡ E型は､視空間における｢壁｣ ｢開口部｣の占める割合は大きいが､床(トコ)の要

素の占める割合が小さい特性をもつo ｢壁｣ ｢開口｣が近域で構成され,完結性の高い空間

となっている｡また,床(トコ)の視空間に占める割合が際立って低いが､座位置の前方

にある場合など､指向性を高める要因となっているD

結果､導出された5つの型についての特性を見出した(表513-6)o
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表5-3-6 構成割合の型の特性

型 型の特性

A ｢壁｣の割合が大きく,｢開口部｣の割合が小さい

B ｢壁｣の割合が小さく,｢開口部｣の割合が大きい

C ｢壁｣｢床｣の割合が大きく,｢開口部｣の割合が′トさい

D ｢壁｣｢開口部｣の割合が小さく,床(トコ)の割合が大きい

E ｢壁｣｢開口部｣の割合が大きく,床(トコ)の割合が小さい
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5-4 各類型にみる<空ⅦPIl包性>の特枚

指標毎の特徴マップの特性から､ 14の型が明らかとなったc結果として､この14の型の

組み合わせから､各軸定位置から31の類型が得られた｡各類型における<空間国包性>か

ら各激定位置間の関係について以下に述べるo

I) I-i-A

一定の距離で近接する′トさな｢開口部｣の構成を複数箇所にもち､また､深部の床

(トコ)の要素が内部空間に広がりを創出する特徴をもつcこの類型に該当する11憶

昔席の亭主位置は前方の広範囲に深部がみられるが､右手の床(トコ)により局所的

な深浅の凹凸が出現している｡

-i-_二匪Ⅰ垂直
図5-4-1類型Ⅰ一卜Aにおける茶室の測定位置

2) Ⅰ一五-a

複数箇所に一定の距離で近接する大きな｢開口部｣の構成をもち､それゆえ､視空

間に占める｢壁｣の視空間に占める割合は際立って小さい特徴をもつ｡該当する14

澄心亭の正客位置は､ ｢開口部｣が少ない亭主位置から､亭主と正客を対比する作者

の意図がみられる｡

_
Erg-A-

園5-4-2 類型I-il-Bにおける茶壷の&r]定位置

3)卜払-D

床(トコ)がないという特徴をもつ｡該当する20今日庵の正客位置は､亭主との

座位置が近いため､亭主と近似した奥行きをもつが､左手の壁により亭主方向-の指

向性が生まれている｡
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二二三j
園5-413 類型Ⅰ-ii-Dにおける茶室の測定位置

4) I-iii-A

｢開口部｣が深部に奥行きのばらつきをもって構成され､また､床(トコ)が後方

の深部に構成される特徴をもつ｡該当する09元庵の亭主位置は､後方の下座床によ

り,局所的な深部が出現し､完結性の強い台目構の亭主位置に奥行きの変化をもたら

しているD

園5-4-4 類型I-ih-Aにおける茶室の測定位置

5) I-h,-A

｢開口部｣が残部に奥行きのばらつきをもって構成され､また,床(トコ)が深部

に構成される特徴をもつo該当する25澱看席の亭主位置は,道安囲によって正客位

置と分断された座位置であり､仕切りの火燈口により,正客位置方向の奥行きを切り

取るようにして生まれる局所的な浅深が特徴であるo

09b元庵

m

_ー一■ー
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二ゝ

舛㌢./

I-±で聖艶壷ミp
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､､ノ
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･,､~1Lレ

･≡チノー乍き--_--ノ■
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弓羊喝軒=-ニ着:.二_i-9

園5-4-5 類型Ⅰ-iv-Aにおける茶室の測定位置
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6) I-iv-B

浅部にばらつきの大きな｢開口部｣を構成し､ ｢壁｣は反対に奥行きのばらつきが

小さく､視空間に占める割合も′トさく構成される特徴をもつ｡該当する31向月亭の

正客位置は､全体的に深い奥行きと､右手の壁による浅部を対比させて,原型床方向

-の指向性を生み出しているc

~[-i-m]守
園5-4-6 類型Ⅰ-hr-Bにおける茶室の測定位置

7) I-ivIE

｢開口部｣が浅部から深部にかけて複数箇所に構成されることから, ｢開口部｣は

奥行きのばらつきや視空間に占める割合が大きい構成の特徴をもつ｡また､床(トコ)

が比較的深部に構成される特徴をもつ｡該当する04利休二畳台目の亭主位置は､袖

壁によって正客位置と分断されることで完結性の高い空間となっている｡
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04a利休二畳台目 団
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｢丁.こ㌔⊥T:.--{-.-

07a庭玉軒

･価◆
‡■′】

__'3三二

-:::■J:.

l5a燕庵 団
_l■■■■.

J盛毒詣完誕!:三L

-.--i-i:"--I:.監

LEO



_ E_二[亙]二重1
園5-4-7 類型l-iv-Eにおける茶室の測定位置

8) IIVIE

｢壁｣ ｢開口軌の祝空間に占める割合が大きく､ ｢開口部｣は近接しており､深部

に視空間に占める割合の′J､さな床(トコ)を構成する特徴をもつ｡該当する19奈良

八窓席の正客位置は､特徴としてはIl札幌八窓席と近似した<空間囲包性>をもつ

が､ 18奈良八窓席は､深部を前方と左手に分散させており,その左手の深部に床(ト

コ)を設けることにより､床方向-の意識を向かわせる奥行きの構成となっている｡

園5-4-8 類型卜v-Eにおける茶室の測定位置

9) Ⅱ一卜A

｢壁｣の奥行きのばらつきが大きく視空間に占める割合が大きい構成の特徴をもち､

｢開口部｣は反対に､視空間に占める割合が小さく､奥行きのばらつきが小さい構成

の特徴をもつ<空間囲包性>の類型であるo該当する16閑陰席の亭主位置は,前方

の袖壁により空間の広がりが限定されとともに､深部の小さな｢開口部｣によるわず

かな採光により静穏な空間が表現されているo

三f
_-_- i-a_-

園5-4-9 類型Ⅱ-i-Aにおける茶壷の測定位置

10) 刀-i-C

｢壁｣の割合が大きく､奥行きにばらつきがあり､比較的深く構成される特徴をも

ち, ｢開口部｣が深部に構成される特徴をもつ.該当する06湘南亭の正客は､亭主位
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置までのびる左手の｢壁｣の対比により前方-の指向性が非常に強い構成をもつ空間

となっている｡

⑩Ⅱ-卜C

01a奉り休四畳半

/爪､
1N/

o6b湘南亭 ･什㌫ド
q ､=毒L-;i.TTA〔T=ざ一

---_I-r

i=:::;i

23a又隠
＼∴
[:;-i-iアiナ

-

-6J_----

27a霞床席
../乍誌l

l､

m

毎-'J @T_T__1:_:i_:_:;-i

29a飛清孝

･■.チ--1'..

/i,kt:I-メ'

≡一癖妄p二≡=

_JJ-

~~-I__-

園5-4-1 0 類型Ⅱ一i-Cにおける茶室の測定位置

ll) Ⅱ-i-D

｢床壁｣の視空間に占める割合が大きく,深部に構成される特徴をもち,また, ｢壁｣

の割合が小さく, ｢天井J ｢床｣の祝空間に占める割合が大きい構成の特徴をもつ｡該

当するOl手tj休四畳半の正客位置札 深い奥行きが前方の広範囲に広がっている特徴

と深部の単一の開口により静穏な空間となっているo
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⑪Ⅱ-i-D

01b奉り休四畳半
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園5-4-I 1類型Ⅱ-卜Dにおける茶室の測定位置

12) Ⅱ-i-A

床(トコ)の要素に奥行きのばらつきが大きい特徴に加え､ ｢開口部｣の視空間に占

める割合が小さく､深い構成の特徴をもつc該当する18札幌八窓庵の正客位置は､

特徴としては19奈良八窓席と近似した<空間囲包性>をもつが､ 19札幌八森席は左

手の｢床床｣が大きい割合を占めるなど､床(トコ)の要素が奥行きの変化により強

い変化を与えているo

園5-4-1 2 類型Ⅱ-i-Aにおける茶室の測定位置

13) Ⅱ-ii-D

｢開口部｣の奥行きが深く,祝空間に占める割合も小さい特徴をもつが,一方で｢壁｣

の視空間に占める割合も小さく､ r床｣や｢天井｣の視空間に占める割合が大きい特

徴をもつ｡該当する28夕顔亭の正客位置は､相伴席が後方に奥行きを生み出してお

り､右手と前方正面の深部と｢床｣による奥行きと相まって前後左右に奥行きをもつ

座位置であるQ

_- _ [_~1-_T車重_
園5-4-1 3 類型Ⅱ-ii-Dにおける茶室の測定位置
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14) IL一缶-A

｢壁｣の祝空間に占める割合が大きく,近接しており,奥行きにばらつきの小さい

構成の特徴をもち,また, ｢床柱｣が比故的近接した構成の特徴をもつo該当する32

清香軒の亭主位置は.前方の袖壁により視線の抜けが右前方に限定されるとともに,

左手から後方にかけての｢壁｣の近接により,とりわけ｢壁｣が祝空間に強い影響を

もつ類型であるといえるo

⑭Ⅱ-iii-A

31a向月宰
♭-′…

32a清香軒 ､jr~i蔽J
∫:

図5-4-1 4 類型Ⅱ一塩-Aにおける茶室の測定位置

15) II-iii-D

床(トコ)の要素が深く､奥行きのばらつきが大きく､空間に占める割合が大きい

構成の特徴をもち, ｢壁｣ ｢開口部｣の祝空間に占める割合が小さく､奥行きが均一な

構成の特徴をもつ｡該当する05露滴庵の正客位置は右手と前方に深部があり,さら

に､左手に床(トコ)､後方に相伴席があるため､前後左右に奥行きを感じられる座

位置となっているo

⑯Ⅱ-iii｣)

o3a不審庵

上l

十+

と■書■■三-..l;喜l
iET--

一■一■ー

毛て≡E二iて~~嘗
lF

05b露滴亭

ーL4;:ミく:.
:⊥｣

き､

才筆Jir.二ーー苧〒袈
園5-4-1 5 類型Ⅱ-in-Dにおける茶室の測定位置
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16) Ⅲ-ii-A

床(トコ)が浅部に構成され､奥行きのばらつきが大きい特徴をもち､ ｢壁｣が祝

空間に占める割合が比較的小さく､奥行きのばらつきが小さい構成の特徴をもつ｡該

当する04高林魔の亭主位置は後方の下座床により,局所的な深部が出現し,完結性

の強い台目構の亭主位置に奥行きの変化を与えている座位置となっている｡

⑯Ⅱ-ii-A

o6a湘南亭
∫/ト､〇l ･F-≡

---__tノ,-

24a高林庵 /,(i.j良
l 車_.:-IL/L>

図5-4-1 6 類型Ⅲ-ii-Aにおける茶室の測定位置

17) Ⅲ-ii-C

｢壁｣の奥行きのばらつきは′J､さいが祝空間に占める割合が大きい構成の特徴をも

ち､深部に小さな｢開口部｣が構成される特徴をもつo該当する21柵床席の亭主位

置は左右後方を壁によって囲まれ,左前方には袖壁が深部-の視線を限定している｡

袖壁によって見え隠れする深部のr床壁｣と最深部の小さな開口が奥行きを感じさせ

る座位置であるo

三~二~Qb_i
園514-1 7 類型皿-ii-Cにおける茶室の測定位置

18) Ⅲ-iv-C

｢開口部｣の奥行きが浅く､祝空間に占める割合が大きい特性をもち､深部にばら

つきのある床(トコ)が構成される特徴をもつ｡該当する32b清香軒の正客位置は,

全体的に奥行きが一様な空間と､右手の広い開口部による浅部を対比させて､ 31向月

亭より強い原畳床方向-の指向性を生み出しているo
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⑯Ⅱ-iv-C

o8a如庵

/､1_㌔

闇,g院

21b柵床席

/E`-止J;

i】

E

図5-4-1 8 類型Ⅲ-iv-Cにおける茶室の測定位置

19) Ⅲ-Ⅴ-A

床(トコ)の要素の奥行きが浅く､視空間を占める割合が大きく,奥行きのばらつ

きも大きな構成の特徴をもち､一方で､ ｢壁｣ ｢開口部｣の割合が′トさく､ ｢壁｣は奥

行きにばらつきをもった構成で奥行きに変化を与えているが､ ｢開口部｣は浅部に均

一なものが構成される特徴をもつ｡該当する23又隠の正客位置は,亭主位置と同様､

前方に深い奥行きが広がっており.床(トコ)による局所的な奥行きの深浅が出現す

るが､全体的に静穏な空間になっているo

⑯Ⅱ-v一人

12b織部三畳台目

_■一■■■■

一i
～--.--___ー㌔--

25b澱看席

/`ト.

p-_l-ち _一■ーT_

@
lンニー.～_..-L

pij}--J"

図5-4-1 9 類型Ⅲ-v-Aにおける茶室の測定位置

20) Ⅲ-iii-B

奥行きのばらつきの大きな｢開口部｣が浅部に大きく構成される特徴をもち､視空

間に占める割合が小さな床(トコ)が浅部に構成される特徴をもつo 該当する07庭

玉軒の正客位置は､右手前方から後方にかけて広い｢開口部｣と左手の床(トコ)が

正客位置の開放的な浅部を特徴付けている｡
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-_I-_l壇IL@-,_
園5-4-2 0 類型Ⅲ-iii-Bにおける茶室の測定位置

21) Ⅲ-iii-D

｢壁｣ ｢床｣の視空間に占める割合が大きい特徴をもち,奥行きのばらつきも大きい構

成の特徴をもつ｡ ｢壁｣ ｢床｣の形状が複合的に内部空間に奥行きの変化に強く作用し

ている｡該当する08如庵の亭主位置は全体の平面形状が正方形に近く､それと板壁

が相まって,左右対称に近い特殊な<空間国包性>をもっている｡

⑪Ⅲ-iiiJ

02b待庵 S iL.5l,._.

町叫:_7flf::′-
i:コi

23b又隠

∵伊-

I=;:;一軒-

図5-4-2 1類型Ⅳ-in-Dにおける茶室の測定位置

22) 班-iv-a

奥行きのばらつきの大きな｢開口軌が浅部に大きく構成される特徴をもち､視空

間に占める割合が小さな｢壁｣が深部に構成される特徴をもつ.該当する03不審庵

の正客位置は､左手構成される｢開口部｣により右手の床(トコ)が強調され,また､

亭主位置までのびる左手の｢壁｣が指向性を強くあらわしているc

園514122 類型皿IivIBにおける茶室の測定位置
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｢壁｣ ｢開口部｣の奥行きのばらつきが大きい構成の特徴をもち､ ｢壁｣は視空間に

占める割合が大きいが､ ｢開口部｣は小さなものが比較的浅部の複数箇所に構成され

る特徴をもつ｡該当する12織部三畳台目の正客位置は,右手の床(トコ)の要素ま

での距離が近いため､床(トコ) -の意鼓が強くあらわれる構成となっているD

⑳EL-hT-E

o3b不審庵

='＼

/†ノ′l 一.一■■ー

喜…､l=■ 孝三-..-_節
1/..

29b飛清亭 /(,:/:JT忘E(iC三島■レ:.A

-

･_-､ミ--/

園5-4-23 類型Ⅲ-iv-Eにおける茶室の軌定位置

24) Ⅲ-VIB

奥行きのばらつきの大きな｢開口部｣が残部に大きく構成される特徴をもち､ばら

つきの大きな床(トコ)が浅部に小さく構成される特徴をもつ｡該当する22鎖の間

の正客位置は,左手の床(トコ)までの臣巨離と右手,右手の｢壁｣までの距離が等し

いため,床(トコ)による変化が特徴としてあらわれないため､左右対称に近い<空

間囲包性>となっている凸

⑭Ⅱ-v-a

22b鎖の間 国 幣二_■汝-

30b菅田庵 国 ･tL≒て-

図5-4-24 類型皿-v-Bにおける茶室の測定位置

25) JILv-D

｢開口部｣が浅部の複数箇所に小さく構成される特徴をもち､奥行きのばらつきが

大きな床(トコ)が浅部に大きく構成される特徴をもつc該当する15燕魔の正客位
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置は平面形状が複雑であるたり､また複数箇所に｢開口部｣が構成されているため､

方向毎に変化に富んだ空間となっているo

図5-4-2 5 類型Ⅳ-in-Dにおける茶室の測定位置

26) 班-v-E

奥行きのばらつきの大きな｢開口軌が浅部に構成される特徴をもち､夜空間に占

める割合が′トさくばらつきの大きな床(トコ)が､浅部に構成される特徴をもつ｡該

当する27霞床席の正客位置は正方形の平面形状をしているが､床(トコ)の見えが

悪く､また奥行きの変化が少ない一様な<空間囲包性>となっている｡

⑳Ⅲ-v-E

16b閑陰席

■■■■■■l■

さ 戸¶
'1■ir^'1:-ぷ才

24b高林庵

応_'!
∫汎

蔓事柑J'.
鄭

27b霞床席

･LT7_＼.一丁

卜j_TE,1 i:守:葺こ､ーH◎.r■

l

,1:､⊂i､′_,-1-:;二p,r.諺軒
.ゴ_'ん

園5-4-26 類型Ⅲ-Ⅴ-Eにおける茶壷の測定位置

27) Ⅳ-トA

｢壁｣の奥行きのばらつきが大きく,視空間に占める割合が大きい構成の特徴をも

ち､ ｢開口部｣は祝空間に占める割合が小さく､深部に奥行きのばらつきが小さい構

成の特徴をもつo該当する20今El庵の亭主位置は､正方形平面であり室内の対角を

向く座位置であるため､左右対称に近い奥行きの構成をもつ特殊な空間となってい

る｡
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園5-4_27 類型Ⅳ-i-Aにおける茶室の測定位置

28) Ⅳ一誌-A

｢壁｣の奥行きのばらつきが大きく､視空間に占める割合が大きい構成の特徴をも

ち､また､奥行きのばらつきの大きい床(トコ)が比較的浅部に構成される特徴をも

つo該当する02待魔の亭主位置は隅方向を向くため､前方に広がりが少なく､後方

にのみ広がりをもつ空間となっている｡

⑳Ⅳ-ii-A

o2a待庵

〟:,,y,

斗;≡

I;巨

_-一■ー

04b利休二畳台目 団
■■■■■ー

E'L.-:ー■二蓋ご
図514-2 8 類型IV-ii-Åにおける茶室の測定位置

29) Ⅳ-ii-D

床(トコ)の要素が視空間に占める割合が大きく,まとまって構成される特徴をも

ち､また｢開口部｣の祝空間に占める割合が小さく､深部にまとまって構成される特

徴をもつ｡該当する08如魔の正客位置は､前方に幅広い奥行きの中で､板壁や床(ト

コ)によって断続的に深浅の凹凸が連続している空間となっているo
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⑳Ⅳ-ii-D

o8b如庵 ,:i1'､､./≦＼.∫ .■■｢

26b蓑庵 Yf享

_.一■■ー..__
i:ヨ

JT5ri
ーー■■■■ー~

図5-4-29 類型Ⅳ-ii-Dにおける茶室の測定位置

30) Ⅳ-iii-D

奥行きのばらつきの大きな｢壁｣が視空間に対して比較的小さな割合で構成がされ

るのに対し､奥行きのばらつきの大きな床(トコ)が浅部に大きく構成される特徴を

もつ<空間囲包性>の類型である｡該当する13春草慮の正客位置は､床(トコ)を

後方に設けることにより､局所的な深部が出現しており､前方と右手の奥行きも深く､

亭主位置に向かう左手の｢壁｣により､浅部と複数の深部を対比させることにより､

空間の広がりを強調している空間となっているo

⑳Ⅳ-iii-D

10b密庵席

rfp,

`くL｢簸‥■B:-F.j賢一
13b春草慮 園 bZ

-り

園5-4-3 0 類型Ⅳ-ih-Dにおける茶壷の測定位置

31) Ⅳ-iv-A

｢壁｣の奥行きのばらつきが小さく､視空間に占める割合が大きい構成の特徴をも

ち､一方で､奥行きのばらつきの大きな｢開口部｣が深部に大きく構成される<空間

囲包性>の類型であるo 該当する30菅田庵の亭主位置は､隅方向を向くために前方

に広がりなく､後方にのみ広がりをもつ｡さらに,袖壁により正客位置の奥行きを分

断していることから,後方以外の奥行きの変化が少なく､完結性の高い座位置となっ

ているo
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⑪Ⅳ-～-A

17b松琴亭

+

FA:.
一■P.

一■
妄綴萱ー.倭

30a菅田庵 i.+i
Ⅳ

i

｣-｢

図5-4-3 1類型Ⅳ-iv-Aにおける茶室の測定位置

･ 132
･



5-5 奥行きを考止したく空間田包性>との比較

本章において茶室の内部空間を部位毎の各指標からみることで得た<空間囲包性>の類

型と前章において奥行きを考慮することで得た茶室の内部空間の<空間囲包性>の類型の

比較を行った｡ふたっの<空間囲包性>に類型の類似性がみられたものとしては､座位置

の後方に床(トコ)が構成されるなどの極端な特徴をもつ独自性の高い視空間の構成が挙

げられる｡加えて､平面形状や規模が同様,同程度であり､ <空間囲包性>が形式的であ

る構成においても類型が類似する傾向もみられた｡一方で､ 25澱看席の亭主位置に着目す

ると､部位を考慮した場合においては､最も形式的な<空間囲包性>をもつものとして類

型できるが､部位を考慮した場合は,最も特殊で独自性の高い<空間囲包性>をもつもの

として類型でき､正反対の類型的特徴となっていることがわかる｡つまり､ 25澱看席は､

形態の奥行き操作が極めて特徴的である一方で､部位毎の操作は形式的であるといえるo

また､部位を考慮した場合は､ 28夕顔亭の正客位置が｢開口部｣の奥行きの深浅の差異と

ばらつきの大小により15燕庵の正客位置とは異なる<空間囲包性>をもつのに対し､部位

を考慮しない場合は､同様の類型となっているなどの相違性もみられた｡前章において同

様の<空間囲包性>をもつ座位置となっているものも､主要部位の位置､形状､数の特徴

により異なる<空間囲包性>をもつ茶室として類型可能であり､部位を考慮することによ

り,茶室のより細部の差異を確認できた｡
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5-6 小結

茶室を構成する主要な9部位に着目し,視深度平均,視深度標準偏差､構成割合の3つ

の指標を基に測定位置の<空間囲包性>の近似性を考察した結果､茶室の<空間囲包性>

を特徴付ける主要構成部位の要因を確認することができた｡視深度平均の観点からは､内

部空間の<空間囲包性>を特徴付ける要因として開口部､床(トコ)が主だったものとし

てあげられ,それら単体､もしくは組み合わせによる奥行きの度合いの構成が､相違を生

み出していた｡また､視深度標準偏差の観点からは､壁､開口部が主だったものとしてあ

げられ､それらの単体､もしくは組み合わせによる奥行きの変化量の相違が､傾向を区分

していた｡さらに､構成割合の観点からは,壁,開口部､床(トコ)､床が主だったものと

してあげられ､それら単体､もしくは組み合わせによる視空間における構成割合の相違が､

同様に傾向を区分していたo

以上の指標により得られた型の特性から部位を考慮した<空間囲包性>の近似性を整理

した結果､ 31の類型を確認した｡部位を考慮した場合､茶室の<空間囲包性>は茶室毎の

近似性よりも亭主､正客それぞれの座位置毎の近似性が強く表れたo また､主要部位の中

でも､座位置の四方を取り囲む壁との距離の変化量や壁の視空間に占める割合が茶室の<

空間囲包性>に強く作用すると共に､床(トコ)の要素､開口部の構成の形状､数,位置

が決定的な要因として作用することで､とりわけ<空間囲包性>が分化することが確認で

きたo さらに､組み合わせの型に着目すると､ i型とiv型やih型とⅤ型の相関が特に強い

ことが判る｡つまり､茶室の<空間国包性>の基本的な傾向として､亭主位置では､その

多くに開口部の近接がみられることから､正客位置の視線の先にあたる場所に開口部を配

置することで指向性と空間の広がりを創出していることが考えられ､また､正客位置では

開口部､床(トコ)共に近接していることが多く,奥行きの変化も大きいことから､床(ト

コ)や開口部が､客人をもてなす茶室を追求する上で重要な部位であることが考えられる｡

茶匠に着目してみると､小堀遠州の密庵､松琴亭､札幌八窓庵の亭主位置においては､

視深度平均と視深度偏差が同じ型となるが､正客位置においては各指標で異なる型となる｡

古田織部の燕庵､織部三畳台目､奈良八窓庵においても同様に,亭主位置では､視深度平

均と視深度偏差が同じ型となるが､正客位置では各指標で異なる塾となる｡このことから､

小堀遠州､古田織部共に,亭主位置では茶室によらず一貫した形式により内部空間を構成

していたといえ､一方で､正客位置においては､茶室毎に積極的な形態や部位の操作によ
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り内部空間を構成することで､茶室毎の個性を創出していたといえる｡また､千利休の茶

室は､亭主位置､正客位置共に各指標の異なる型をもち､その多くが異なる<空間囲包性

>をもつ類型の特徴がみられたc これは､千利休が茶室や座位置よらず､積極的な形態や

部位の操作により構成することで､他にみられない特徴的な茶室の創出を試みており､茶

室の内部空間の形態や部位の操作の表現の幅を広げることで､茶室の基礎となる形式を築

いていたといえる｡
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6 結論

6-1 まとめ

各♯のまとめ

各章で得た知見をまとめる｡

第1章｢序論｣では､本研究を行う背景と目的および意義を示した0

第2章｢分析の理論と進め方｣では､分析を進める上で基盤となる考え方を説明した｡

そして､それを元に実際の分析の進め方を示した｡

第3章では､分析を行い､次のような知見を得た｡

1)各種建築物を横断的に捉え建築物の外形､空間構成,動線の3つの視点により導き

だされた平面特性によって体系化できた｡

2) 32の類型は一般的なビルディング･タイプの用途の枠組みを超えた各種建築物に潜

在的に共通する特徴といえる｡

3)動線という想定される人の存在を考慮することにより単なる形の比較とは異なった､

建築空間の分析に対する有効性を確認した｡

第4章では,考察し､次のような知見を得た｡

1)人の存在を考慮することにより単なる形の比較とは異なった､建築空間の分析に対

する有効性を確認した｡

2)規模の軽微な相違は<空間囲包性>の特徴を決定づける大きな要因とはならない｡

3)視点から離れた深部での構成の相違は<空間囲包性>の特徴を決定づける大きな要

因とはならない｡
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4)独立した柱などの付加的な部材は､その空間における位置や測定位置との関係によ

り<空間囲包性>に対する影響が異なる｡

また,茶室の<空間囲包性>については次のような知見を得た.

5)畳の敷き方,炉の位置などの形式にとらわれず､奥行きからみた<空間囲包性>に

おける茶室の座位置毎の関係を明らかにした｡

6)茶室の座位置毎の<空間囲包性>を特徴付ける要因を確認した｡

7)茶室の<空間囲包性>においては,茶室毎の近似性よりも亭主､正客それぞれの位

置毎の近似性が強いことが確認されたo

8)年代が進むにつれ独自性の高い<空間囲包性>を創り出している茶室が多く出現し

ていることが確認された｡

9)茶匠ごとの茶室の<空間囲包性>からみた傾向を明らかにしたo

第5章では､分析し､次のような知見を得た｡

1)視深度平均の観点から､内部空間の<空間囲包性>を特徴付ける要因として開口部､

床(トコ)が主だったものとしてあげられ､それらの組み合わせによる奥行きの皮

合いの構成が,相違を生み出すことを確認した｡

2)視深度標準偏差の観点から､内部空間の<空間囲包性>を特徴付ける要因として壁､

開口部が主だったものとしてあげられ､それらの組み合わせによる奥行きの変化量

の相違が､傾向を区分していることを確認した｡

3)構成割合の観点から､内部空間の<空間国包性>を特徴付ける要因として壁､開口

部､床(トコ)､床が主だったものとしてあげられ､それらの組み合わせによる視空

間における構成割合の相違が､傾向を区分していることを確認した｡

4)部位を考慮した場合においても､茶室の<空間囲包性>は茶室毎の近似性よりも亭

主､正客それぞれの座位置毎の近似性が強く表れることが確認された｡

5)主要部位の中でも､とりわけ床(トコ)の要素,開口部の構成の形状､数､位置が

決定的な要因として作用することで､ <空間囲包性>が分化することが確認できた｡

6)茶匠ごとの部位を考慮した茶室の<空間囲包性>からみた傾向を明らかにした｡

また､ 4章より得られた結果との比較により次のような知見を得た｡

7)部位を考慮することにより､主要部位の位置､形状､数の特徴による<空間囲包性

>の類型に相違がみられ､茶室のより細部の差異を確認できた｡
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稔括

本研究では建築平面及び建築内部空間を人の存在を考慮した<空間囲包性>という視点

から定量的分析を試みたo動線を考慮した建築平面における<空間囲包性>の分析におい

ては動線を定量的指標として用い､建築の内部空間の<空間囲包性>においては奥行きを

示す<視深度>を定量的指標として用いた｡これら指標を用いることにより主観的､感覚

的になりがちな建築における人の存在を数学的に処理し､それぞれ新たな分類､系統を示

すことができた｡

まず,建築平面における<空間囲包性>の分析に際して,日頃,設計業務に従事してい

る経験上､設計を始める際に用途は,建設する敷地と共に建築主から最初に与えられる条

件であるため､平面特性を決定づける比重として最も高い要件であろうと漠然と考えてい

た｡しかし､分析から導き出された類型は複数の用途を含むものが殆どであり､また一つ

の用途が様々な類型に分類される結果となった｡あらためて考えてみると､設計者は与え

られた用途､敷地,法規､コストなどの諸条件を最適解の建築というオブジェクトに変換

すべく各空間､各部位-の条件-と細分化し､動線に代表される人の活動を踏まえ､外形

や空間構成として再構築し､一つの建築平面を導き出している｡実は,用途とは結果的に

非常に荘漠とした建築物の在り方を規定しているに過ぎず､各用途の｢一般的な建築平面｣

があるとすれば､それは先入観でしかない｡さらに言えば､今回対象とした建築平面は半

世紀前の事例も含んでおり､昨今のライフスタイルや社会構造の変化により,用途から導

き出される建築平面の在り方は､さらに唆昧になってきている｡本研究の結果は､小結で

も述べた用途転換の可能性とともに,用途に対する新たな平面特性の提案の可能性を示し

ている｡

また､建築内部空間における<空間囲包性>の分析においては､これまで平面図や断面

図などの二次元情報だけでは直観的に分からない､内包された人が体験するであろう<空

間国包性>を構成する｢奥行き｣と｢部位｣について三次元情報として定量的計測結果を

用いた数学的な分析により､客観的な分類､体系化の手法を構築した｡今回､茶室をケー

ススタディとして分析対象としたが､茶室という極小の空間においてさえ､その<空間囲

包性>は茶室の違いはもちろんのこと､座位置の違いによって大きく変化することが明確

となったo また､茶室においては開口部や床<トコ>の在り方が<空間囲包性>を特徴づ

ける重要な要因となっており､言い換えれば茶匠がこれらの配置､大きさなどにより､そ
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の茶室において実現したい空間を規定していたといえる｡これらの考え方は当然のことな

がら今日の建築物にも当てはまるo 例えば,最近のオフィスビルの設計においても､貸事

務室内の無柱化は当然として､外壁廻りの柱･梁を外壁ラインの外側に配置したアウトフ

レーム工法が採用されている｡これは貸事務室内の外壁から柱の出っ張りを無くし､凹凸

によるレイアウトの制限を無くすとともに,視覚的にも柱による死角を減らし､開口部も

見通せる形となり広々としたオフィス空間の実現が図られている｡このような設計者の意

図も平面図においては､わずかな違いであるが<空間囲包性>においては明確に表出する｡

<空間囲包性>を明らかにすることは､設計者がその空間を訪れた人に対してどのような

空間を提供したかったのか､何を感じて欲しかったのかを解明する手掛かりとなるといえ

る｡
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612 今後の課題と展望

本研究では建築平面の分析として､外形､空間構成､動線を考慮した平面特性によって

各種建築物の体系化を行った｡しかし､実際の建築においては上下階のつながり方､階数,

階高､天井高など個々の建築がもつ垂直方向の関係は建築物を決定している重要な特性で

ある｡この断面特性を見出し､平面特性と複合的に捉えることで個々の建築が有する空間

特性､つまり建築物としての<空間囲包性>を決定する要因の顕在化を行うことが必要と

考えている｡

また､三次元空間における<空間囲包性>を構成する要素としては､本研究における｢奥

行き｣や｢部位｣の他に｢明るさ｣が挙げられる｡その空間で行なわれる活動により求め

られる､適切な｢明るさ｣があり<空間囲包性>において重要な要素であり､無視するこ

とはできない｡しかしながら､ ｢明るさ｣として太陽光を考慮した場合には､その季節や時

刻による変化､さらに天候の状況や外構の木々の在り方などまでが対象となる｡さらに､

ここに人工照明までも考慮した場合には､とてつもない条件整理､情報処理が必要となり

定量的分析として,本研究とは全く異なった新たな考え方に基づいた手法の確立が大きな

課題となる｡また､本研究では空間のある位置の､ある一方向を向いた人を設定し､その

<空間囲包性>の分析を行った｡しかし,実際には建築の内部空間に人が突然現れるわけ

もなく､ 3章でも用いた動線を考慮することにより､人の動きに伴う<空間囲包性>の変

化を明らかにすることによって､その空間のさらなる深い分析､考察が可能と考えている｡

今後の展望としては､ある空間における一地点において奥行きや部位の構成割合､明る

さなどの<空間囲包性>の指標について事例検証を重ね､ <空間囲包性>を的確に指し示

す新たな指標､単位の構築を行っていく｡これにより､現状､設計者が人の体験や行動を

想像しながら行っている設計の過程をコンピュータプログラムに<空間囲包性>のパラメ

ータを与えることで､既成概念にとらわれない建築や空間をアウトプットするシステムが

可能となる｡最近は三次元CADやB IM (ビルディングインフォメーションモデル)な

どの建築の設計コンピュータツールの発達､向上により,難解な構造計算が必要となるよ

うな複雑な形態であっても設計が可能な環境が整っており､自由な<空間囲包性>を持つ

建築の設計も可能と思われる｡たとえば､まっさらな敷地の枠の中に任意のポイントを設

定し､そのポイントにいくつかの<空間囲包性>の指標を与えることで一つの建築が生み

141



出されるように,新たな建築設計のアプローチを実現する支援ツールの構築を目指してい

きたい｡
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第3章 動線を考慮した建築平面における<空間国包性>の分析

各種建築物の<空間囲包性>分析データ
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各階床面積(m2) 外壁の長さ(m) くアウトライン>

く壁}･の数 <室>の数 <ソーンニ>

動線の長さ(m) 各階床面積(m2) </ヾス>

･'1.
5′1Jl

5. 556

<ハス>

･壬816



623. 3

61

139.8

地下1海

･1.∠15Ll

2.611

<パス>

4. 826



1142. 3 218.9

101 33

117.2 1l∠暮2.3

1079. 1 8. 706

69 2. 556

<′ミス>

1∠16.5 4. 460



3二∃0.1 6. 575

53 2. 208

くパス>

2369. 4 5. 968

病院

191. ′1 030

29 ･1.000

<パス>

7441. 3 7. 03∠1

3 %

2113.6 230. 1 5. 005

i′l 19 2.316

<パス>

180.6 2113.6 3, 929

病院

825. 8 199. 3 6. 93ィ1

1l･l 39 2. 923

<′<rス>

266. 3 8::5. 8 9. 266



327. 9 ･l.816

34 1.259

<ノくス>

83.8 ･1.630

912.9 8. 659

103 1,873

<パス>

3∠10.2 ll.259

98. 8 7. 16′1

16 2.813

<パス>

190. 2 2. 380

277. 0 9. 174

40 2. 000

<ハス>

911.5 3.811
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各階床面積(一丁f) 外壁の長さ(m) くアウトライン>

<壁ヽの数 く室>LT)敬 くゾーン>

動線の良さ(m) 各階床面積(Ilf) くパス>

l 態

616.0 Ll.791

ノIβ 2. 000

<パス>

169.9 6. 8′15

基準階

89.2
I/1.

372

3_ ,129
く′ヽス>

231.2 3. 139
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36Ll. 9 163(). 8 9. 036
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3. 000

<パス>

959.一1 5. 630
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17663. 7 778. 5
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128∠1.5 17663. 7

5. 983

1. 688

<ノヽス>
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7. 76Ll

3.313
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各階床面積(1112) 外壁の良さ(m) <アウトライン:,

く壁>の数 <室>の致 くゾーン>

動線の長さ(m) 各階床面積(m2) くノくス>

7.612

10. 000

<′ヽス>

1.132
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各階床面積(m3) 外壁の長さ(m) <アウトライン>

<壁>の数 <室>の数 <ゾーン>

動線の良さ(m) 各階床面積(m2) くパス>

･129. 5
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1.975

<ハス>

5. 933



768. 3

33

143.2

5. 751

i.600
<ハス>

0



2118.9 3. 673

2. 000

<パス>
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278. 8 4. 737

2. 167

<パス>

346∠1.0 8. 3`16
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各階床面積(m=) 外壁の長さ(m) <アウトライン>

く壁>の数 <室>の数 <ゾーン>

動線の長さ(m) 各階床面積(m2) <パス>
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各階床面積(m') 外壁の長さ(m) <アウトライン>

<壁:>の数 <室>の数 <ゾーン>

動線の長さ(m) 各階床面積(m2) <パス>

4.571

1.250

<′ミス>

3. 726
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215.9
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32.0 I_ 631
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5273. 6
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<パス>

･160. 2
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522. 6

2 F宅

一1.392

1.970

<パス>
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693. 8

32

232. 2

8. 8′1`1

6. 679

<パス>
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5516. 1
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</くス>

658. 7

5. 597
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<ノヽス>
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253. 2 ･1.739

2. 667

くノIJス>

34. 5 2. 166
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20 1.818

<パス>

63. 7 3. 002

85.8 ･l.
0,,L5

ll 1. 909

<パス>

･149. 9 3, 00Ⅰ
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1階
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12 1.917
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468. 7
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･18. 2
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423. Ll

31 15
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5. 5(う3

2. 19∠1

く′ヽスニ>
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第4章 奥行きを考慮した建築空間における<空間囲包性>の分析

第5章 部位を考慮した建築空間における<空間囲包性>の分析

茶室における64測定位置の<空間囲包性>分析データ



ola利休四畳半 亭主位置

千利休

年代不明

7クソメ国

i亭上陀毘
口床(ト=')の帖匡
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<祝深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

部位を考慮した空間記述

■ヨ+

p天井I床天井巴壁 間Fl餌

■朱塗コ床肖三Ei床■炉 床床

部位毎の祝深度平均.視深度標準偏差､梢成割E>

天井 床天 壁 開口 味壁 一束蛙 床 炉 床床

平均 lO.39 l2.0) 8.05 ll.77 12,96 l2.23 9.34 lO.57 l238

偏差 18.3B lO.1S 63.26 3.80 3_22 15.5ー 27.72 1.42 7,l3

割合 l6.4l 0.54 54.84 乙5Ⅰ 2_44 Or5名 22.04 0.2(I 0,37

単位:平均[尺]割合[%]



01b利休四畳半 正客位置

千利休

年代不明

アクソメ囲
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<祝深度>デ-タの-一覧

部位を考慮した<空間園包性>

部位を考慮した空間記述

■天fT=ll床天井■壁 間口部

■稀壁.~･床転出耗J炉 床床

部位毎の紀深度平均.規深度標準偏差､構規制[?

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床蘇

平均 10,02 )0.53 5.43 】3.06 10.&5 ll.ヱ4 8.g3 l1.7(～ 9.52

偏差 4O.95 30.54 S5.86 3_08 16_67 7,49 41.】占 2.20 25.53

割合 16.72 4.43 4l_65 1_64 ll.48 0.52 柑.81 OJ7 4.5B

j引-1'.:平jtJ[尺]割合【%]



o2a待庵 亭主位置

千利休

桃山(天正)

&亭i=托匿
[コ床(トコ)の(Lヒ置
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<捉深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

W'1立を考慮した空間記述

ー･準..::.･...:.
■天井J床天井J壁 間口知

■床壁国床柱J床■炉 ■床床

知位毎の取深度平均､祝深度標準偏差.構成盲】Ⅰ合

天井 良さ天 壁 rb:L1 味壁 床柱 蘇 炉 床床

平均 9.44 10,69 7_50 9,73 EEEEl8.48 835 10.24 ll.29

偏差 18_l7 12,61 54.00 16.13 23ユ之 1【l_56 2l.87 l2_6l 7.7Ⅰ

割合 l332 0.56 55.56 6,49 4,22 0.56 183S 0.45 0.45

単位:平均[尺】割合【%】



o2b待庵 正客位置

千利休

桃山(天正)

アクソメ囲

i正客位置
□床(トコ)の位置
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千利休

年代不明

アクソメ回

b亭主†掴
ロ床(トコ)のflと匠
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<視深度>データの一覧

天井 I-f天 壁 関口 床壁 j末社 戻 炉 床床

平均 lD.l7 0 734 lO.l6 ○ 0 8.19 loll 0

偏差 l8.丁9 0 39.02 33.79 a 0 29.92 5.lg 0

割t,i S.37 0 68.Ol 4.97 ○ 0 EEZZlO.43 ○



千利休

年代不明

7クソメ固

i正客位置
ロ床(トコ)のl;I:置



<視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間国包性>

邦位を考慮した空間記述

<5;:-:l一事
■天井■床天井I壁 間L摘;

I供壁:~~床柱E3味■炉 床味

部付転の鼠l釆痩平Y;).槻深度捺準偏差.偶成割合

天片 戊三天 壁 間口 床壁 韓蛙 昧 bJ- 床店

平均 9.72 12.42 6.26 3,88 L2_22 ll_82 S.45 12_57 l2_17

偏差 2I_7) 4.49 743l 5133 5.97 I35 32.72 0.5g 4.62

割合 15_05 037 37.¢2 25.54 3.78 0.ヰl 17.1l 0.04 0.61

単位:平均r尺】宵J合[%]



04a利休二畳台目 亭主位置

千利休

年代不明

i亭主位置
⊂]床(トコ)の位置

15尺



7,-町,71 ,-1･-汁,≠･,･ A.", u･.L･tL. ¢

<祝深度>データの一覧

範位を考慮した<空間囲包性>

部位を考@.した空間記述

L･二;$5=-;;･f-
--I:i;;

■天井■床天井■壁 開口部

■床壁コ床桂■床■炉 床床

掛在毎の奴深度平均､祝深度標準偏差､構成割合

天井 床天 壁 関口 床壁 床柱 蘇 炉 床床

平均 9,13 ll,96 7_28 5_42 l2.69 I2.2I B,24 10.00 12.24

偏差 15.5丘 也.58 49.91 27.81 2.13 15.43 24ユヨ 5.70 5.l8

割合 ー0.88 0_ll 49.74 19.42 1.3占 0.54 I714 0.5S 0.l3

単位:平均[尺ユ 都合[%】



04b利休二畳台目 正客位置

千利休

年代不明

アタソメ回

i正客位置
⊂コ床(トコ)の托匠
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I"ZEuA-L'叩ゆ

<視深度>データの･-質

部位を考慮した<空間囲包性>

部位を考慮した空間記述

■天井■床天井丁壁 開口部

●床壁コ床柱ヨ韓■炉
=床床

鮒､y.忘の祝確度平均､視深度標準偏差.構成割合

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 *-I- 床床

平均 9.60 10.24 532 lO.79 9.53 9.32 S.39 1l_43 9_27

偏差 21.86 ヱ2.占ヰ79.59 27.96 25.66 8.91 29_63 ).19 14.l9

割合 I436 2.l4 41.39 6.27 l4.73 0.65 17_76 0,17 2.53

判立:平均[尺]割合[%]



o5a露滴庵 亭主位置

薮内紹智

江戸(中期)

アクソメ園

&串j=位置
[コ床(トコ)のl■LLf置



▲1T ld LC ZJEI LJ* ▲h l■ Ill r.1I IH,lLITllJllLJ)lL■↑l一171L汁Ll■LJJl1111JILIZILEILOY11q4IrLLIJ=丁･1) OLI *■ l上IJ} ■JJ t■ ●LI )E+ lJO
Ip?J) †q ▼d tI It Tq耶■ ▲LI JJJ Ill

lLA
TJJ

u7 t71 tLD L) 1J)
1.土■1

J□
113

,"‖-..､､1...i-.】,..｣.".K,..…"..",=,.._..I.-....D.L!'～'亡'7. '朋'■ '■-■†p'd,刀
･ヽ･q

Ld-uL"D'"uL'･"I'"L'l lP
-

u■ ¢

1p Ld上▲1 JJ loo ll I.I [JI HL ZJ lu】l■‖lLJILl▲=1小u廿l.ZJ+l上亡LiAI1■lLrrllLZlO11111Lru)1廿･8 ■> qけIk2 LJ4 I一l uJ ■ll 7J4
1J ▼1 7.TT It=L1 11事†n ITA ld

rN
■rt llr

L･Tl
▼h ■■ ▲l■ ▼山LLI L& ljl上}l lt- 1J [J

<視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

部位を考鮭した空間記述

一顧トIL天井■床天井■壁 開口粕

L床壁t3床柱■床I炉 床床

射な毎の扱深度平均.視精度棟準偏差,情破割合

天井 ∫末天 壁 開口 床壁 床柱 床 節 床疎

平均 9,26 l1_60 6.6) 3.76 】2.76 12_29 8.26 lO.03 l2.37

偏差 20.75 3_30 53_4l 46.30 5,96 l5.86 32_8l 4.56 6.45

Jut:Jlnb.1),51 0,09 4占.02 22.84 0.$4 0.52 17,69 0.32 0.l7

単位:平均[尺]割合[%】



■,pIJ'LJ^LP Ld'Ld'LDIEP▲LBJmldbナTL7JIL) 1L) t177LJ =11■L7Ll
u

)ll書is↑ヽLD Ld L)Lh LE～ LJ''J▲l■l恥■叫

o5b露滴庵 正客位置

薮内紹智

江戸(中期)

アクソメ回

i正射娼
口床(トコ)の付置
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<祝深度>デ-タの一覧

天井 L末天 壁 関口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 1○.17 10.30 9.さ8 lO.94 Ⅰ0.】1 9.24 S.75 1Ⅰ.5】 9.引

偏差 22.06 24,76 393l 23.54 24,81 9,l7 30.03 I.39 I7.l2

割合 l3.30 1_47 36.4S 1D,75 12.69 0.78 2112 0.l7 3.I4



o6a湘南亭 亭主位置

千少庵

桃山
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<祝深度>データの一驚

初任を考慮した<空間囲包性>

部位を考慮した空間記述

､･■l
■

I天井Ij東天井■壁 開口部

■床壁L71床柱a床■炉 味味

沸他毎の姐深度平均､配深度標準偏差､構成割合

天井 床こ天 壁 関口 味壁 床柱 床 炉 末席

平均 10.03 lO.70 8.16 7.75 9.23 7.4:～ 8.41 10.13 9.09

屈ヨ17.74 7.60 45,91 9.94 24.55 20.&8 27_80 5.l5 IO3O

割合 l2.46 1.49 38.45 4_22 20.98 1.02 18_49 0.5S 2_40

単位:平均[尺]割合[%]
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06b湘南亭正客位置

千少庵

15尺
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<視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

粗杜を考慮した空欄記述

L-I ･1一-Lt

J天井■床天井■壁 問⊂J部

■床壁コ床杜ヨ床L炉 味床

粍位毎の祝深度享r':均､祝深度標準1東差.構成割合

天井 床三夫 壁 間口 床蟹 床柱 床 l声 床床

平均 10.0ー 0 6,0} 13.08 l3,12 0 畠.7() ll_22 13.26

偏差 28.24 0 5S.42 8,20 4.04 0 34.53 2.05 0.5l

割合 l6_35 0 56.3) 3L29 2.14 0 21.35 0.24 0.32

制止:平均[尺]割合[%】
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江戸(前期)

7クソメ図

&亭主位置
□床rトコ)の化置
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<視確度>データの一覧

卜こi.-,J
■■

天井 床天 壁 摘口 床塗 床柱 E] ･Bj- 床床

平均 8.26 l2.05 6.64 5_l8 l2,78 10.47 8.25 9.92 12,I4

偏差 23.97 12.05 45.88 43_86 2_48 2_02 26.ll 8.53 l1.50

#J& l4,l4 0,22 49,46 l6,74 I.69 0.58 16.28 0.69 0.17
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金森宗和

江戸(前期)

アグソメ囲

i正客位置
□床(トコ)の位置
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<祝深度>デ-タの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

■天井■先天井■壁 間口和

■床墜rg床柱■宋■炉 ~床床

部位毎の規深度平均､硯深度雷撃偏差.構成割合

天井 康夫 壁 砲口 床壁 床柱 床 炉 床床-

平均 9.45 lO36 5,88 5_23 9.88 9.35 8.l9 lt.40 9.20

偏差 2317 25.29 14.97 73.9l 14,97 3.05 2932 1.46 )4.02

割合 l535 l.64 2().35 27.05 】3.06 0+ Ⅰ9,12 0.17 236

単位:平均[尺一 石l恰[%】
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江戸(元和4年)
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&亭主位置
□L末(トコ)の[1-[7置
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<現探度>データの一覧

部位を考慮した<空間国包･性>

部位を考慮した4=一間記述

■一トヽ
■≡⊆i

1--_-J-

1天)阜■床天井■壁 開口部

*床壁□床柱g床■炉 床韓

附夜毎の現深度平均､鮎深度標唯偏差､構成割合

＼ 天井 床天 壁 開口 床壁 f宗佐 田 炉 床床

平均 9.O1 8.25 8.52 7.24 7.97 3.54 8_66 10.16 名.76

偏差 25_52 45_00 39.52 40.l2 39,74 3T,9O 26,97 4.82 l6.14

割合 12.05 2_29 41_85 乙70 L7.9I 0,93 け.65 0.2B 4.30

単位:平均[尺】割合[r'/o]
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く視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間国包性>

部位を考慮した空間記述

岳∃

■天井■床天=pff=r壁 開口部

■味壁｢･床柱G)床I炉 床床

糾土毎の阻精度平均､祝搾度標準偏差､構成宵IE>

天刀= 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平y)) tO.96 0 6,6S 9.引 l3.5S 0 8.69 l2.59 l3.32

偏差 20.84 0 58.00 4l.62 2,91 0 28.90 0ー00 I.22

7;Ef合lO.47 0 59,02 IO.94 0.91 0 18_5l 0.06 0.13

単位:平均[尺]宵恰[%l
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<視深度>データの一覧
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偏差 27.10 0 61.34 35.09 1,50 6,名9 32.79 5.8B 0

割合 9.97 0,0二≧60.66 ll.79 0.19 039 ]6.46 0.50 0.02
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<祝深度>データの一覧

天井 挿一天 壁 間口 床壁 床蛙 床 悼 床床

平均 9.86 l214 8.40 8.37 l330 ll_タ4 辛_57 9.96 12_33

偏差 17.2ヰ 5.59 51.S5 3D35 6.32 7_50 28_53 539 7_54

割合 l4.49 0.48 5234 7.29 2.94 0.占7 20.74 0.古1 0.45
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<規深度>データの一覧

瓢位を考慮したく空間圃包性>

附IEを考慮した空間記述

一ii…電 i

b天井■床天井●壁 開口部

■味壁cl床柱正床I炉 味床

削)1j:毎の祝深度平y}J.観深度標準偏差､構成r.9J告

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 康味

平均 lO.27 ll.13 &56 ll.73 12.2) l2.54 6.97 ll.39 10■.93

偏差 22.43 9.04 7130 lO.64 13,03 6,56 29_99 3J1 17.69

割合 20r59 I.04 39_J7 9_32 3.65 0.45 24,l3 OJ1 I_54

串t(I_:平均[尺]割合[%l
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jk-罪 床東 壁 間口 床壁 床蛙 床 小 床床
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一日差28.91 2.12 49.65 4l.65 1.88 24.92 30.75 5_90 I.53

割合 1)_04 0,04 59,62 8,54 0_89 0_35 ー6.76 0,58 0,06
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<視深度>データの一覧

天≠[ 床天 壁 開口 床壁 J末住 蘇 す戸 床床

平おJ 9.71 l1.27 3.92 4.21 l】.75 7,99 8,50 12_2名 10.94

偏差 3l,73 l7_$5 7!).05 84.59 9.55 45.32 41.27 l.48 l3.61

割合 l3,13 0.78 53_6l 9.43 4.l3 L]0 l6.76 0.l3 0.95
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<祝一葉度>デ-タの--･質

厨l
天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 味床

平均 =).00 ¢ 7.ll 3.23 l332 l315 8.44 lO34 0

偏差 20.49 0 4836 38_66 0_62 コ.10 30.76 5.59 0

割合 7.96 0 52_23 22.21 0,}9 0_24 16_57 0.41 0
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江戸(前期)

i正客虻匿
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部位を考慮した<空間国包･性>

部位を考慮した空間記述
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単位:平均[尺]割合[%]
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<祝深度>データの一覧

■市■
天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床
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偏差 28.35 3,70 4S.OO 49.17 2.49 4.83 32.24 6.9B 2.31

割合 12,ll 0.ll 62ー18 5_93 1.l2 0.35 17_39 0.65 ○.17
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<視深度>デ-タの一覧

天井 床天 壁 開口 床堅 床柱 床 炉 J末席

平均 9.85 lO.64 丁_79 5_54 10,2ー ll.29 8.69 12.16 9.51

偏差 20,64 25.g7 69.08 80.71 16.78 3_43 30.99 l.Ⅰ5 l8.47

割合 8.63 I.占7 26.2B 27.60 15.1(I 0_56 l6.93 0_0石 3.l8
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<視深安>デ-タの一覧

部位を考慮した<空間国包性>

耐圧を考慮した空間記述

--_I-I

■天井■床天井Il壁 帽口範

Ir床壁○床柱q床J炉 床床

部托毎の捉深度平均.配深度標準偏差､構成割合

天井 床天 壁 開口 探壁 床蛙 床 炉 床床

平均 9_03 ll,61 6,95 4.Ⅰ3 l2.76 l2,02 8,め ]0.60 ll.81

偏差 20.37 5.13 40,49 49,05 2.67 ]8,55 26.～ 21S 6,65

割合 12.09 ○.0占 50.06 19.2丁 134 0.67 18.05 0.32 0.l3

単位:平均[尺]割合[%]



■EP ■Jq LuU BJD叫dLd qJ L～
LJBtLu LI】 ■▲ L▲} Ul u) ⊃n ALL

=■
■t1 1I7.I LJd VIJ ■□止tlLlntbpl■さIELレLWDJ4]W】■Jtl+｣1此41EOJJlu11■71JO乃IIJA[H31■L‖ELルl■⊃i仙◆･7l Vu V･N 9bHLZ 9一抄LqALOhEr5JllJlrrN7･7+Ll･7t

u円巾E～ ■打ODI O小dbdd ppJ円r中IJb
h> 4q

ltl上■ 17l l山L†I一JZ
●コI

T■=LZ 4L) l■ ■EZ IDJ41■l●1日∫NmlOI+I■JLILZLrAPrdlllbL=■加l川ruJ[hJ)lbLHd九Jttlt4.IMllllUIIN t小▼Ju H) L､■ l†l LA ■J>W止tILll〉LIDllL)LldlZL)

IE～ LEI LヰOq叫IJ>qJ+
hd LEII

LdJB■1)
Ml lLP ld 11=H ▲4 ▲71 ▲7J ▼JD ,～ L由IJ t〉■ IbElllJllLELIJltBLD血ILLbpJJtJJ81LLLILLll●P■lOコ●W.)H山II4JLELnlL)ZA勺IhdLb[l+Jd t^ YD ◆b lJ= lB Id

lJJ I-
JITILIJ717J▲lZJM17q】1P

15b燕庵 正客位置

古田織部

江戸(前期)



■Lll･M■U■JIlill-hln■P
HO■_汁WLカl.TI‖1IP+I■tDIBIH L'Nlq4Jq■_ル4▲7[l■tb

tl=76】TL[ヽl≠tヽlTL■≠lTL
Lt[l.TIIhlTL11LJTL‖t t7^ITLJtL▲TLlヽLl▼tI■■7LIr+↑q7n▼Z<

,[I

■zq t叩●p■dO44L叫1-=､=t-1q
L1.-.-.-1N Lq LLIL-=一Lh

L.Nl～'NILHLLIU一T'4†i)lNtB､り

A[ Il一
●▲L JJ=l=DD 1ナ〉･d 〉d"L7 L叩Il=y ～^ ▲月■FI

t沖tカth+qLPJ"I)+MIJd■L-LllUINll-V"lJ,.-I-■J..m-1--■■●-▼J.1L一叫-Jl.▲TTT-▼lL"1
-u■｣=nLP▲EOL71 1PIJt)17

▲†,■▲‖dL[LM】L～lIAq和利IM…JIIl1刈rnlru4■ll
Lll In ■q 4L1 14=J) AJ4 ITh )_1 LJ) i()

L>
l■

ILHtZ

IlhHJ>11LL"EWrI】l叫IIM…11LLE】-ll小lld-I】t-"hllF-hE-1L伸1[q-ELllq."A"E-1l-l川"EMIrlltE.1r仙llhlLhL.ql】
■l, LZ- ▼P ILl 1- 〉ルLN L叫11t l〃 ul川1>

1_汁Iq OL7 qTH5[

IILI'll川ILll11月LL>LLTIL1?▲2一lIPl1-llJ-11⊥一l一】)11>.n.I.=別,71
■d '1) tD 4kI JO) Lit 1ヽ1LJ

LLLLIJγ
LIp

r一oL LZJ"}1 tl50 "▲いl 1-J, Ll州LLb t7J- Lb Lt41一-1] -JILll⊥-
LL, FLz] 11･tl ▲71-■ I-J) 11▲71uTLlnllTl7■ 11▲7 " WltrrHLZ

■
I- ■仙TJ=●l lJ一dJJ

==▲▼ LqコJ 1.71

JLu…川I14Hl▲lI!tIHJTHnH■"ヽ11□†1JIl】1I=JbA17.1JユJL"JhLTJ-JZ-】IrrhLl▼llL7PuTIL2TII"tl-】LZ】1=JdLZJdlZJL,t-lIT"L>k-
n>

ll=b川,7=q ▲l. - 1】 P川H■ ■†l q_TtOq O仙●乃■～nJ"≠叩†

lil
Ilヽl})111Tl王l>-1ヽ1lB ll rT ■t

∩
llルー1 TL tl ■J-一山1.1}JJ LIJH}7L l}■一一一1I一LLI

■I-I上一IIJ71}.】■I1ヽ】L】1 lリI lllI LL†M
I

LZヽt1ヽ11ヽl土ヽLuluHPIInIILrllJHIlllqIF--IZJ.l1.1Lと-L]bI-一一"中lLJll,Jt=tLdEl仙l}丁lILn】J-llLu"Ldl1止l1"=J-TtO-～
LEL ,3J ▲--

"Z - JD i" 1■ IJF, M"ll ELrnE"h4 " ■q"仙■■ ■J"Jn

TII)Ttl】JJrLDllJIIIWIJllI一t11TIM*lL-Lll▲l71,rlnl7･､LLq[]JLl-lL-E-I-､rlTl†】L,uJdI】JJ[LMLt-11･ILztlIコn=TLlb曲■h
■L, -- 1-, U- ," ▲山■J- lrL

L吋l⊂ I.I O71 " Ab A4 dP dLd tLt4 LLW LLEM州4L4

小L】JM11LlqHW‖tlullldL2J)】1吋11出色q[zJ-■=l17-u7L12JnlL4l】"l78lJMl,IIJill1-ul,IllT1-】l●D
-J[ TのL-r

Lq l● lZI Jll ZJLZ l】l tn A-一一- 8抄■一LE"bl lltI) Ab LLd ▲b h巾

ュ‖LLtJ^l==lJTHqHtH[I12JhdJ"ldl】PLIT-■u叫上-L-▲i､I}TIILTl-=d[LA～ll●=LJ,L111l,,]lZ,lL"IJ←Jb▼hJ,
■q ■tI -1-Zl ul l,l i- LB i"

LJ] IZJ q▼L ■-T Iu A什bb ALJ"Euh lq L竹LA LJ*

J▲11tI11J71tJIln111山IEZJ.l1.[LL*LLJ]L-NE,叫zJ71=.I-･7-J17[llJ$l-Ll刈l-UPI-T]LZntLuLJ3.1LJIL4,F.7I
IJ- LLA ,-lJ

LJ-･L- JA} 1P )[7 1L, [1t Hr l■ 4b仙LEB ■q qJ+bEd OAddLOLd A■
■Jn

JW rz▲▼lJ▲‖1Jilu71
117l

"-
rl l-J■1[J"I nU. Fl n ll rt]JIT]L- [1…上-11～Li1.1】 I Il-,lL～

l▲n l17[ 】1山D.LUTl1--7 I) lZn 17J, LU,JuJ I1 41nL ●T"LZ I} 7Jny
▼J=1

1
LZ uJ L小

1エ月LZ▲l
lul Ll

▼l
Ll

¶
lZ

l川伽IZEZ
Iul LW'I

N
II I l=T ltJ+.JELu[L▲t*} LZ

L.
Llヽl-巳- LLK] l17.El▼"⊥小LI▲=J■.1･■

LJIIヒリuJI Luョ 11勺I2 M】叫o'I vヽ.□.EP ▼1J ～.P Hl

llLm¶rtntlnrrlrL叫IlllLJJ)LLLITZjluJlltd"､ll→lJ],L-l-tZA,LLJ-A"Lhllult､-I7lRL"L,tLILLMu11I出､L]Jt")JIl】*l-1l-l■■y
Ll, Tq LJl l､

l●-l■
1●t iTIエI

==L-･5J - --d O一■z- UJP LEMW仙W

IITLIThLrIJrL7Ll11Ll∬=J■uJ"Z･f--=J-11lld]1J-r.LL"-LllLl"L-LLdt,-I-･qlZ7.Ll-"1¶udl-LL,lL]l1"lL-lZyl1月=一札--T-～
▼V ,E.▲tl l♪ 1月1ヽ lE=y LLI IJMe 4q"～ ■■ up EuJ

… ●P"4●=d

u7tl1つ■LLヽt1ヽttJ111月Il■IJ■■lU)LiZuLJ2lrtlt-IL"I=IILU】L世u叩Ll11りqL,･■-LllL-J]lL､LリlLZJILIL>tZ▲",tLJILLY"EJJlul"わwn-T-
▲Jl r･} ,Lhp川IA=tD Hl ▲〃 lLI JJ L¶

ELLT
LJ)

PEP O月4抄A4 LE"EMJ)
"

lLT"ヽ11■▲旭LZJq lZJ"･EDtl上l上山Llr*
rl

d
ll D tMUT-1LXI1■J-■加一Iv lLVtlJJ L,J-L) li､llhL, 1=川uI-"1曲▲上山rとT"7JF-

" l- l=Ji [,=iL A" -I ,斗47--8 h1 1】--
l
A d一叫-d] On " tLB "叫ELtq

4Zq

u朋【111L7Dlコ刈LLMiHLJBluI1】■lll=-Cl-uJhLl-11bl1811"lLl-∬L-lulruLiL-l-】=1-bl∪,し印LL"-IlpIZ℡=JF--
■q ▼H -IhJ--I =† J叫▲J i"～ IJ"A oJ】 ■nO " Oq " L■

■p "

lldD】lJTl)4LJ}11■r…lll111-】川tlq=qlllllllrlllト-Jq"叫†--I1=l川lltl"N=←"～"I."-=Nlll-Ntl-"-}■,[
t､

†-
▼L-l-｣, 1- LI. 11■ LD l■り=打+{"A d止仙4EnA叩…

pLP‖■uJHカIL31l印llplLII1,川J-"llN"-■ll,=,-l-Jll31"*L-3-F】･■lLl▲lX"J=-ll一帖ll-=,l川""=yL=】私▲=T
■u -刀L仏L出l-一Jj - ]t"JI FJ) l.Z"a ●q qh q■ ▲℡v叩■J) …

ILDIFnldHdHDHZtJ+J71●･NLLヽ叩Illい--tlT-TI-hLTI-II7.1●,LnNPAT-hrATllL7."7LFL7.]O-1"叩TL7.TddJ-
lI [JN, 7[-A

I-一一J7 4L"D lt● JA=■ lq山r"JET L>叶LJ MA

NllLl…才I1▲…山n…l=Lt-qI-1Pll-心nJJl-▲JLE"lqre-"ull-A.瓜一川I^ll山川.I".""r"n--れl川LW▲■▼L
tq.A, ▼川IJ

IJ-LI LbL t只1≠ Ln u Hl 】D Ip o心■T"J)

■■1-114IL"■■■-I-LL-I-I-1､--I-q-1L-■■---～-◆1----qll■-I-I-I-I-■.I-L-■･-

-I I- I,-一-一Il●叶■､ Jl- r･=P I- ･=ヽ･
ヽ■.l■

LL) LE Lr LLZ
L中LL) JJ7 ttl LL= 4C LJ) Lq LJ) Ill IJLHn LJJ LL} LLI L.) ■JJ LJJ LA) LL}一q LC LiF -～

†JL

●1I Jt) Ltl
LP

tJT J31 ▲E+ 1tl

lJJ U) LJJ LJI LD LJ=■1 4J) LJI
LIL LJt Ill ■U Ln 4〇 4^ Ln All L9 ●TL IJ) LD ●∬ ■i) LD

■L=L'LU l■ 1れ1j} … ▲q
JT]

tllさ1JulJ∫■♪u)L>lTt171LJq
u)L>LhLJ*l>LPIJL_1LILB[*>LJL>L?†Tl ▼12+I+Ll=■1A,1d

LI LP +A+ ■JL ●b LLL Lb ■-
■｣I LtL.- -" LtL Lq.I LP ■小■Et Lb lLL

Lq
LEI 1E～ LEL T_凸†lJ

■7[ Lr(
LLl

<視深度>データの一覧

J :=･_
天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 3.89 10.87 6.79 5.39 10.ll 9.37 7.8S ll.42 9.69

偏差 35.95 24.46 80.89 O5.0 12.04 3.15 47.99 2,19 14.53

瀞1r,a,l7,88 2,47 33_33 6.25 )3.02 0.67 2乙90 016 3.24
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天井 床天 壁 開口 味壁 床flJ 蘇 炉 味床

平均 914 0 5.丁7 l2.73 l2,&5 12.69 8.77 10.31 1:～,05

偏差 26.l3 0 63.88 2.44 6▲87 EEZZ]31,95 5_51 I_35
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16b閑陰席 正客位置

千利休

江戸(元文4年頃)

アクソメ国

i正客位忍
□床(トコ)の位置
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<視限度>データU)一一覧

鮒立を考慮したく空間国包惟>

附J;を考mした空間記述

凄~-･鮎丁~
~も評

~-

一･-+

lLj三Tr-L宋天Jr-ヨ壁 間口詩L

J†東壁 1末書主･lj柁I炉 味持三

.i;611JF}iの視汲度平均､悦托度標準帖差､構成苫小rl～

天仲 床天 壁 開口 床壁 床柱 蘇 炉 rk-席

平均 9_60 1O_68 6.44 2.D2 10.58 1l.)5 8.I5 1L_73 9_97

鵬蓋 24.29 22,42 85_l5 55_46 l(I.ll 3.44 35.67 I.52 l4_40

剤.弁 14.29 1.75 36.25 l4.64 1L3l O.6l 18.71 0.l1 2.44
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<祝確度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

雑†立を考慮した空間記述

■天井J[一案天井J壁 間口細

■床壁ご言床柱I7床J[炉 床床

紬他毎の祝深度平均.視深度標準偏差.偶成割合

天井 床天 壁 関口 宋壁 】兼任 戻 炉 床床

平均 9.84 l3.00 7.43 4.90 1338 l2.63 8.51 lO.18 1339

偏差 22.4I 6.08 4l.l9 4932 0.59 lO.94 EZEZ]5,74 0.58

割合 9.17 0.06 55.02 1丁.15 0.52 035 17.l7 0.5○ 0.O6

削l-(::平均[尺]割合[%】
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<視襟度>データの一覧

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 lO.lO lO.22 8.ll 6.90 9_79 8,43 8,61 l2.62 9.89

偏差 2ー,62 2l.4S 5g.96 62.07 16.34 6_89 30.55 0.58 l7.45

割合 I2.65 2.47 35.38 lユ.84 14.l2 0_fi2 l7.0S 0.09 3.55
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18a札幌八窓庵 亭主位置

小堀遠州

江戸(前期)

アクソメ回

&亭主位置
口座(トコ)の化担



天¶二床天 壁 関口 床壁 床.性 床 炉 床床

平均 9.56 1之.94 6,95 2,22 12.75 l2.59 837 I(I.5l l2,76

l宙若25.82 0 46.57 59,90 0.99 5,69 30.78 5.ヱ2 0

'EEJ合8.35 0.02 54,71 】g36 0.30 D39 】7.45 0.35 0.O6



18b札幌八窓庵 正客位置

小堀遠州

江戸(前期)

アクソメ囲

i正客(描
□床(トコ)の位置

Ⅰ5尺
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<祝深度>データの-一定

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 稀床

平均 9.77 1O.60 9.ll 7.00 10.l9 9.30 8.44 Il.lO 937

偏差 ー9_89 )5_15 41.5l 49.72 12.Ol 339 26.98 I.77 )4.50

'E11合1ヰ.92 2.44 ユ】.6S 15.9ヰ 13.56 0.古5 l7.47 0.l7 3J6



19a奈良八窓庵 亭主位置

古田織部

江戸(寛永5年)

アクソメ図

b亭主†姻
□床(トコ)の悼匠

】5尺
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天井 床天 田 開口 床蟹 床柱 床 炉 斗ミ床

平均 9.4) 0 6.98 4.38 0 0 &_64 IO32 0

偏差 24.92 0 46.04 57.l4 0 0 31.48 4.67 0

割Ei ll.80 0 51.84 I7.52 0 0 17.37 0.48 0



19b奈良八窓庵 正客位置

古田織部

江戸(寛永5年)

ア//ソメ圃

i正客位置
口床(トコ)の托匿



･,】,･",A-L･･.･Ly･.-t2..r17･･J--L7E･Ll..171.FLl..1け･LL･･少‖･r"JdE==】･･,"･‖･三‖仲ILL-q･･,･"･･L--r-r･--=,LAD"9L･･d仲,･.L･･.D L･-I ,･･
1-

i-7. - ･L* AJ-".】･ L･, 】Ll lL･ ･Jq L, L一川LA -･LH O

<視深度>データの･-質

一三~~-I-i;;I

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 蘇 節 床床

平均 9.8& 12_15 8.33 占.41 l2.66 l2.38 9.04 12.65 l2.41

偏差 2:≡.15 10.5丘 61.67 6535 434 9.46 29,4] 0 6.07

宵卜告18.73 O.37 38.52 I6.20 2.77 0.52 22.38 0.0古 0.45
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20a今日庵 亭主位置
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千宗旦

江戸(天明8年)

ア}/ソメ図

&亭主f姻
[コ床(トコ)のLIAF:匿

15尺
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<祝探度>データの一覧

天井 床天 壁 間口 床壁 床柱 床 節 一束床

平均 lO.44 5.87 10.97 8.38 10.40

偏差 Ⅰ7.Ⅰ1 65.l6 6.48 25.86 5.01

割合 9.21 70.52 5.28 14.66 0.32



20b今日庵 正客位置

千宗旦

江戸(天明8年)

アクソメ囲

i正客位置
□床(トコ)の位置
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<視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包･性>

部位i･考慮した空間記述

■

J天井II味天井L壁 開口部

■床壁ヨ床鐘I床J炉 床床

部位毎の挽深度平均､祝深度標準偏差､構成割合

天井 床天 守 開口 床壁 床柱 氏 炉 床床

平均 9.22 8_63 7,97 8,54 IO.03

偏差 1&07 65.35 55_1占 25A4 6_25

割合 l2.65 58,89 828 19.62 O37

単位:平均【尺]割合[%]



■
■

21a亭升床席 亭主位置

覚々斎

江戸(元文4年頃)

アクソメ固

&亭主†制空
[コ床(トコ)のi;/:置
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<祝深度>データの-1寵

天井 珠三天 壁 聞Lj 昧壁 床柱 床 炉 床床

平均 9.90 0 g.54 l2.57 8.6B 10.36 9.l6 10.19 10_83

偏差 22,50 0 4S.l7 4.84 23,20 63,51 31,l9 5.00 L5.80

割T,'L】8.51 0 51.】7 I.6O 2.70 ).47 22,62 0.54 ).36



β

21b柵床席 正客位置

覚々斎

江戸(元文4年頃)

アクソメ回

i正引立置
[コ床(トコ)の位置

15j(
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22a鎖の間 亭主位置

如心斎

江戸(慶安4年頃)

アクソメ国

&亭主位置
□床(トコ)の1-7:置
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22b鎖の間 正客位置

如心斎

江戸(慶安4年頃)

アグソメ国

i正客位置
[コ床(トコ)の位置

15尺
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部位を考慮した<空間圃包性>

部位を考慮した空間記ia

I天井r床天井■壁 開口部

■床壁TT)床柱I床)炉＼床床

部位毎の祝深度平均.観流産標準偏差,柿戒割合

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 l().S1 10_64 ll.06 3.24 10.78 ll.43 8.77 12.79 9.83

偏差 t9.72 l5.84 3且.66 60.85 14.4l 3.90 32.1O 0.7l l4_23
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単位:平均[尺]割合[%]



23a又隠 亭主位置

千宗旦

江戸(天明8年)

&亭主伯:牽
アクソメ国 □床(トコ)の忙田

15尺
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<捉深度>データの･-一驚

天井 一夫天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 9.58 l2.71 8.20 L2.53 13.Ol ll,8l 9.O5 10.08 l3.06

偏差 21,94 1038 5B.23 2,70 EEZ] l4.00 30.12 5.73 l.51

割合 20_42 0_17 5l_$6 I_9D 0.99 035 23.62 ○.52 0.17



23b又隠 正客位置

千宗旦

江戸(天明8年)

i正客位置
アクソメ国 □床(トコ)の侍医
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<祝深度>データの一覧

■き子‥-I
天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 蘇 炉 床床

平均 9.60 lO17 733 5.61 lO30 9.21 8.9S 1l.60 9.43

偏差 26.05 24.22 73.91 513l 24,22 2,96 3102 2,4& l4.1S

骨J合 l9.40 1.71 33,80 8.43 l3,O6 0.引 2O,l6 0.13 2.7()



24a高林庵 亭主位置

片桐石州

江戸(寛文3年)

アクソメ園

占亭主位置
口床(トコ)の位置
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<祝深度>データの一覧
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24b高林庵 正客位置

片桐石州

江戸(寛文3年)

アクソメ囲

i正客位置
口床(トコ)の位置
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<視深度>データの一覧

天井 床天 壁 開口 東壁 床柱 蘇 lヨ 床床

平均 8,98 l1.○9 8.12 2.74 l1.22 0 7.53 lO.74 I2.06

偏差 23.56 0.53 64.09 36.05 12.4S 0 3O.00 3.$3 L5,98

割合 ー3.24 0.l5 42.54 23.0阜 I.41 0 19.18 0.13 0.26
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25a澱着席 亭主位置

藤村庸軒

江戸(貞享)

アクソメ団

占亭主位置
口床(トコ)の位~匿
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<祝深度>データの-一覧

天井 床天 壁 開口 床壁 L某月≡招≡ 炉 床床

平均 9.帥 l2,90 7.80 3.94 l2.紬 0 8,64 1O.l5 12.85

偏差 25.45 I.03 45.66 65.96 Ilo 0 3ー18 4.73 0,71

割合 ll.20 0.l3 5丁.07 13.97 0.39 0 )6.72 0.4S 0.04



25b澱着席 正客位置

藤村庸軒

江戸(貞享)

i正客位置
Ej床(トコ)のl(j-.醍
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<視深度>データの一覧

天井 床天 壁 開口 朱壁 床柱 床 炉 宋床

平均 10.72 9.62 5.j7 4.37 lO.24 1017 S.53 13.12 9_42

偏差 23.4l 23.76 65.l8 7$38 l2.60 3.54 30.9S 0 15.97

割合 13.34 2.2T 3735 15.2ヱ l1.74 0.63 16.4l ○,○4 2.98
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■天井■床天井■党 閥口部

■床壁E5床柱t床I炉 コ床床

卿珪毎の視深度平取祝深度標準偏差.構成割合

天井 床天 壁 開口 床壁 一宋蛙 蘇 炉 床床

平均 9.78 930 7.l6 7.97 935 lO.00 &.85 12.l2 9.30

偏差 2O_S9 ヱ4_25 72.15 50.27 24.47 4_lO 3l.06 I.00 15.92

割合 L3.○2 2_70 3占.l2 9.l3 l730 0.69 l736 0.0石 3.42
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1 =十三I:,
天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 1()_43 ll.85 8.09 12,63 l214 l1.79 9_4ー 9.$6 12.01

偏差 17.97 l4.56 6l,57 1_52 3,7O 2.57 27.86 6.46 6.66

割合 l7.04 I_02 47,82 2_42 6.21 Or39 23.40 0.4B 1_23
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<祝深度>データの一覧

天井 床天 壁 開口 韓琶萱床柱 氏 炉 味床

平均 9.占1 l2.24 7.41 3.95 13,03 12.○2 tL70 1035 12_名2
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<視探度>デ-ダの一覧

部位を考慮した<空間国包性>

部1((.を考慮した空間記述

■天井■床天井■壁 開口部

■床壁c)床柱■床■炉 ~床床

部位毎の視深度平均､祝深度標準偏差.構成割合

天井 #}: 壁 閉口 床壁 床瞳 床 炉 床床

平均 10.5O lO36 10,$9 l232 lO.74 10.Ⅰ4 9.07 1).4l lO.24

偏差 Ⅰ7.96 ]4.00 2217 1l.I8 1ー,58 l○.91 28,42 1,3Ⅰ ll.l8

割合 18.90 I.5占 34.02 5.84 lO.77 0.71 26,15 ○.l7 1.BS
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<視深度>データの一覧

部位を考慮した<空間囲包性>

部位を考慮した空間記述

し･■l
幕

■天井■床天井■壁 開口部

J味蟹田床柱q味■炉_ト床床

部位短の配深度平均､硯深度標輩偏差.構成割合

天井 味天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 凍

平均 9,44 l235 5.77 12.68 ー2.88 12.56 8.9S 10,52 12.8O

偏差 26,44 5.60 78.63 6,89 1.49 l2.Ⅰ0 31.0? 4.35 3.93

割合 18,32 0.09 55_06 3.70 0_99 0.41 20.83 0,41 0,13

単位:平均[尺〕割合[%]
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<祝深度>データの一覧

i=ii∃

天井 床天 壁 開口 床壁 床柱 床 炉 床床

平均 8.94 l2.08 古.40 9.6S ll,97 0 g.24 9.92 )I.96

偏差 21.03 0一58 47.44 35.66 a.53 0 24.95 6.93 0.58

匿田ll,B5 0_06 64.42 7,66 0.l9 0 l5.14 0.6Ⅰ 0,0(I
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<視深度>データの一覧

町十t･~乍う

天井 床天 壁 開口 床壁 床fj= 床 防 床床

平均 9.31 9.&l 7.98 738 7.41 1O.6l 8.23 9,54 g37

偏差 I5.49 l6.84 59_23 62_76 49.75 2.89 23.80 2.99 25A4

割合 10.25 I.B6 40.53 ]3.67 l4.62 0_50 l4.64 O.09 3.81
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<祝深度>データの一覧

部位を考慮した<空間国包性>

酎狂を考渡した空間記述

lI天井■床天井7壁 間口部

■床壁G)床柱■床■炉_･床凍

附(E毎の祝深度平均､視深度標準偏差､偶成割合

天井 j末天 壁 開口 床壁 J末社 珠 炉 床月末

平均 9.28 0 6.62 l2.24 lO.39 L2,55 8.2? 9,88 9.78

偏差 30.19 0 47.44 28.26 34.43 I9.04 27.01 6.7) 占.9l

割合 ]4.77 0 58.37 5.23 2.O& 0.6l 17,7S 0_65 0_52

単位:平均[尺】割合[%]
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<視深度>データの一覧

天Jt: 床天 壁 開口 環≡壁床柱 床 伝 衆床

平均 10r23 l3.02 8.46 6.83 l2.84 l2_62 8.26 I2.59 12.89

偏差 29.62 3,53 51.占0 占占.01 3.54 ー.55 32_64 0 3.65

割合 ll.9g 0.22 l2.22 55.lO 2.40 032 l7.47 0.04 0.22
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